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序章





　そこは峡きよう谷こくの底だった。

　ひょろりと谷間を流れる一本の川に沿って、行き交う人々の足で踏み固められた山道。

　そびえ立つ断だん崖がいに両りよう脇わきを挟まれ、見上げれば縦にばかり長い青空。まるで左右から壁が押し寄せてきているようだ。

　うららかに差し込む日差しの中、やわらかく吹く風が、つつましく咲く花々を揺らしている。川の中を魚たちがゆったりと泳いでいる。

　永遠の平和を体現したような、のどかな光景だった。

　赤い霧が一筋――風に舞うまでは。

「答えろ」

　斬きり飛ばされた生首が、小さく跳ね、ごろりと転がる。

　ひ、と呻うめいて、男は足を投げ出したまま後ずさった。

　粗末な布を頭に巻き付け、幾年も洗っていないようなくすんだ服を着ている。腰には短剣。いかにも山賊といった風ふう体ていの男だ。

　鼻先に鋭い槍やりの切っ先を突きつけられ、男は赤い胸当てをつけた兵士たちにぐるりと取り囲まれていた。

「きさまらは山賊ではない」

　胸当てに彫り込まれたひとひらの羽根の文様が目を引く。

“〝緋ひの槍”〟。

　赤子とて知る名称。それは、ゴート帝国皇帝直属戦士団の一つ、薔薇輝石ロードナイト戦士団の誇り高き先せん鋒ぽう隊の名であった。

　その中に、一人の女の姿がある。

　長い白銀の髪は剣つるぎのような輝きを秘め、一目でそれとわかる南方系の褐色の肌。見る者すべてを射殺すようなぎらついた瞳ひとみは、山賊ふうの男ただ一人に注がれている。

　現“〝緋の槍”〟隊長、フレア＝イーザ。

　並み居る男どもを押しのけ、弱冠二十歳で隊長の座をもぎ取った腕は、細くしなやかだった。

「千人からなる我ら薔薇輝石ロードナイト戦士団に、百やそこらの人数で戦いを挑むだと？　馬ば鹿かげている」

　まさか勝てると踏んでいたわけではないだろう。攻め方も腰の引けたものだった。しかし守りばかり堅いせいで、結果の知れきった戦いは半日にもおよんだ。

　山賊とて愚かではないのだ。成功の目算を立てずして人を襲うことなどありえない。手て強ごわいと見ればあっさり引き下がる。だから遠目にも丸わかりの戦士団に目をつけるなど、ふつうは考えられない。

　ゆえに彼らは山賊ではない。フレアはそう結論づけた。

　ならば――

「なぜわざわざ山賊に扮ふんする必要があった？」

　食えとばかりに槍を突きつけられ、追いつめられた男の顔は、絶体絶命の危機にもかかわらず、なぜか希望を失っていないようだった。

　そのとき、フレアの横で声が上がった。

「隊長！」

「なんだ」

「見てください……」

　兵士が持ってきたものをひったくって一目見た瞬間、フレアの中で疑問がいっぺんに氷解した。

「きさま……プリフェスタの手の者か！」

　男を睨にらみつける。

　短剣の柄つかに刻まれた野牛ダクシヤーと太陽。それはまぎれもなく敵国プリフェスタの象徴シンボルであった。

「目的はなんだ！」

　すると、それまで固く閉ざされていた男の口がゆっくりと動いた。

「我々の目的は、すでに達せられた」

「どういうことだ？」

「――足止め、ということでしょうな」

　背中に声が投げかけられた。

「……エイディ」

　振り向けば、つらつらと歩いてくる男の姿。後ろに手を回して、のんびりと周囲を眺めながら、まるで散歩気取りである。仮にも戦闘直後だというのに、なんとも呑のん気きなものだった。

　とはいえ覇気のあるエイディなど想像がつかないのも事実だ。冴さえないちび爺じじいの風ふう貌ぼうにたがわず中身も年を食っている。これで血の気の多い“〝緋ひの槍やり”〟の副隊長というのだから世の中わからない。

　エイディは続けて言った。

「ここで我々を足止めしておき、戦力の補充がなされる前にライオドーンを一気に落とす。うむ。理りに適かなっていますな」

「くっ！」

　ライオドーンはここから目と鼻の先にある街である。隣国であり敵国でもあるプリフェスタとの国境に位置しており、そのためここ数年小こ競ぜり合あいが絶えない物騒な場所だ。フレアたち薔薇輝石ロードナイト戦士団は、皇帝の命を受け、まさにその街に向かう途中であった。

　――なるほど……くそっ！

　そうとわかればもうこいつに用はない。フレアは男の喉のどを突いてとどめを刺すと、焦りとともに踵きびすを返した。なんということだ。苦々しい気持ちが膨れあがっていく。

　――ふん、偉そうにネイブたちに兵法がどうのと垂れていながらこのザマだ。まったく笑わせてくれる。

「急ぐぞ！」

　伝令を呼びつけ、団長の元に向かわせる。

　手遅れかもしれない。しかし、だからといってのんびり歩いてはいられない。一刻も早く到着せねば。

　ライオドーンが、危ない。



　　　＊＊＊



「ちょっと、待って、待ってくださいっ！」

　引き留めるリゼッタをものともせずに引きずって、彼は歩いていく。

　谷底の街ライオドーン。その大通りを、少女を引きずって歩く男はやはり人目を引いているようだ。

「『座せる鳳おおとり』は閉まってるって言ったじゃないですかっ」

　もと傭よう兵へいさんに力で敵うわけないじゃない、とリゼッタはぼやいた。手が震えてスプーンを持つのもままならないくせに、その変な杖つえがなければ歩くことも満足にできないくせに、こんな力だけは残っているのだ。

「閉まってる、だと？」

　不意に彼は立ち止まった。

「なぜ――」

　ゆらりと振り返り――

「なぜ……俺おれを謀たばかろうとする？」

「え――」

　予期せぬ一撃だった。見上げた彼の顔は燃え上がらんばかりの怒りに覆われていて、リゼッタは思わず身を引いた。

「……っ」

　知らず知らずのうちに鼓動が速くなり、額にじっとりと汗がにじむ。

「だ……誰だれから……」

「俺が訊きいてるんだ。『座せる鳳おおとり』は年がら年中開いてるとよ。なあ、なんのつもりだ？」

　のしかかる圧力に、リゼッタの体はつぶれてしまいそうだった。焼けるような視線にさらされて、目が宙を泳ぐ。だって、だって……と躊ちゆう躇ちよしていると、がしりと肩を掴つかまれた。

「い、痛い……スヴァルトさん……」

　いやいやをするように肩を揺するが、その程度で大きな手はリゼッタを逃がしてはくれない。さらに続いて、怒りに満ちた声がリゼッタの横っ面つらを殴りつけた。

「同情のつもりかあッ！」

　往来のど真ん中で大声を出せば、衆目が集まるのは避けられない。リゼッタは体を小さくしたが、スヴァルトは構わずリゼッタを睨にらみつけた。いったん爆発したあとの静かな怒りが、腹の底でふつふつと煮えているのがわかる。

「俺が、もう傭兵ができねえと、お前はそう言いてえんだろう」

「…………っ」

　リゼッタは喉のどを詰まらせた。だってそうじゃない。そんな体でどこに行くの。どう活躍するっていうの。ほら、今だって足が震えてるじゃない。無理に決まってるわ――言いたいことは山ほどあった。けれど怖くて言えなかった。リゼッタはただ押し黙って顔をうつむかせるだけだった。

　肯定ととったのだろう。スヴァルトは杖をかつかつと地面に打ちつけた。怒りを抑えつけているときの仕し種ぐさだ。そんなこともわかるようになった。自分が男だったらとっくにその杖で殴られているに違いない。

「エレメントだ」

　スヴァルトの声は力強かった。

「エレメントがあれば、なんでもできるんだ。そして俺はエレメントを得た。孵ふ化かをした！　もう誰だれにも馬ば鹿かにさせるものか！　もう一度、俺おれはあの世界に帰ってやる！」

　自らの言葉でだんだんと昂たかぶっていくのがわかる。瞳ひとみに剣けん呑のんな光がともり、口くち許もとが引きつったようになる。

　それはおそらく……笑みと呼ばれるものであったけれども。

「強さだ！　俺は強さを手に入れた！　手放してなどやるものか！　めくるめく戦いの日日だ！　ああ、ああ！　待っていろ！　殺してやる！　何百人でも殺してやるぞォッ！」

　憑つかれたように叫さけぶスヴァルトに、リゼッタは言いしれぬ戦せん慄りつを覚えた。

　そのアーモンド色の瞳はリゼッタの方を向いていたけれど、もうリゼッタを見てはいなかった。映っているのはきっと、どこか遠くの戦場。

「…………」

　けれど、それでもリゼッタは信じていた。

　心を尽くして、言葉を尽くして説得すれば、きっといつか彼はそんな危ない考えを改めてくれるだろうと。だいたい人を殺して何が楽しいのだろう。楽しいことなら、この街にもたくさん転がっているではないか。それがわかれば、きっと彼はそのうち傭よう兵へいをあきらめて、この街で暮らしてくれるようになるのだ、そして、二人で楽しいことをたくさん見つけて、笑って、泣いて、ときどき怒ったりして、それで、それで……。

　それで――

　その先はまだ早いと思って、リゼッタは考えるのをやめた。
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　不運は往々にしてその辺に転がっているものだ。

「あっ……あっ」と慌あわてふためいて、見知らぬ娘が中腰でネイブの足のあたりに手を伸ばしてきたこと。

　そして、ネイブの足あし下もとでバキッと音がしたこと。

　この両者の間にはおそらく密接な繋つながりがある。

　おそるおそる右足をどけたネイブが見たものは――やはりというべきか――まっぷたつに割れた木彫りのなにかだった。貝？　おそらくブローチの類たぐいだろう。あいにくと貝には詳しくないが、そんな悠長なことを考えている場合ではない。

「……………………」

　徐々に視線を上にずらしていくと、ああ、やっぱり、目玉が飛び出しそうなほど瞳を見開いて、愕がく然ぜんとネイブの足下を凝視する娘の姿が見えた。目にも鮮やかな山やま吹ぶき色いろの髪。年はネイブと同じようなものだろうか。

　ネイブはごくりとつばを飲み込んだ。

　――初しよっ端ぱなからやっちまった……。

　乗り合いの馬車に揺られ揺られて、ここライオドーンについたのがつい先ほどのこと。故郷の街で別れたザック、否、英雄オリオルドの言いつけ通りに、傭よう兵へいギルドの館やかた――『座せる鳳おおとり』というらしい――を探していたのだが、道行く人に聞いても眉まゆをひそめて知らぬ存ぜぬの山びこ続きである。知らないわけはないだろうに……などと余計な考えを巡らせているうちに、コレだ。まったくもって幸さい先さきの悪い滑り出しだった。

「あ、あの……」

　おっかなびっくり声をかけても、返事はない。娘はそっと割れたブローチに手を伸ばして、水をすくうような仕し種ぐさで両手に包み込んだ。

「ご、ごめんな……。あの、弁償するから……」

「…………」

　またも無視。雑踏の騒がしさはどこへやら、二人の間には窒息しそうな沈黙が横たわっていた。

　しばらくして、彼女はようやく動きを見せた。割れたブローチを大事そうに懐にしまい込み、すっくと立ち上がって……ぼそっとなにか呟つぶやいた。

「へ？」

「……らせて」

「……？」

　聞こえる声で言えよと思ったが、もちろんそんなことを口に出せる立場ではない。

「ごめん、あの、聞こえなかっ――」

　どがむっ！

「おぼっ！」

　身を引く間もなかった。気がついたときには頬ほおをぶん殴られていた。

「っくあ…………」

　左の頬を押さえ、ネイブはたまらずたたらを踏んだ。ずきんずきんと頬が脈打っている。こいつはひょっとして、かなり殴り慣れた感じではなかろうか。

　おののきの表情で見やると、娘は存外に整った顔をしていた。きれいな緑色の瞳ひとみ。すっと通った鼻すじに、引き結んだ唇。なんでもてきぱきこなしそうな雰囲気を感じるが、どうやら人を殴るのもその例外ではないらしい。

　その緑色の瞳で、彼女はネイブをしっかりと見据えた。怒っているというよりは真剣そうな顔だった。真剣そうな顔で、彼女はこんな言葉を発した。

「いっぱつぶんなぐらせて」

　今度はものすごくはっきりと聞こえた。ははあなるほど、と頷うなずく間もなく、なんと彼女はずんずんと近寄ってくるではないか。もしやまた殴る気なのだろうか。冗談じゃない。ネイブは思わず恐怖して、後ずさりながら主張した。

「もう一発殴ったじゃないか！」

　するとぴたりと動きが止まった。

　小考。

「……にはつぶんなぐらせて」

「増やすな！」

　なんて奴だ。

「それに、弁償するって言ったろう！」

　返事は、二発目。

　びゅっ。

「うわああっ！　話、ハナシを聞けえっ！」

　説得が通じないことを見てとったネイブは、ためらいもなく逃げる道を選んだ。くるりと体を返して、どこでもいい、人の多そうな路地に飛び込んだ。

「まてえっ！」

　待つか。

　走った。走った。右に折れ、左に折れ、また右に折れ、塀を乗り越え、石のアーチをくぐり……。

　ここも故郷の街に負けず劣らずの迷路である。いい加減どこを走っているのかわからなくなってきたところで後ろを振り向くと、もうあの娘の姿はなかった。ようやく走るのをやめ、一息。

「ふう……」

　振り切ったはいいが、さてこれからどこに……と思いながら息を整えていると、ふと、ある看板が目に映った。



    

  
    
      



    

  
    
      　二階の窓の脇わきからぽつんと突き出ているそれは、翼を広げた白鳥を正面から見たような輪郭をしていた。ただし、色は赤く塗ぬられている。

　――『座せる鳳おおとり』……。

「もしかして……あれか？」

　仮にあれが目的の建物だったとしたら、なんともわかりづらい場所にあるものである。なにせ地味な看板なのだ。運がよかった。発見できたのはもしかしたらあの山やま吹ぶき色いろの髪の娘のおかげかもしれない。

「でもなあ……」

　殴られた頬ほおをさする。

「礼を言うのは、ちょっと違うよな……」

　首をかしげつつ、ネイブは二階に続く階段を上った。



    

  
    
      


第一章　見捨てるな





　ここ二十年で、傭よう兵へいや戦士団の戦士は一般人に近い風ふう貌ぼうに変わりつつある。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの熊くま男おとこもいるにはいるが、一方でどうしてこんな奴がと言いたくなるような優やさ男おとこがでかい傭兵団ロツトを率いていたりする。昔では考えられなかったが、丸腰の人間も珍しくない。一目でそれとわかる傭兵は――とくに若い世代では――いまや少数派であった。

　すべては『エレメント』の影響だった。重い甲かつ冑ちゆうをまとった騎士が活躍していたのは、もう二十年も前のことである。

　二十年前、突如として現れた謎なぞの集団“〝楽園エテルノの民”〟。彼らは『楽園エテルノはこの世にある』とだけ語り、人々に不思議なモノを与えて回った。

　その名を『エレメント』という。

　エレメントとはなにか。それは、最初『卵』と呼ばれる状態で渡される。触れることはできない。それどころか他人には見ることさえできない代しろ物もの。なぜなら、『卵』は胸の内に宿るのだ。

　卵は持ち主の感情を食って孵ふ化かする。生まれるモノは当然ながらヒヨコではない。その姿は実にさまざまで、鳥や馬といった動物に始まり、神話に登場する幻想の生き物から、岩などの鉱物、人体の一部、果ては月――とにかく節操がない。

　いったん生まれたエレメントは、持ち主の心のままに動き、超常の力を発揮する。

　たとえば火。この世で最初に生まれたエレメントは火のエレメントだった。持ち主はろくに戦いも教わらぬまま戦いくさのまっただなかに放ほうり込まれ、それでも数十人をそのエレメントで焼き殺した。

　たとえば水。斬きっても突いてもびくともしなかった騎士が、あるとき水たまり一つない戦場で溺死した。水のエレメント使いの仕業であった。

　戦は変わった。

　それまで支配的だった騎士は戦場を追われ、いまやエレメントなしでの勝利は困難になった。むしろ重い装備は動きの邪魔になるだけといって、兵士たちはすすんで軽装化していった。その変わりようは劇的ですらあった。

　だがそんな状況で、今も昔も変わらずに第一線で活躍している武器が一つある。

　弓だ。

　エレメントの基本は近接戦闘であり、遠距離攻撃の可能なエレメントはそう多くない。ゆえに、遠くから標的を射抜ける弓系武器は、いまだに重宝されているのである。

　そして、その一種である長弓を持った男たちがちらほら見えるということは……。

　ネイブは頷うなずいた。

　どうやら当たりだったようだ。

　傭よう兵へいギルドの館やかた『座せる鳳おおとり』。ここで間違いないらしい。民家の二階を間借りしている時点で館とは言いがたいのだが、そこはなにかの事情があるのだろう。

　入ったとたんネイブを驚かせたのは、人の多さだった。ただでさえ夏の暑い盛りだというのに、ひしめきあう男たちの熱気が加わって、さながら暖炉の中に放り込まれたようだ。

「さあ、名前書いたら出てった出てった！」

　奥からやかましい声が聞こえてくる。おそらくあのへんが受付だろうと思い、ネイブは人波をかきわけて声のする方に向かった。

　辿たどりついた受付では、市場で野菜でも売っていそうな恰かつ幅ぷくのいい女が声をからしていた。宿でもあるまいに「女将おかみさん」などと呼ばれている。ネイブが声をかけると、面倒臭そうに「なに」と言った。

「ここに来ると戦士団に入れるって聞いたんだけど」

　女将は不機嫌そうな表情を隠そうともせずに、はあ、と溜ため息いきをついた。

「あんたもかい。まあったく、どいつもこいつも張り紙一つ読みゃしない」

　そりゃそうだとネイブは思った。字を読める人間はそう多くない。自分もその一人だ。

「もう何百回も繰り返した台詞せりふだ！　おかげで口にタコができるよ！　いいかい？　戦士団にすんなり入れる人間なんてめったにいやしないんだよ！　なに？　エレメント？　ふん、た～だ持ってるだけじゃだめなんだよ。あそこは属性の比率が極端だからね。誰だれでも採るってわけじゃないのさ。入れて欲しけりゃせめて推薦状か袖そでの下でも持ってくるんだね！　わかったら気休めにそこに名前書いてとっとと帰りな！」

　なんだい名を上げたいんなら勝手に一人で戦ってりゃいいじゃないさ別に戦士団に入るこたないんだから……ぼやきの止まらない女将おかみに、ネイブは黙って四つ折りの紙切れを差し出した。

「んん？　なんだいこりゃあ。恋文ならごめんこうむるよ。あたしゃこう見えても長年連れ添った亭主がね」

「推薦状。たぶん」

「たぶんってなんだい」

「おれは字が読めないから」

　はアん、と納得して、女将は紙切れを開いた。

「なんだい。文字が滲にじんじまってるじゃないか。どっかで雨にでも降られたかい」

「濡ぬらすとだめなのか？」

「読めなくなっちまうんだよ」

「そんな……」

「安心しな。全部濡れたわけじゃなし、なんとか読めらあね。……うん、たしかに推薦状だね」

　ほっとするネイブ。

「ふん……うん……」

　読み進めていくと突然、女将の顔色が変わった。

「んなあっ……！　お、オリオルドだってえ？」

　その声が響き渡ったとたん、ざわめいていた館内は一転して静まりかえった。

「…………」

　あれほど騒々しかったのが嘘うそのようだ。身じろぎの音一つ聞こえない。なんだこの状況は。

　それからしばらくして、葉擦れにも似たささめきがあちこちで交わされ始めた。オリオルド？　オリオルドだと？

「…………あんた、何モンだい？」

　女将がいぶかしげに問うた言葉は、その場にいる全員の気持ちを代弁していた。

　背後の、おそらく全員の視線が背中に突き刺さっているのがわかる。かの英雄、敵国からは“〝ゴートの大おお顎あご”〟とおそれられ、その昔にはテッサリアをたった一人で滅ぼしたという“〝巨陸鮫ガレオス”〟オリオルド――

　その推薦状をひっさげて現れた青年。

　こいつはいったい何者だ、オリオルドとどういう関係だ。

　――そりゃあそうだろうな……。

　逆の立場ならネイブだって同じことをしただろう。むしろ注目するなと言うほうが無理な話だ。

　しかしなんという居心地の悪さだろう。話しかけてくれればまだ対応もできようものの、遠巻きにひそひそとやられては針のむしろである。ネイブはいそいで女将おかみをせっついた。

「それで、入団できるのか？」

　女将は頷うなずいた。

「ああ。文句なしだね。戦士団が到着すれば話を通しておくよ」

「じゃあ今日はいったん帰っていいんだな？」

「そうさねえ。ほんとは戦士団、とっくについてるはずなんだけどねえ。大の男が揃そろいも揃ってどこで道草食ってんだか。まあ、さすがに明日なら大丈夫だろうさ」

　ネイブは一つ頷いて、早々に身を翻した。こんな空気の悪い場所はさっさと立ち去りたい。出たらまずは宿を探して――。

「うっ」

　ネイブは思わず立ち止まった。

　通り道を塞ふさぐように、正面に一人の男が立ちはだかっていた。

「――オリオルドの推薦が……なにほどのモンだっつうんだ」

　アーモンド色の瞳ひとみがネイブを睥へい睨げいしている。くすんだ金髪は箒ほうきのように硬そうで、その険しい目め許もととも相まって負けん気の強さを主張していた。

　珍しいことに、男は杖つえをついていた。男の腰ほどまでの高さで、持ち手のところから太目の鎖が垂れ下がっている。

　よく見れば、男は手足が少し震えているようだった。まさか緊張でというわけではないだろうから、怪け我がか病気だ。その、怪我か病気の人間が、ここ傭よう兵へいギルドの館やかたでなにをしているのだろう。まさか……。

「やめて、ねえ、帰りましょう……」

　気弱そうな声がネイブの思考を遮った。よく見ると、男の陰に隠れるようにして、一人の少女がおずおずと彼の腕を引っ張っていた。すみれ色の髪を後ろで一つにくくって、いかにもその辺にいそうな町娘である。か弱そうな顔に加えて手も足も細く、重い物でも持たせた日にはどこかが折れてしまいそうだった。この男とは似ても似つかないから、兄妹や親子という間柄ではないだろう。してみると恋仲かもしれない。

「スヴァルトさん、お願いだから……」

　男の方は名をスヴァルトというらしかった。

「うるせえ」

　スヴァルトはネイブから視線を外さぬまま、少女の手をむげに振り払った。

「てめえはオリオルドじゃあねえだろう」

　口く調ちようには敵意がみなぎっていた。

「飛び込みで戦士団入りだと？　なめやがって。ああ、俺おれは推薦状こそねえがな、戦いになればてめえなんぞに負けやしねえんだ。おんなじエレメント使いなら、ずっと傭兵やってた俺おれの方が上に決まってる」

　へえ、とネイブは思った。エレメント使いか。ならば不自由そうな体をおしてこの場にいるのも頷うなずける。四肢を失なくしたあの英雄を、ネイブは思い出した。

「属性は？」

　何気ない問いのつもりだった。だがそれを訊きいたとたん、スヴァルトは目を剥むいて怒ど鳴なった。

「黙れッ！」

　ドン、と杖つえを床に打ちつける。

「なにを一人前の口きいてやがる！　俺と対等のつもりか！」

「…………？」

　格下だと思っているなら話しかける必要もない。それでも絡んでくるのは、ネイブを強く意識していると自ら放言しているようなものである。

「戦場に行けばわかる。見てやがれ、俺の戦いぶりを……！」

　そのときだった。

　突如けたたましい鐘かねの音が鳴り響くや、

「敵襲――――――――――――――――ッッ！」

　鋭い叫さけびが館やかたを貫いた。

「なんだと！」

『座せる鳳おおとり』館内はにわかに騒然となり、ネイブはまたたくまに混乱の渦に巻き込まれた。

　敵襲。

　覚悟はしていたはずだ。

　なのに、気がつけばネイブは呑のまれていた。

「なにを……なにをしたら」

　敵が攻めてきたのだ。ならばまずは迎え撃つぐらいしか選択肢はないというのに、ネイブはそれさえも選べずにおろおろとするばかりであった。

　気もそぞろにあたりを見回して、うっと息を呑む。

　スヴァルトが、笑っていたのだ。

　くっくっと喉のどを鳴らして、奴は笑っていた。喜びと表現するにはあまりに凶暴な顔つきで。

　――なにがおかしい？

「はははァ！　やはりだ！　戦場が俺を呼んでやがる！　待っていろ……！」

　杖をつき、おぼつかない足取りでスヴァルトは館を出て行った。脇わきに連れ添っていた少女が慌あわてて彼を追った。

　信じられない、とネイブは呟つぶやいた。

　奴は戦いを望んでいる。戦勝による金や名誉ではなく、おそらく戦いそのものを。殺し殺される戦場を。

　ネイブは呆ぼう然ぜんと彼の背中を見送った。

　いまだ混乱のさなかにある館内で、次に行動を起こしたのは女将おかみだった。だん！　と受付机に足を乗り上げ、うねる傭よう兵へいの群れに向かって勇ましくがなり立てた。

「なぁにボヤボヤしてんだいっ！　ここでたむろってる暇があんなら、さっさと出てって敵の首の一つでも上げてきなっ！」

　その声で、ネイブはふと我に返った。そうだ。考えるのはあとだ。手をこまねいて殺し合いを傍観しているわけにはいかない。

　導きを与えられた男どもは血相を変え、雪崩なだれをうって出口へと向かっていく。流れに揉もまれ、ネイブは外に飛び出そうとして――すれ違った山やま吹ぶき色いろの髪に、思わず振り返った。

「女将さん！」

　それはたしかに、先ほどネイブを殴りつけた娘だった。ネイブには気づかず、受付に駆け寄っていく。

　敵襲だって！　ねえ、あたしどうしたらいい？

　おお、エルザかい。そうさね……そうだ戦士団のとこに行きな！　尻しりをひっぱたいて早く来るように言っておやり！

　そんな会話を耳にしながら、ネイブは外に飛び出していった。



　ライオドーンは峡きよう谷こくの底に横たわる街である。谷幅いっぱいに街が広がっており、左右から迫る切り立った断だん崖がいが天然の防壁をなしているおかげで、本来なら四方を囲むはずの市壁が北と南の二辺しかない。そしてプリフェスタは南に位置しているのだから、南門に行けばいい。

　そう考えて館やかたを飛び出したネイブだったが、外の様子はどうもおかしかった。街中のあちこちですでに傭兵やプリフェスタ軍が倒れているのを見かける。もう南門が破られたのかと焦りつつ走るネイブの目に、次の瞬間とんでもない光景が飛び込んできた。

「なんだ……あれは」

　土を踏み固めた道の一角が、下から突き上げられたように膨らんでいた。ぼこん、と音がして、そのてっぺんから鰭ひれのようなものが覗のぞいた。

　――エレメントだ……！

　ネイブが悟ったと同時、気味の悪いものが土をまき散らして空中に跳ね上がった。夥おびただしい数の鰭を生やした大魚。飛び上がり、落下し――大地に打ちつけられる瞬間、そのエレメントは煙のようにかき消えた。

　残された穴からは兵士が続けざまに飛び出してくる。巣から這はい出る蟻ありのように湧わき出てくる。ネイブは舌打ちをした。まさか城壁の下をくぐってくるとは。一昔前では考えられない戦法だ。

「ギャ――ッハッハッハ！」

　突如、真横からけたたましい笑い声がした。とっさにエレメントを展開させたのが功を奏した。原属性〈地〉、彩属性〈白〉――金剛石アダマスの盾で全身を覆う。直後、横殴りの激突がネイブを襲った。

　――他ほかにも穴があるのか……！

　軽々と宙を舞い、ネイブはそびえ立つ崖がけの岩肌にぶちあたった。ばらばらと岩の破片が崩れる。

「うひひっ」

　いやらしい笑い声だった。殺やったと思ったのだろう。だがあいにくだった。最硬の物質と名高い〈地の白〉、金剛石アダマスを打ち砕けるものなどこの世に存在しない。

　――ふん。

　ネイブは己の傷一つない姿を見せつけるように、すっくと立ってやった。予想通り、敵兵の顔がすっと青ざめた。

「な、なんでだ！　畜生そんなはずはねえ！　“〝ドロール”〟！」

　すると敵兵の両手の間を光条が貫いた。真っ黒に塗ぬり込められた棒が顕現し、手の内に収まる。続いて三歩ほど離れた空間に、またも光点がともった。這はい回る光はやがてワイン樽だるのような構造物を形成する。真っ黒に色のついた樽たるは次の瞬間、ガバリと大口を開けた。

「ギャ――ッハッハッハ！　ギャ――ッハッハッハ！」

「やかましいぞ“〝ドロール”〟！」

「ギャ――ッハッハッハ！　ギャ――ッハッハッハ！」

　ネイブはおそれを持ってその光景を見つめていた。

　棒と樽――エレメントが二つ？

　同時に四体を使役していたかの英雄の顔がよぎる。まさかこいつもそうなのか。

　敵兵は手に持った黒棒を鋭く振り下ろした。

「――――」

　一拍ののちに、それはやってきた。

「ギャ――ッハッハッハ！」

　轟ごう音おん。

　鉄樽の直撃。

　金剛石アダマスの三さん角かく錐すいは、崖肌深くめり込んだ。

　寒気を覚えながら、ネイブはこのエレメントの性質を悟った。

「ハンマーか……！」

　棒と樽。あれで一つのエレメントなのだ。〈地の黒〉。鉄のハンマー。柄えと重い頭を切り離し、柄を振れば遅れて頭が飛んでくる。ただのハンマーなら持つのも難儀するが、あれなら軽々と振り回せるだろう。考えたものだ。

「くそっ、まだくたばっちゃいねえのか！　いったいどうなってやがる！」

　敵兵は懸命に柄を振った。打ち下ろし、横に薙なぎ、返して薙ぎ。そのたびにおそろしい勢いで鉄樽が激突してくるが、どれも金剛石アダマスの盾が阻んだ。耳を聾ろうする打撃音と、背後の岩がえぐれていく音だけが響いていた。

　だが、ネイブは焦っていた。こんなところで時間を食うわけにはいかない。敵兵の肩越しに、逃げまどう人々が見えていた。

「……っ！」

　傷一つ負っていないというのに、ネイブは脂あぶら汗あせを流していた。あの人たちを救いたい。そのためのエレメントもある。なのに崖がけにめり込んで身動きがとれないのだ。この盾を収めれば、自分はあっという間にあのハンマーに潰つぶされてしまうだろう。守りに特化した〈地の白〉。攻撃の術すべを持たぬこのエレメントを、ネイブはただひたすらに呪のろった。

　だが、じりじりと気が遠くなるような数瞬を越えて、それは来た。

「死ねえっ！」

　ハンマーの衝撃、のち――

　唐突に、木の幹を引き裂くような音がした。

「なに」

　ネイブは焦りとともに自らのエレメントをぐるりと見回した。今のはなんだ。もしやこの盾に傷が……？

　否。

　絶え間ない裂音はその外側から聞こえていた。

　がらん。から……からっからっからからから……。

　岩の破片がネイブのすぐそばに降ってきた。

　次の瞬間だった。

　大音響。

　うっと息を呑のんだときには、すでに巨岩の雨が眼前に降り注いでいた。

　崖が崩落したのだ。

　荷馬車ほどもある岩塊が滝のごとく大地に叩たたきつけられ、砕け散る。まるでこの世の終わりが突如襲ってきたような光景だった。

　鉄のハンマーは何度も崖に金剛石アダマスの杭くいを撃ち込んだ。土手っ腹を繰り返し抉えぐられ、高く聳そびえる岩壁はついに力の均衡を崩されたのだった。

　敵兵はまたたく間に岩の下敷きになった。悲鳴すら聞こえぬあっけない末路。エレメントで己の墓を掘っていたことを、彼は最後まで気づかないままだった。





　茶色い肌をさらして、崖の一部だった岩の群れはこんもりと大地に横たわっていた。そして、その中に一つ、場違いにまぶしい輝きを放つ宝石があった。

　金剛石の盾。

　美しい純白の肌には傷一つ刻まれていない。

〈地の白〉のエレメントは、次の瞬間、ふっとかき消えた。

　その中にいたネイブは、岩の上に一歩乗り上げる。

　生き残った。だが、これは『勝利』などという輝かしい代しろ物ものではない。相手がただ自滅しただけに過ぎない。そして――

　ネイブの見つめる先には、ぐったりと倒れている人影があった。背中には矢が突き立ち、投げ出された手て籠かごはぐしゃぐしゃに踏ふみ潰つぶされていた。

「……っ」

　逃げ切れなかったのだ。

　ネイブは苦しげに呻うめいた。

「なんのための……」〈地の白〉だ、という呟つぶやきは、ひゅう、と吹いた風にかき消された。

　ふと空を見上げたネイブの瞳ひとみに映ったものは、大空を裂いて飛ぶ人影。エレメントだ。さっきの娘だろうか。原属性〈天〉の中には空を飛べるものがいくつかあると聞いたが――影は見る間に遠くへと飛び去っていった。

　その姿をぼんやりと追った目は、次に別のものを発見する。

「弓使い……」

　周りより頭一つ高い建物の屋根に登って、あちこちに弓を引いている姿があった。考えるまでもなく敵兵だ。

　ネイブはおぼつかない足取りで一歩を踏み出す。

「行かなくちゃ……」

　なにかが彼を駆り立てていた。

　守れなかった命がある。

　このままなにも守れないままでいたら、もうどこにも歩き出せなくなる気がした。

　自らを奮い立たせるように強く首を振って、ネイブは弓使いのいる方向に走り出した。



　　　＊＊＊



　倒れそうになるのをどうにかこらえ、スヴァルトは震える声で呟いた。

「なぜだ……」

　スヴァルトはかつてない動揺に襲われていた。

　エレメントは万能の力だ。化物デモニオと恐れられる、生身の人間とは一線を画した存在。ひとたび手にすれば、それは強大無比な戦力となるはずだ。そのはずだ。なのに。

「“〝アリオン”〟……」

　呼びかけたエレメントは人型をしていた。青く透明な姿。頭ばかり奇妙につるつると光り、残りの体はまるで波に削られた岩肌のように荒れ果てていた。

　空と海をその中に閉じこめたような、青い宝石のエレメント。〈地の青〉。人はそれを瑠璃ラズリと呼ぶ。

　そして、その胸にあたる部分には、大きな穴が開いていた。

　街に侵入したプリフェスタ軍の兵士たちの中には、弓使いたちも交じっていた。彼らはいち早く屋上に上り、弓矢の雨を降らせ始めた。最初それを見て、スヴァルトはほくそ笑んだものだった。こちとら宝石のエレメントである。生身ならともかく、エレメントにあんな細っちい矢が通用するはずはない。

　だが、満を持して顕現させたエレメント“〝アリオン”〟は――

　撃ち抜かれた。

　一撃の下に。

　スヴァルトが嘲あざ笑わらった、たった一本の『細っちい矢』によって。

　そしてそれは同時に、スヴァルトの自信をも粉々に打ち砕いた。

「馬ば鹿かな……」

　信じたくなかった。

　こんなはずは、ない。

　俺おれのエレメントは。

　俺の、力は。

「なぜ……」

　スヴァルトは知らなかった。エレメントの力は均一ではないことを。ものによっては、戦いには向かないエレメントもあるということを。

〈地の青〉はその典型だった。

“〝天空の破片”〟とも呼ばれる美しい宝石、瑠璃ラズリ。しかし見た目とは裏腹に、この宝石はひどく傷つきやすく、また脆もろかった。

「スヴァルトさんっ、こっちですっ」

　声のする方を見ると、軒下でリゼッタが懸命に手招きしていた。

　――あいつ、なぜいやがる。

　ともかくも、スヴァルトは逃げた。走ることはできない。杖つえをついて、足を引きずるように歩く。その間にも何度か風切り音が聞こえ、ついには一本の矢がスヴァルトの肩を捉とらえた。

「ぐっ……」

　スヴァルトはどうにか民家の中に転がり込んだ。リゼッタの宿と造りが似ているからここも宿なのかもしれない。誰だれの家ともわからないが、この際つべこべ言ってはいられなかった。

「だ……大丈夫ですか？」

　スヴァルトは顔をしかめて頷うなずいた。肩だ。毒でも塗ぬってない限り、命に関かかわる負傷ではない。それだけで済んだのはいっそ幸運ともいえた。問題はむしろ……。

「……なんでお前がここにいやがるんだ」

　リゼッタは聞いていなかった。

「ああ、痛そう……」

　瞳ひとみが見る間に潤む。ったく、こんなことで泣くな。お前が痛てえわけじゃねえだろう。あたふたと周りを見回しているが、治療の道具などあるはずもない。すみれ色の髪のしっぽが目の前でぴょこぴょこと揺れてうっとうしいばかりだ。

「お嬢ちゃんはさっさと帰りな」

　つれなく言うと、リゼッタはじろりとスヴァルトを見た。まったく凄すご味みを感じないが、これは睨にらんでいると見ていいのだろうか。珍しいこともあるものだ。

　それからきっと平手を振り上げ、勢いのままに振り下ろすのかと思いきや、しばらく逡しゆん巡じゆんしたのち、ぐっと握って下ろした。

「……なんだ、文句があるのか」

「…………」

　二人はしばし視線を交わらせた。いつまで続くのかと思われたが、

「――おおい、お前さんたち」

　奥からした声に、リゼッタははっとして視線を移した。

「手を貸しておくれよ。崩れそうなんだ」

　今まで気づかなかったが、奥には三人の男が固まっていた。若者、親父、そしてその陰に老人の姿がある。全員で倒れかかった柱を支えていた。年寄りには酷だ。

　人の良さそうな親父が二人に声をかけた。なんでも突然の襲撃に逃げ遅れ、今まで隠れていたのだという。たしかに老人を連れていれば無理もない話だ。

「それで、さっき地響きがしたかと思うと急に傾いてね、なんでかなあ……ともかくお願いだよ」

　スヴァルトはすぐにぴんときた。あのプリフェスタの兵どもだ。奴らが地面の下を掘って進んできたせいで地盤がゆるんだのだ。

「たいへん、スヴァルトさん！」

　お節介焼きのリゼッタはすぐに反応したが、スヴァルトは面倒くさげに一いち瞥べつしただけだった。

「けっ。ここも長くは保もたねえってことか」

「っ……。なんでそんなに冷たいんですか？　家が崩れそうなのに！」

「ならとっとと逃げりゃいい。なにも道連れになることもねえだろうに」

「家は宿の命なんです……簡単に見捨てられるわけありません！　あの、あの、お願いします！　そのエレメントなら支えられますよね？」

　スヴァルトはくっと奥歯をかみしめた。

　リゼッタの言葉は、スヴァルトにはこう聞こえた。

『戦いでは役立たずでも、せいぜい家を支えるぐらいならできますよね？』

　無論、リゼッタにそんな意図がないことはわかっている。なのにそう感じてしまうのは、ひとえに自身の心が折れかけているせいだった。

「…………」

　こみ上げた苦い感情を飲み下せぬまま、スヴァルトはうつむいて言った。

「“〝アリオン”〟」

　ぽう、と点ともった青い光点が三方に分かれ、崩れかけた柱を覆っていく。

　おお……、と主人らしき親父の感嘆がこぼれたときには、もう柱は完成していた。元のより一回り太い、透き通った青柱。中には氷漬けにされたように元の柱が閉じこめられている。

「……これでいいんだろう」

　こわごわ手を離した三人は、石を飲んだような顔で柱を凝視し、崩れそうにないことがわかると、一様に安あん堵どの表情を浮かべた。

　口々にお礼を述べられても、スヴァルトにはうれしさの欠片かけらもなかった。喉のどの奥にたまった苦いものが一層大きくなっただけだった。胸を突き上げる気持ちに押されて、スヴァルトは自らの膝ひざを殴りつけた。

　――違う。俺おれは、もっと、もっと……！

　ばん、と扉を蹴けり開け、一人の男が転がり入ってきた。すわ敵兵かとスヴァルトは身構えたが、違っていた。見覚えのある顔だ。流れの傭よう兵へいの一人だろう。

「くそ、あの弓……どうにもならねえ」

　男は足に矢傷を負っていた。おそらくスヴァルトと同じ奴にやられたのだろう。軽装であるあたり、エレメント使いと思われた。やはりエレメント使いといえど、手の届かない位置から攻撃されれば対処のしようがない。

「せめて屋根から落とせりゃあ……」

　独りごちて、男はつとこちらを向いた。

「ああ、あんたの家かい。すまねえな。勝手に上がりこんじまって」

　そう言って、脂あぶら汗あせのにじむ笑顔をスヴァルトに向けた。勘違いしているようだが、この際どうでもいい。

　男は次に、お？と声を上げた。視線は青い柱に注がれていた。

「もしや……〈地の青〉か？」

　確認するや、にわかに男の顔が生気を取り戻した。

「誰だれだ？　あんたか？　それともあんたか？」

「俺だ」とスヴァルト。

「そうか。なあ、手を貸してくれ」

「？」

　スヴァルトはとっさに訝いぶかった。柱に続いてまた屈辱的な仕打ちを受けるのかという思いが身をすくませたのだ。だが、どうも様子が違った。

「屋根の上にいる長弓野郎をどうにかしたい。俺は〈地の黄〉だ」

　言わんとすることは即座に飲み込めた。

「……混色か」

　腹の底でじわりと喜びがにじむのをスヴァルトは感じた。我知らず握りしめた手。一度壊れた戦いのラッパが再び胸の中で鳴り響いた。

　――そうだ。俺おれは、戦いが、欲しい。

　喜びが満ちた。苦い思いを味わい続け、ようやく巡ってきた活躍の場。つかの間、スヴァルトは戦い以外のすべてを忘れた。

　杖つえと壁にもたれてよろよろと立ち上がり、にやりと笑う。

「俺にやらせろ！」

「あ？　ああ。叩たたき落とせりゃどっちでもいいさ」

　スヴァルトは表に出、軒下に身を潜ませた。リゼッタの止める声はもはや耳に届いていなかった。

　向かい側の家の屋根を見上げる。にっくき長弓の射しや手しゆは我が物顔であちこちに弓を引いている。

　――見ていろ……！

　スヴァルトは滔とう々とうとそらんじた。

「『地母よ。

　　大地の治者、地母ノムリアよ。

　　そのふところにて色あせぬ、地の虹にじの理ことわりをここに示せ。

　　われら汝なんじの両の手に乗るものなり。

　　右なるは〈青〉！』」

「『左なるは〈黄〉！』」

「『熔け混ざれアマルガ』」

　唱えるや、眼前の空間がぐにゃりとひん曲がった。

　――さあ。

　深い森の色が空中に湧わき出る。混色が完成して、スヴァルトのものでも男のものでもない第三のエレメントが生まれ出でた。ひときわ小さな体。べとり、とそいつは地面に落っこちた。

　ケロ。

「…………」

「……カエル？」

　スヴァルトは顔をしかめた。

「ンだこいつぁ……」

　だが、そのカエルの落とした影の中には、何か得体の知れないものがのたうつようにうごめいていた。それが無数のツタだとわかったとき、スヴァルトは思わず唇の端をつり上げた。

「ふふ、なるほど――やれ」

　ケロ。

　すると、影でくねっていたツタのうち十数本が、狂ったような速さで伸び始めた。見る間にツタは向かいの建物にとりつき、恐ろしいまでの勢いで壁づたいに屋根へと伸び上がった。屋上の射しや手しゆが異変に気づいたのは、すでに緑の魔手が足に絡みついたあとだった。

「な――うわああぁッ！」

　三階建ての屋根からあえなく空中に放ほうり出され、射手は落下、激突、瞬時に絶命。

　首がおかしな方向に曲がった死体を見て、スヴァルトは不意に笑いがこみ上げてきた。

「…………ふ、は、」

　ついに。ついに、俺おれは。

　戻ってきた感覚があった。勝利の味。人間を虐しいたげたときにしか得られぬ快感。長く味わっていたかったその気持ちは、しかし一瞬で終わりを告げた。

　ばき、と太い木がへし折れる音がした。

「――――」

　スヴァルトはさっと青ざめた。己のしでかした失態に、今さらながらに思い至ったのだ。

　混色の利点は、今までとはまったく性質の異なるエレメントを生み出せることだ。そして欠点は、エレメントの数が減ることである。例えば千のエレメントがすべてなんらかの混色をしてしまえば、数は半分の五百となる。ゆえに物量がものを言う戦争では、安易な混色は敗北につながるものであった。

　そして、今。

　今、己はなにをした？

　混色の材料として、なにを捧ささげた？

　そう。エレメントだ。

　柱を補強していたエレメントを混色のために取り去ったのだ。

　ならば、必然――。

「逃げてえっ！」

　リゼッタの金切り声。

　血相を変えて振り返り、スヴァルトは見た。

　長年この建物を支え続けていた太い柱が、豪快にへし折れるさまを。

　ずり落ちた柱に引きずられるようにして、天井に亀き裂れつが走り、二階部分が一気に崩落。飛び散る木き屑くずと粉ふん塵じんが猛烈な勢いでスヴァルトに押し寄せてきた。一瞬で視界が奪われ、スヴァルトは転倒してしまった。建物の悲鳴はあっという間に頭上にまで及び、逃げる手は失われ、そして――死が降ってくる。

　――俺のせいで――

　みんな、死ぬ。

　ドガドガと叩たたきつける音が続けざまにして、床がぐらぐら揺れて、しかしいつまでたっても頭上にはなにも降ってこなかった。

「…………」

　おかしい。

「…………？」

　訝いぶかりながら薄目を開けたスヴァルトは、奇妙な光景を目まの当たりにした。

　きらきらと輝く透明な壁が、スヴァルトを覆うように張り巡らされている。

「これは……」

　壁は粉ふん塵じんを遮り、落下してきた瓦が礫れきを遮り、スヴァルトを守っていた。

　――俺おれは……生き延びたのか？

　なぜ、という疑問はすぐに氷解した。

　隣に立つ人影。見遣って、スヴァルトは目め許もとを歪ゆがめた。

「貴様……！」

　ぐったりしたリゼッタを脇わきに抱え、奴は荒い息をついていた。

　憶おぼえている。あの小僧だ。

　気に入らない。

『座せる鳳おおとり』でオリオルドの推薦状を出し、周りの注目を一身に浴びた、あの小僧だ。

　気に入らない！

　なんのつても持たず門前払いを食らった俺らを尻しり目めに、のうのうと戦士団入りを決めやがった、あの小僧だ！

　こんな奴に俺は、命を救われたというのか！

　おめおめと恥をさらして、生き延びて……あげく借りを作っただと？

　胸に芽生えたものは感謝ではなかった。そんなものはこれっぽっちもありはしなかった。ただ――。

　屈辱。

　憎ぞう悪お。

　身を震わせて、スヴァルトは飢えた狼おおかみのような目で彼を睨ねめ上げた。とても命の恩人に向ける目ではなかった。

「俺が助けろと言ったか！」

　だが、彼は毅き然ぜんとスヴァルトを見返した。強く攻撃的な視線だった。額の汗さえ拭ぬぐわぬまま、ぎり、と奥歯を鳴らして、彼は吐き捨てるように言った。

「あんたの都合なんか、知ったことか」

「なっ……！」

「おれはあの弓使いをなんとかしようと思って来ただけだ。それが来てみたらあいつが死んでて、代わりにこの家がぶっ壊れそうになってただけの話だ。そんなことよりさっさとどけっ」

　無造作に蹴けり出され、スヴァルトは道端に転がった。

「まだ奥に人がいただろう。あんたに長いことかかずらってる暇はないんだ。柱は折れたけど、まだ外の壁はかろうじて保もってる。こいつが崩れたら本当に終わるぞ」

　彼は脇わきに抱えていたリゼッタをそっと床に下ろした。気絶しているが、怪け我がはないようだった。そのまま彼は振り返り、ほとんど崩れかけて瓦が礫れきのようになった家の中に飛び込んでいった。

「待て……」

　スヴァルトは手を伸ばした。奴の背中。手が届かない。

「待て……よ……」

　同じ鉱物のエレメント。スヴァルトの瑠璃ラズリ。そしてあれはおそらく金剛石アダマス。

　弓矢の一射で砕けた瑠璃ラズリ。雨あられの瓦礫をものともしなかった金剛石アダマス。

「待って……くれ……」

　なぜ、こんなにも遠い。

　極地。

〈地の白〉。

　スヴァルトが至る道は、ない。

　幻想は打ち砕かれた。

　与えられた者。与えられなかった者。

　スヴァルトはただ、情けない呻うめきを上げた。
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　瓦礫を掘る。

　死なないでくれ。

　もう、おれの前で、誰だれも。

　いつ崩れるとも知れない家屋の中、ネイブは必死に人を探していた。

　抜けた二階部分の梁はりや柱が斜めに突き立ち、剥はがれた漆しつ喰くいがそこいらにまき散らされている。まさしく惨状と呼ぶにふさわしい光景だ。

　折り重なった瓦礫をどかせる手がぴたりと止まる。

「…………っ」

　藁わらくずや木片に紛まぎれて、ぼってりとした腕が横たわっていた。

　さらに現実を突きつけるかのように、その下からつつっ……と赤黒い液体が流れ出た。

「ああ……」

　まただ。さっきと同じだ。間に合わなかった。

　うちひしがれる間もなく、近くで声がした。

「誰か……？」

　若そうな男の声だった。ネイブは慌あわてて「無事か」と返した。

「手伝ってもらえませんか。棚の下敷きになってる人がいるんです。僕一人では持ち上げられない」

　粉ふん塵じんをかき分けるようにして、ネイブは声のする方に向かった。

　すると声の通り、一人の若者がいた。重そうな棚を持ち上げようとしている。ネイブの姿を認めると、彼の顔ににわかに希望の色が差した。

「よかった」

　深い青色の髪をした優やさ男おとこだった。酔狂なことに、彼は木彫りの王冠をかぶっていた。精せい緻ちな加工で本物と見まがう出来映えだ。自ら彫ったのなら、相当な腕の持ち主だろう。

「一緒に持ち上げましょう。下に老人が。まだ息があります」

　風ふう体ていとは裏腹に、いたって真剣な口く調ちようで彼はそう言った。

　横たわった大棚。一人ではいささか手て強ごわい重さだ。

「せえのっ」

　なんとか二人がかりで持ち上げると、下にうつぶせになった老人の姿があった。

「あ……」

　王冠の若者が困ったように顔を上げた。

「二人で支えて、ご老体を助ける人がいない」

　なんだ、そんなことかとネイブは息をついた。心配はいらない。

　棚の下に潜り込み、〈地の白〉を発動。金剛石アダマスを身に纏まとい、つっかえ棒として棚を支える。

　ほう、と若者が感嘆した。

「今のうちに」

「ええ」

　若者は無事、老人を引きずり出すことに成功した。

　老人を負おぶった若者とネイブが無事外に出ると、ちょうどスヴァルトの隣で気絶していた娘が目を覚ましていた。

「あ……こ、ここは……？」

　うろうろと見回して、目の前にある崩れかけの建物に目を止める。今までいた場所がそこだとわかってぎょっとしたようだ。

「あの、わたし、どうやって……スヴァルトさんが助けてくれたんですか？」

　娘がスヴァルトを見ると、スヴァルトはネイブに向かって小さくあごをしゃくった。

「わ、あ、ありがとうございます」

　ぺこりと頭を下げると、すみれ色のおさげがぴょんと飛び上がった。なんだか気苦労の多そうな子だな……とネイブは思った。

　リゼッタと名乗った娘に、ネイブは事情を説明した。

「……というわけで、このじいさんを寝かせられる場所を探してるんだ。どこか近くにないか？　おれは今日ついたばかりだから、詳しくなくて」

　リゼッタはこちらの顔色を窺うかがうようにして、あの……と切り出した。

「うち、宿をやっています。小さいですけど……」

「やど」

　魅力的な申し出だった。普段なら受けない手はないが――。

「……荒らされてないといいけどな」

　どこに敵兵が潜んでいるかわかったものではない。宿に滑り込んだ瞬間に襲われるかもしれないのだ。とはいえ、なにより危険なのはいつまでも路上に突っ立っていることだった。とにかく身を隠さなければならない。

「宿、近いか？」

「はい」

　どこだってここよりは安全だ。行っちまえ。

「頼む」

「わ、わかりました。スヴァルトさん」

　リゼッタはスヴァルトに寄り添い、じゃらっと鎖の垂れ下がった杖つえを持たせて立ち上がらせた。やけに素直に従っているな、とネイブは思った。さっきネイブにぶつけてきた燃えさかるような敵意が、今はまったく感じられない。それどころか、どこか消沈しているふうにも見えた。

　さあ行こうと歩き出すや、突如、王冠の若者がああ、と叫さけんだ。

　どうした、という問いには答えず、若者はあたふたと背中の老人を「お預けします！」とネイブに背負わせ、崩れかけた建物の中にとって返した。



    

  
    
      



    

  
    
      　止める間もなかった。「先に行っててください！」と言い残し、若者の姿はすぐに瓦が礫れきの中に消えていった。

　――なにを……！

「やめろ！　崩れるぞ！」

　ネイブは叫さけんだが、返事はない。

　ずん、と屋根が大きく沈み込んだのを目まの当たりにして、ネイブの全身から血の気が引いた。

「よせ……」

　ネイブは残った二人を見やる。体の不自由なスヴァルト。その肩を支えるリゼッタ。重い荷物を預ける相手はいない。かといって、怪け我がを負った老人を背にこの建物に飛び込むのは本末転倒だ。

　打つ手がない……！

　まごついているうちに、建物がついに地響きを立て始めた。

「！」

　奥から若者が戻ってくるのが見えた。速く速くとネイブは胸中でせき立てる。まだ崩れるな。後生だ、まだ！

「ありました！」

　若者は手に持った紙を懐に突っ込み、ほこりにまみれた顔で微笑ほほえんだ。笑ってる場合かっ！

「走れ！」

　ぐしゃ――

「っ！」

　瓦礫に遮られた笑顔。神フアレスの裁定は無慈悲だった。一度崩落が始まれば、あとは終わりに向かって突き進むだけだった。外壁がメキメキと音を立てて内側に向かって倒れ込み、建物は目の前で倒壊していった。

　木き屑くずが頬に当たり、砂煙がもうもうと舞う。

「馬ば鹿か野郎……」

　こんなことがあるか。

　助かった命をもう一度投げ出すだなんて。

「……っ」

　ネイブは唇を噛かんで振り返った。リゼッタが沈痛な面持ちで瓦礫の山を見つめていた。

「……早く、行こう」

　促して、ネイブは死体の転がる通りを歩き出した。
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　戦士団が到着したのは、それからまもなくのことだった。

　ひとたび正面からぶつかり合えば、戦力の違いは明らかだった。

　赤い胸当ての戦士たちは街の各地に散開し、次々と敵兵を駆逐していった。名にしおう帝国戦士団の実力を目まの当たりにして、プリフェスタ軍兵士は呻うめき声を上げる結果となった。

　敵兵が一掃されたという報しらせが伝わったときには、もうすでに日が西の山に沈もうとしていた。

　戦士団の長は、今回の真の功労者は自分たちではなく、傭よう兵へいたちだったと述べたらしい。彼らがいなければ街は落とされていた。寄せ集めにもかかわらず、戦士団の到着までよく保もった。お褒めの言葉をもらって、傭兵たちは今夜、さぞ気分良く眠れることだろう。

　まだ寝るところを決めていなかったネイブは、うちに、というリゼッタの申し出をありがたく受け、運良くこの街での宿を得ることができた。
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　宿の名は『山ヤマ鶉ウズラの塒ねぐら』というらしい。

　一階は酒場も兼ねた食堂になっていて、泊まり客の部屋はすべて二階にある。すべて、といっても四部屋のみなので、ネイブとネイブが担ぎ込んだ老人が入ればもう満室だとリゼッタは言っていた。

　その夜。

　夕食まではもう少しだと聞いたネイブは、暇つぶしに向かいのスヴァルトの部屋を訪れていた。

　暗い部屋だった。淡い月明かりだけが窓から漏れ入っていた。

　スヴァルトは蝋ろう燭そくもつけずベッドに腰掛けていた。

「…………」

　なんとなく話しかけるのがためらわれて、佇たたずんでいると、スヴァルトはおもむろにふらりとこちらを向いた。

「……なんの用だ」

　怪け我が人の元に訪れた相手に「なんの用だ」もないもんだと思ったが、言われてみるとたしかに用らしき用はない。ネイブが来たとて怪我が治るわけでもなく、また、こいつのことだ、元気づけてやれるとは到底思えない。してみるとなぜ自分でもここに来たのかはわからなかった。

「へっ」

　スヴァルトは馬ば鹿かにしたように笑った。

「さすが〈地の白〉だ。傷一つついてやしない」

「…………」

「見せつけにきたのか」

「……ちがう」

　見せつける？　そんなおこがましいことができるものか。目の前で失われていった命。守れなかった命。そこから目を背そむけてエレメントを自慢するなど、愚か者のやることだ。ネイブの胸はむしろ、後悔でいっぱいだった。〈地の白〉。最硬の盾。なにかを守るために生まれてきたもの。ネイブはそう思っている。なのに、この体たらくはどうだ。おれは今日、なんの働きをしたというんだ。守れないならばいっそ、別のエレメントの方がよかった。

「こんなもの……」

　口をついて出た言葉に、スヴァルトはぴく、と反応した。

「こんなもの？」

　ふっとネイブを見上げる。

「こんなものだと？」

　するとどうだろう。表情を失っていた顔が、みるみる怒気を帯びていくではないか。

「〈地の白〉だ。万人に一人とも言われる〈地の白〉だ！　それを、こんなものだと？　俺おれを見ろ！」

　手からなにかがこぼれた。どっ、と床に落ちたものは、トゲのついた鉄球だ。なぜあんなものを。落ちた鉄球を無視してスヴァルトは己の胸を憎々しげに叩たたいた。

「〈地の青〉だ。瑠璃ラズリのエレメントだ。長弓の矢に一発で砕かれた！　なんの役にも立たなかった！」

　スヴァルトは吠ほえた。たまりにたまった鬱うつ憤ぷんを吐き出すかのようだった。

「もう一度言ってみろ！　この上ない無ぶ様ざまをさらした俺の前で、金剛石アダマスのエレメントを、さあ、こんなものと言ってみやがれ！」

　灼しやく熱ねつした執念をまき散らすスヴァルトに、ネイブはたまらなくなって顔を背けた。胸がつまって息が苦しい。

　同情からではない。

　いたたまれなくなったからでもない。

　なぜなら――。

「また、来る」

　どうにか一言だけ絞り出して、ネイブは逃げるように部屋をあとにした。

「俺は！」

　背後でドガッと扉にものがぶつかる音がした。

「弱かった！」

　悲痛な響きすら帯びた声に、ネイブは耳をふさいだ。

　スヴァルトの言葉は、ひどくこの胸を締め上げる。

　なぜ？

　そう。ネイブはふと気づいた。

　――奴は……おれにそっくりなんだ……。

　今は跡形もなくなった。なじみの三人と結成した傭兵団ロツト“〝オリオルド”〟。皆がエレメントを持っているなか、一人だけ雌鳥のまま足を引っ張っていた自分。おれのせいで。おれがいるせいで。いつもそう思っては、一人自分を責めていた。あのとき、世界は薄暗がりだった。希望などどこにも見えなくて、ただ置かれた状況にうちひしがれていた。

　奴もきっと、同じ気持ちなんだろう。でも、お前の気持ちはわかるだなんて言えやしない。〈地の白〉を手に入れた今となっては、きっと皮肉にしか聞こえない。





　溢あふれそうになる思いを呑のみ込んで、ネイブは次にスヴァルトの隣の部屋に入った。

　自分にあてがわれた部屋ではない。ベッドには一人の老人が横たわっていた。

　倒壊しかけた宿屋から引っ張り出して、ネイブが背負ってきた老人だった。

　真っ白な髪、真っ白な髭ひげ。ほお骨が浮き出るほど痩やせた顔はひょろりと縦に長い。およそ労働者ラボラトーレスには見えず、難しい本を読んで年を食ったような顔だった。

　ネイブは椅い子すを引き寄せ、ベッドの隣に座った。

「……なあ」

　安らかな寝顔に呼びかける。呼吸のたびに胸が上下しているのが見て取れる。

「あんたを助けてくれた人、死んじまったよ」

　あれから老人は死んだように眠っていた。息をしているのが唯一の救いだ。

「なあ。起きてくれよ」

　返事はない。

「なあ」

　呼びかけというより、それは懇願だった。

「なあ、死ぬのか。また、おれの前で死ぬのか」

　声は次第に嗚お咽えつに変わっていった。背筋が折れ曲がり、自然、ベッドに前のめりに伏す格好になる。

「頼むよ。起きてくれよ。もう、おれのせいで、死なないでくれ」

　助けられなかった人がいる。助かったのにわざわざ死にに行った人もいる。殺し合いなんてやりたい奴だけでやっていればいいのに、街の人々を巻き込んで、あげく彼らの死に様を見せつけられるのはもう我慢がならなかった。

　そのとき、キィ、と扉の軋きしむ音がした。

　ネイブは慌あわてて起き上がり、目め許もとを拭ぬぐった。

「リ、リゼッタか？」

　違った。

　入ってきたのは予想もつかない人物だった。

　がたっと椅い子すを倒して、ネイブは立ち上がった。

「なんで……」

　信じられなかった。こんなところにいるはずがない。なぜなら、彼は建物の下敷きになって――。

　ろくに顔も見えない暗がりにあって、ネイブはその人物をはっきりと認識することができた。ありありとした特徴。ネイブの視線は彼の頭部に釘くぎ付づけになった。

　王冠。

「やあ、そういえば名乗っていませんでした」

　木彫りの王冠を頭から取り、彼はうやうやしく礼をした。

「ブルーノといいます。以後お見知りおきを」

「なぜ……生きてる」

「ええ、危ないところでした。間一髪で脱出したんです」

　ぬけぬけと言うが、そんなはずはない。脱出する余裕などありはしなかった。

「嘘うそだ」

　ブルーノは微笑した。

「そういうことにしておいてください」

「ふうん……」

　それを聞いて、ネイブはある確信を口にした。

「あんた……エレメント持ってるだろう」

「――――」

「それで脱出したんだ」

「ううん……」

　ブルーノは答えあぐねているようだった。手持ちぶさたに頭の王冠をとってくるくると回したのち、仕方ないかなあ、と呟つぶやいてネイブを見た。

「ええと、誰だれにも言わないでくださいね」

「なぜ、隠してるんだ」

「ないと思われていた方が色々と都合がいいんです」

「あんた……なにモンだ？」

　ブルーノは答えず、横たわる老人にそっと視線を移した。

「……でも、そのせいで」

「？」

「このご老人を危険にさらしてしまった」

　ブルーノの顔には静かな悲しみが漂っていた。

「知り合いか？」

　ブルーノは首を振った。

「そういうモノじゃないでしょう。助けられる能力がありながら、躊ちゆう躇ちよしてしまった。エレメントのことが露見するのが怖くて、ね。人一人死ぬか死なないかという際きわに、僕は自分の保身を考えていたんですよ。ねえ、そんなことってありますか」

　そういえば、とネイブは思い出した。ネイブが彼らを発見したとき、他ほかの二人は死傷していたのに、ブルーノは無傷だった。

「あれからずっと後悔していたんです。だからせめて、そのご老人を――僕に看病させてくれませんか」

　真しん摯しな瞳ひとみに説得され、気づけばネイブは「あ、ああ……」と頷うなずいていた。
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　ぐつぐつと煮えた鍋なべに、切った食材が次々放ほうり込まれていく。

　まずは青野菜、空豆、タマネギ。そしてミルクを足す。ぺろっと味見して移動、すり鉢にいくつかの香辛料をぽんぽんと入れ、手早くすって鍋に投入。また味見をする。手際よくこなしていく彼女の横で、リゼッタはぺこぺこと頭を下げた。

「す、すみませんエルザさん……手伝ってもらって」

「ん？　ああ、いいのいいの。泊めさせてもらってるんだし」

「泊めさせてもらってるって……うち……お宿なんです……けど……」

「まあまあ。女手はいくらあっても困んないでしょ？　ね、リゼッタ」

　リゼッタの両親が切り盛りする宿『山ヤマ鶉ウズラの塒ねぐら』。一階は酒場も兼ねていて、ふだんは街の人で賑にぎわいを見せるのだが、戦いの直後ということもあって今夜は閑散としていた。ろくに人もこないので、今はもう泊まり客にふるまう夕食を仕込んでいるところだ。あいにく両親は崩れた家屋のかたづけを手伝いに出ていて、今日はリゼッタ一人で作っているのだ。

「あつっ」

「あー大丈夫？　火傷やけど？」

「はい……うう……すみません」

「や、あたしに謝んなくてもいいんだよ」

「あ、そ、そうですよね……すみません……」

「いやだから」

　これでも一応、リゼッタはここの看板娘である。いわゆる元気娘とは系統が異なるものの、店を訪れる男どもに「守ってあげたい」と口々に言わしめる線の細さが、巷ちまたで密ひそかな人気を博していた。文句を言いつのられてしゅんとするところや、料理をこぼしてすぐにおたおたするところなど、見る者によっては眼福ですらあるらしい。

　かように気の弱いリゼッタであったから、泊まり客に料理を手伝ってもらうなどという行為は「そ……そんな大それたこと……」なのであった。

　しかし彼女の気持ちなど知るよしもなく、エルザと呼ばれた娘は、ぶつ切りの肉をどかどかと鍋なべに入れ、うわあ、とうれしそうな声を上げた。

「羊肉だあ。なに？　すごい豪華じゃん。いつもこうなの？」

「いえ……たまたまです。今日の戦いで、とばっちりを受けて羊や鶏にわとりが結構死んじゃったらしいんです。このまま置いてても腐るだけだからって、羊のほうを安く譲ってもらいました」残念ながら、鶏は金持ち連中に買い占められてしまったけれど。

「た……たくましいね」

「そうですか？」

　下ごしらえが終わってエプロンで手を拭ふきながら、リゼッタは首をかしげた。

「さて、じゃあ仕上げに」

「ええ」

　二人は互いの取り出した食材を見て、同時に尋ねた。

「ニンニク入れるの？」

「ナツメグ入れるんですか？」

　二人はしばし見合った。

「……や、あたしがいたとこだとニンニクはあんまり食べなかったんだよ。あとタマネギ」

「そうなんですか。じゃあ、やめましょうか」

「んにゃ、いいよ。タマネギももう入れてるし。食べたらおいしかったし」

「それじゃ、」

「うん、両方入れちゃおっか」

「ええ？」

　驚くリゼッタの手からニンニクの皿を奪い取り、エルザは二つとも鍋に入れてしまった。

「よし！」

　にっこりと笑ったエルザの顔を、リゼッタはぽうっと眺めた。

　内面を象徴するかのようなまぶしい山やま吹ぶき色いろの髪は、水浴びをしたばかりでつやつやと濡ぬれ輝いている。瞳ひとみは陽光を受けて透き通る緑の湖面のようだ。ふわっとした口くち許もとはどこか猫のそれにも似て、愛あい嬌きようではリゼッタなど及ぶべくもない。加えて物もの怖おじせず誰だれにでも話しかける敷居の低さ。リゼッタが憧あこがれてやまないものを、エルザはそっくり備えていた。

　――美人さんだなあ。

　リゼッタとて実際には十人すれちがえば八人ぐらいは振り向く器量良しなのだが、困ったことに自覚がない。美人は明るさが何よりと考えている彼女の目に、自身は色あせて、そしてエルザはひたすらまぶしく映るのであった。

　さて、あらかた食材を鍋に放ほうり込んでしまえば、一段落。

　エルザがパンを切り分ける脇わきで、リゼッタは人数分の食器の用意をする。

「そういえばさあ」

　エルザがぽつりと言った。

「あの杖つえついてる人、どうするの？」

「スヴァルトさんですか？」

「や、名前は知らないけどさ」

「わたしが上に持っていきます」

「一人分だけ？」

「ええ。下りてこさせるのも悪いかなと思って」

「へえ、そうなんだ。面倒だね」

「そうなんですよ。でもなにが面倒って、あの人自分でやりたがるんです。スプーンを持つ手がぶるぶる震えてて、床にスープがこぼれて、口に入るころには中身がほとんどなくなってるっていうのに、わたしの手を借りようとしないんです。あとで床を拭ふくのはわたしなんですよ？　それなのにあの人ったら……」

　愚痴、なのだろうか。自分でもよくわからない。でも、あの人のことを話題にするだけで気分が弾む。なんだかんだで世話は他人には譲りたくない。

「……ええと、リゼッタってさあ」

「はい？」

　あまりに唐突に、それはやってきた。

「あの人のこと、好きなんだよね」

　つるりっ。

「あっ」

　がっしゃ――ん。

「ああっ！　しょしょ食器がっ」

　不意打ちの一撃は見事、皿に命中。

　リゼッタは慌あわててしゃがみこみ、割れ散らばった欠片かけらをあわあわと拾い出した。

　イキナリなんてことを言い出すのだろうこのヒトは。変なことを言われたせいでなんだか手つきがおぼつかない。手を切ったらどうしよう。いやそれより、なんというか、ひとまず逃げたい。なぜか逃げたい。『なぜか』なんて我ながら白々しいけれど、とにかくそういうことにしておきたいのです。

　ふっとエルザがリゼッタの正面にかがみ込んだ。手伝ってくれるのかと思いきや、顔をまじまじと覗のぞきこんできた。

「うわ、顔まっか」

「いやあっ！」

　慌てて顔をそらす。

「やあ、別にそんなつもりなかったのになあ。そんな面白い反応されちゃうとお姉さん、からかいたくなっちゃう。ねえねえ、どうなの」

「すっすみませんっいま手が放せませんっ」

「耳と口はあいてるじゃん。ねえねえ。ねえってば」

「知りませんっ」

「えー？」腹の立つ語尾上げ。

　横目でちらりとエルザを確認。ああだめだ。なんてうれしそうな顔をしてるんだろう。その好奇心はお願いだからもっと違うところに使ってほしい。

「ねえ、好きなの？」

　無視。心身を統一して皿拾いに専念。

「ああ、じゃあ嫌いなんだ」

「きっ――」

　さすがに聞き捨てならなかった。

「きらいじゃないっ……です……」

　語尾がすぼむ。

　エルザはにやりとした。

「ふふん。やっとこっち向いてくれたね」

「はっ……」

　まんまと乗ってしまったのと、あと原因不明の（ということにしたい）気恥ずかしさで、リゼッタはまたもや顔をそらして、今度こそと皿拾いを再開した。

「……えーと」

　しかし、追撃に備えていたリゼッタの耳に聞こえたのは、一転して真面目まじめな声だった。

「ねえ、ちょっと聞いてくれる？　あんまり人の恋路に首つっこむのは趣味じゃないんだけど、あえて」

「……？」

「うんとね、あの人は、やめた方がいいと思うな」

「！」

　皿に向かって伸ばした手が止まった。

「なんでって思ってるでしょう。うん……上う手まく言えないんだけど、なんとなく、ね」

　思わせぶりな言葉に、不安が胸の中でざわざわと広がる。

　――どういうこと……？

「なぜ……ですか……？」

「だからなんとなくなんだけど……ああ、やっぱり言わない方がよかったかな……うーん……」

　エルザはパン切りナイフを持ったまま困ったように首をかしげた。

　リゼッタはしばらく待ったが、続きはないようだ。

　――な、生殺し……。

　気まずい雰囲気。

　ぐつぐつと鍋なべの煮える音だけが聞こえている。

　とにかくなにか喋しやべろうと思った矢先、階段の方からとんとんと誰だれかが下りてくるのが聞こえた。

　助かった、というのが正直な気持ちだった。降りてきたのは、今日自分とスヴァルトを救ってくれたネイブという人だった。

「あ、そろそろできあがりますから――」

　そのときだった。リゼッタを遮って、突如エルザが叫さけんだ。

「あいつ！」

　呼応するかのように、うわ、というネイブの呟つぶやき。見ると思いきり顔を引きつらせて身を引いている。

　事態を飲みこめず、リゼッタはおろおろと両者の間で視線を往復させた。

「えと……どういうご関係……」

「今度こそっ！」

　エルザは手近にあったニンニクを引っ掴つかむや、猛牛のような勢いでぶん投げた。狙い過あやまたず、豪速のニンニクは見事ネイブの額を急襲。

　パッカーン。

　小気味いい音が『山ヤマ鶉ウズラの塒ねぐら』に響き渡った。
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　死んだと思っていたブルーノほどではないにしろ、なぜこいつがここに、という驚きは隠しがたいものがあった。

　食堂にまで散乱したニンニクやにんじんやタマネギを拾い集めるリゼッタを尻しり目めに、ネイブはテーブルについた。額やらあごやら二の腕やらをさすりながら、うろんな目で例の娘を窺うかがう。

　リゼッタが紹介してくれたが、名はエルザというらしい。いや名前はこの際どうでもいいのだ。まずはその眉み間けんに刻まれた峡きよう谷こくをどうにかしてほしい。

「なんで、ここにいるんだ」

「ここに泊まってるからに決まってるでしょおが」

「なんでここに泊まって」

「あんたが後から来たんでしょおが」

　鍋なべの中身を椀わんに移しながら、めらめらと燃える敵意でこちらを睨にらみつけてくる。両手がふさがっていなければ、今にも襲いかかってきそうな雰囲気である。ネイブとて命は惜しい。事と次第によってはエレメントで防御するのも辞さない覚悟である。

　怒れる狼おおかみに、ウサギのリゼッタが勇敢にも声をかける。

「え、エルザさん……落ち着いて……」

「だまれえ」

「はははいっ」

　びくう、とリゼッタの肩が痙けい攣れんして、あわれ、せっかくかき集めた腕の中の野菜が半分ほどこぼれ落ちた。

　エルザの視線に力があったなら、ネイブの顔面には穴が開いていたかもしれない。場の圧力に耐えかね、そろそろ逃げる頃ころ合あいか、と思ったところで、

「ま…………いっか」

　エルザはふっと表情をゆるめた。

　一気に憑つき物が落ちたようになって、肩をすくめる。

「いつまでも怒っててもしょうがないし。腹立つことより楽しいこと考えてた方がいいもんね。ね、リゼッタ」

　いたずらっぽい視線を向けられて、リゼッタはびく、と肩を震わせた。再び集めた野菜が今度は八割ぐらいぼだぼだとこぼれ落ちる。

「なな、何か」

「ねえ聞いてやってよ。この子ってば」

「わああ！　わあああ！」

　リゼッタが血相を変えている。

「あの杖つえついてる人のこと、」

「わああああっ」

　泣き出しそうな顔をして、ついにリゼッタは腕の中のものを手当たり次第に投げ始めた。食堂の床に散らばった野菜が、今度は調理場に投げ込まれていく。



    

  
    
      



    

  
    
      「わっ、あっ、わかったから、言わないから、リゼッタやめてえっ」

「うう……ううう………」

　半べそのリゼッタは、最後ににんじんを投げたところでようやく動きを止めた。ぼちゃん、と鍋なべ付近で音がしたのは気のせいだと思いたい。

「……まあ、そんな感じで」

　エルザは苦笑いとともに、ネイブを見た。

「――――」

　つられて笑うべきだったのだろう。

　けれど、ネイブは笑うことができなかった。一連のやりとりがなされている間、言いようのないいらだちがこみ上げてきていた。それが今、ぽろりと口をついて出た。

「……いい気なもんだ」

　それを聞いて、エルザがむっとした顔になった。

　ネイブは構わず言葉のこぼれるにまかせた。

「人が、たくさん死んだんだ。あんたらだって見ただろう。道端に転がる死体を。一歩間違えればあんたらだってあの中の一人になってたかもしれないんだ。なのに、そんな中でもあんたらは惚ほれただの腫はれただの……はっ、おめでたいこった。きっとあんたらは横に死体が積まれてても、戦いもせずにのんびり同じ話をしてるんだろう。ああ、世界はいつまでも平和さ」

　許せなかった。この一時の休息が、どれだけの人々の犠牲の上に成り立っているのかを考えたことがあるのか。

　足あし下もとを見ろ。うずたかく積み上がった屍しかばねの山だ。それすらも考えずに、お前らは呑のん気きに笑っているんだ。

　あと一歩で憎しみの領域に踏み込む視線でもって、ネイブはエルザを真っ向から見つめた。

「ふうん」

　エルザは一瞬たりともひるまずに、挑むような顔つきで口を開いた。

「あんたさ、人が死んだら、暗い顔だけしてればいいと思ってるんでしょ。そうやって、死んだ人を悼むふりして、心の中では別のこと考えてるんだ」

「なに言ってるんだ？　ちがう、おれは――」

「違わないよ。そういうことでしょ？　あんたは生き残っちゃったことが悪いような気がしてるんだ。それで、死んだ人に『こんなに反省してる』『こんなに悪いと思ってる』っていう態度を見せて、『だから許して』って言いたいだけなんでしょう。許してほしくてやってるだけなんだ。自分のためなんだ。この――卑ひ怯きよう者もの」

「う……」

　揺れた。エルザの強い瞳ひとみから、ネイブはとっさに目をそらしてしまった。反論が出てこないのはきっと、エルザが真実をついていたから。

　自分のために犠牲になった妹。親友。英雄なんかに憧あこがれさえしなければ。身の程をわきまえていれば。あいつらはまだ、生きていたんじゃないか。おれのせいなんだ。おれが。おれが。罪の意識はネイブの心を表裏に渡って覆い尽くしていた。

「あたしはね、そういう奴は大っ嫌いなの」

　エルザは容赦なく追い打ちをかける。

「笑うんだよ。辛つらくったって、悲しくったって。ゼッタイに人前で泣いてなんかやらない。それが死んでいった人への礼儀だって、あたしは思ってる」

　エルザはどこか誇らしげに胸を張った。

　――くそ……。

　ネイブは苦々しい気持ちでいっぱいだった。

　曇りのない瞳ひとみ。己の中に、確固として崩れない信念がある人間の目だ。自分にはないもの。ああ、くそ。おれはいつだって人の持ち物をうらやましがってばっかりだ。

　とん、と目の前に木の椀わんが置かれた。

「はい、夕食」

　離れるエルザの手。

　ネイブは器を覗のぞき込んだ。

　湯気がほかほかと立っている。肉が見たこともないほどごろごろ入っていて、食い飽きた豆のスープとはまず匂においからして違う。いかにも旨うまそうだった。

　でも……とネイブは上目でエルザを窺うかがう。ここまでやりこめられて、素直に口をつけるのはどうもばつが悪い。いやそれ以前に、まずは顔を近づけないでくれと言いたくなる。水浴びをしてきたのだろう、髪が濡ぬれているせいか妙に色っぽく見えてしまう。だからどうというわけではないが、ネイブはなんとなく目のやり場に困っていた。

「い、いらない」

「食べなさい」

　子供に言い聞かせるように言って、エルザはスプーンを添えた。

「いらないって、」

「食・べ・な・さ・い」

　続けてパンを添える。

「――おいしいから」

　素っ気なく言って、目線で食えと促してくる。逃がしてはくれない雰囲気だった。仕方なく――といっても、腹はぐうぐう鳴っていたが――ネイブは口をつけた。

「どう？」

　ぜいたくを言えばやや塩気が足りない気がするが、まあ、おおむね……。

「旨い」

「そう。よかったね」

　それだけ言って、エルザはくるりとリゼッタの方に向き直った。

「後片付け、お願いしていい？」

　いきなり声をかけられて、リゼッタは少しとまどった様子を見せ、慌あわてて頷うなずいた。

「あ……は、はい。わかりました。ありがとうございます。盛りつけまでしていただいて。……えっと、エルザさんは？」

「あたしはもうつまみ食いでおなかいっぱいだから。じゃあ寝るね。おやすみ」

　ふよふよと手を振って、エルザは二階に消えていった。

　――変な女……。

　後ろ姿を見送りながら、ネイブはぼうっとそんなことを考えていた。

「あの……」

「ん？」

　見ればリゼッタが階段とネイブを交互に見て何か言いたそうにしている。

「どうしたんだ？」

「わたし、エレメントのことよく知らないんですけど、エルザさん、風のエレメントが使えるらしくて……」

「……！」

　思い出した光景があった。『座せる鳳おおとり』に駆け込んできたエルザの姿。その後、空を飛んでいた人影。

「だから、戦いになったとき、エルザさんはそれを使って、戦士団の人たちを呼びに行ってたらしいんです。とっくに到着してるはずなのにまだ来ない、遅い、って。あとで聞いた話だと、戦士団の人たちもただ遅れたわけじゃなくて、足止めをされてて、それで急いで向かってたみたいです。だから呼びに行ったのはあんまり意味なかった……ってエルザさん言ってましたけど、でも、あの、」

「ああ……そうなのか」

　言いたいことは飲み込めた。

「つまり、エルザは何もしてなかったわけじゃない……ってことだろ？」

　リゼッタはおずおずと頷いた。

「わ、わたしは、ほんとにその、なにもしてませんでした。だから、そういう風に言われても、しょうがないかなって思うんですけど、でも、エルザさんは、」

「ああ、うん。わかった」

　つたない言葉の中に秘められた誠意に、ネイブはあっさり折れた。いつまでも子供ではいられない。

「俺おれが悪かった」

「あ！　いえ、そんな！　頭なんて下げないでください！　こ、こちらこそすみませんでした……」

　リゼッタは恐縮しながら調理場に引っ込んだ。なにもそこまでおどおどしなくてもいいだろうにと思っていると、今度は一人分の食事が載った盆を持って出てきた。

「わたし、スヴァルトさんにお食事持っていかなくちゃいけないんです。ネイブさん、どうぞごゆっくりしていってくださいね」

　そしてエルザの後を追うようにして、二階に上っていった。

「…………」

　ぽつんと残されたネイブ。

　まあ、一人で食うのは別にいいのだが、あれだけ騒がしかったのが一気に静かになってしまうと、なんだか物足りない気分ではある。

　とはいえせっかくのごちそうだ。今を逃すと次いつ肉が食えるかわからない。せいぜい味わって食べるとしよう。そう思うや視線は獲物を見つけた鷹たかのごとく椀わんに舞い戻り、スプーンはいざ肉を掬すくわんと椀の底をかき、そして……。

「……なんだこりゃ……」

　あろうことか、丸のままのにんじんをサルベージした。



　　　＊＊＊



　戦場には独特のにおいがある。

　人のにおい。血のにおい。違う。戦いのにおいだ。

　スヴァルトはそのにおいが好きだった。緊張。殺気。そういったものの充満する空気を胸一杯に吸い込む。恍こう惚こつとなる。歓喜が満ちる。神フアレスが降りてきたような錯覚すら覚える。

　踏みにじるのだ。そいつが今まで積み上げてきたものを、一撃の下に粉砕してやるのだ。なんという快感。もっと。もっとだ。俺おれは破壊に飢えている。

　戦士団の習わしに従いエレメントの卵を胸に宿らせてはいたものの、そんなものとは一生無縁だと思っていた。雌鳥と呼ばれようが屁へでもなかった。エレメントがなんだ。俺にはこの肉体がある。得え物ものを一振りすれば、人間の頭なぞ粉こな微み塵じんだ。どんな強敵だろうと恐れるに足りん。俺は、無敵だ。

　彼は己の世界の比類なき頂に立っていた。

　転がり落ちるなど想像もつかなかった。

　それだけに、蹴け落おとされたときの衝撃は凄すさまじかった。

　忘れもしない。

“〝人形劇団”〟。

　百人にも満たない小さな軍で、奴らは二千からなる戦士団に戦いを挑んだ。

　その戦いを、スヴァルトはよく憶おぼえていない。ふざけた桃色の三角帽子が見えたと思ったのが最後だ。気づいたら、空と大地と味方の死体が見えていた。動けなかった。あとで言われたが、首に傷を受けていたのだった。横たわっているところを味方に発見されなければ、そのまま死んでいたことだろう。

　戦士団は惨敗。兵の五割を失う無惨な結果だった。

　動けないスヴァルトは荷車の隅に転がされた。

　みじめな退却が始まった。誰だれもが口をつぐみ、車輪と蹄ひづめの音だけがむなしく響いていた。

　絶え間ない痛みの中で、しかし胸の内に巣くう炎は消えなかった。脂あぶら汗あせを流しながら、スヴァルトは思った。

　死んでなどやるものか。終わってなどやるものか。すぐ元の体に戻って、俺おれはまた戦場に舞い戻る。今度こそ殺す。殺す。殺してやる。人形劇団だろうがなんだろうが、ブッ殺してやる。俺は強い。そうだろう。待っていろ――。

　ふと、横を歩く兵士の声が耳に入った。

『……おい、この袋どうにかなんねえか。重ェよ』

『大事な大事な食糧サマだ。死んでも落とすなよ』

『俺ァ疲れてんだ。ただでさえ負け戦いくさだっつうのに……。だいたいなんで俺がこんなモン持ってんだ』

『そりゃあ……』

　ややあって、一人がスヴァルトの顔を覗のぞき込んだ。

『……はあん。なるほどね』

　しばらく間があった。

　呟つぶやきが聞こえた。

『てことは、なんだ』

『？』

『……捨てりゃあいいんだな』

　スヴァルトは耳を疑った。

『おい、話聞いてたか。そいつは食糧――』

『違う。こいつ』

　信じられなかった。そいつはスヴァルトを見ていた。スヴァルトを指さしていた。言葉の意味するところは明らかだった。

『おいおい……』

『考えてもみろ。この出血。おまけに動けねえときてる。これじゃライオドーンにつくまでに生きてるかどうかも怪しいぜ』

『…………』

『馬だってタダじゃねえ。長い間、重い死体を引いて、それで疲れてくたばっちまったらどうする？　いらねえ荷物は捨てちまった方が後々のためってやつさ。なあ、そう思わねえか？』

『……んむ……』

『ようし決まりだ。さ、足持て』

『ちょっと待った、まだやると決めたわけじゃ……』

『なんだ、ブルってんのか？　しょうがねえ奴だな。わかったよ一人でやる。お前はこれ持ってろ』

　頭上を通り過ぎる食糧袋を、スヴァルトは呆ぼう然ぜんと目で追った。

『さ、』

　――いやだ。

　怖くて仕方がなかった。迫り来る両手に、スヴァルトは怯おびえた。

　そいつはスヴァルトの襟を掴つかんで引き起こし、次に脇わきの下に手を差し入れてずるりと荷馬車から引きずり出した。

　――いやだ。俺おれは……。

『よっ』

　なんのためらいもなく、そいつはスヴァルトを道端に投げ出した。

　――俺は、こんなところで……！

　動かない体は為なす術すべなくぬかるみの上に転がり、全身泥まみれになった。

　――俺を……置いてかないでくれ……！

　奴のうっすらと笑った顔が目に入った。

『俺らの命を守る食いモンと、ただ転がってるだけのお前と……』

　奴の言葉を、スヴァルトは一生忘れない。



『どっちが役に立つか、わかるよな？』



　奴はこれ見よがしに袋からなにかを取り出した。パンだった。苔こけのようなカビが生えていた。

　深い穴の中に落ちていくような気持ちを、スヴァルトは味わっていた。

　――俺はあんな……カビの生えたパンにも……劣ると……。

　胸の奥で、何かが潰つぶれたような音がした。

　視界が暗転した。

　もう、なにもわからない。



　…………。

　…………。

　どれほど経たったのだろう。気がつくと、周りに人はいなくなっていた。

　代わりに、目の前に何かが鎮座していた。

　透き通るような青色をした、大きな宝石。

　――でけえなあ……俺を乗せて運んじゃくれねえかなあ……。

　すると奇妙なことが起こった。宝石が淡く光ったかと思うと、見る間に形を変化させ、人の姿をとったのだ。

　スヴァルトは卒然と悟った。

　――俺おれのエレメントか！

　今まで沈黙を保っていた卵が、ついに孵ふ化かを遂げたのだ。

　とたん、堰せきを切ったように活力が湧わいてきた。体は相変わらず動けない。だが、あのエレメントに運んでもらえばどうだ。もしかしたら、街まで辿たどりつけるかもしれないではないか。

　世界が一気に明るくなった気がした。スヴァルトは懸命に念じた。

　――俺を運べ！

　やはり。エレメントは器用にかがみ込み、スヴァルトを抱きかかえた。

　そのときの気持ちといったらなかった。口がきけたなら、喉のども裂けよとばかりに雄叫おたけびを上げていたことだろう。

　それにしても、やけに不格好な人型だった。頭はつるつるののっぺらぼうで、残りの部分はそれと対照的におよそ丸みというものがなく、まるで荒れた海面を写し取ったようだった。

　そんな肌で抱え上げたものだから、スヴァルトの体には無数の切り傷ができた。

　それでもよかった。

　切り傷ごときで助かるなら。もう一度、あのにおいのする戦場に立てるのなら。

　戻れるさ。きっと。

　俺は、エレメントを得たのだから。

　新たな力を、得たのだから。



「…………」

　スヴァルトは蝋ろう燭そくもつけずベッドに腰掛けていた。

　薄い月明かりにかざした手は、小刻みに震えている。スプーンを扱うのもままならない手だ。

　杖つえを使わずに立とうとした。足に力をこめたはずが、がくりと膝ひざが折れて前のめりに倒れ伏した。

「…………」

　頭のすぐそばに拳こぶし大の鉄球が転がっている。大小のトゲを生やしたそれを、スヴァルトは手を伸ばしていとおしげに撫なでた。

　煮えるような怒りと悔しさを、むなしさが優しく包み込んでいる。すべてを許してしまいそうなその甘さに流されそうになって、スヴァルトは矢傷を負った左肩を殴りつけた。痛みとともに、昼の忌いま々いましい記憶が蘇よみがえる。

　強大な力を持つはずのエレメントが、いざ蓋ふたを開けてみれば役立たずだった――厳然たる事実は彼を芯しんの芯まで打ちのめした。

　エレメントが孵化するまでは、己の肉体がそのすべてだった。敵を『壊す』には、肉体だけがあれば事足りた。そして、体の自由のきかなくなった今、その役割はエレメントに移った。

〈地の青〉はきらびやかな宝石のエレメントだった。腕などは鋭い刃やいばになり、試し切りをしてみたら細い木ぐらいならすっぱり切れた。使いこなせるようになれば人体をも両断できることだろう。楽しみだった。エレメントは彼にとって、まぎれもなく力の象徴だった。

　だが――

　それは敵兵の放った、たった一本の矢によって粉砕された。

　スヴァルトは知らなかった。青の宝石『瑠璃ラズリ』は、その美しさの反面、ひどく脆もろいということを。

　その矢はエレメントとともに、スヴァルトの最も大事なものをも砕いていった。

　力の否定。

　お前は弱い。

「……っ」

　人は誰だれでも、心の中に登るべき山を持っている。

　山の種類は人によって違う。金であったり愛であったり力であったりする。

　彼ら彼女らはその山を登る。頂に至ることのできる人間はごくわずかだ。残りの多くは、中腹にしがみついて一生を終えるか、あきらめて山から目を背そむける。

　だが、スヴァルトはそのどちらでもなかった。

　いわば、そう――山を登ることを禁じられたのだ。

　お前は強さの頂に至ることはできないよ、と。思えばエレメントが孵ふ化かした瞬間から、すでに結果は決まっていたのだ。皮肉にも、拓けた道は断だん崖がいによって終わりを遂げていた。

　寄よる辺べを、生き様そのものを破壊され、スヴァルトの舞台には幕が下ろされようとしている。それでも生き続けようとするならば、残りの生涯はこう呼ばれるものになるだろう。

　余生、と。

「余生……だと」

　スヴァルトは怒りにうち震えた。余生。余りものの生。なんとつまらない響きだろう。薪たきぎが燃えたあとの炭のように、たとえ熱はあろうとも、二度と自ら炎を生むことはない。ほの赤く色づいて、誰にも気づかれぬまま、静かに少しずつ冷えていくのだ。

　こんこん。

「……？」

　ドアが開き、リゼッタが部屋を覗のぞき込んできた。

「あ、あの……スヴァルトさん……お食事です」

「…………」

「す、スヴァルトさん……？」

　気分が悪かった。

「……失うせろ」

　一瞬きょとんとしたリゼッタは、スヴァルトの言葉を理解するやさっと顔を強こわ張ばらせた。しばらく心こころ許もとなさそうに視線を泳がせたあと、喉のどにつっかえたものを無理矢理押し出すように、

「あの、でも、おしょく、じ、」

　逆らったリゼッタの声を聞いて、スヴァルトの脳裡がカッと赤く染まった。気がついたときには、怒ど鳴なっていた。

「失うせろ！」

　杖つえを力任せに扉に向かって投げつけた。がん、と音がして、リゼッタが息を呑のむ気配。そして迷うようなそぶりを見せたのち、

「は……はい」

　か細い声とともに、ドアが静かに閉められた。

「はあ、はあ……」

　リゼッタが去ったあとも、スヴァルトはそのまま扉を睨ねめつけていた。

　いらだちが収まらない。あの小僧といい、リゼッタといい、構われている俺おれがどんな気持ちでいるかなど考えたこともないらしい。

「くそ……」

　握りしめていた拳こぶしをほどき、両手で顔を覆う。

「俺は……」

　力を持たぬ俺など、俺は欲しないのだ。

「俺は……終わりなのか……」

　震えた。奥歯を食いしばった。首を何度も何度も横に振った。不覚にも涙が出そうになった。

　そのとき。

　こん、こん。

　またも扉を叩たたく音。

　スヴァルトは涙を振り払い、情けない心の裡うちを気け取どられぬよう低い声で言った。

「失せろと言ったろう」

　構わずにドアが開かれる。ゆっくり、ゆっくりと。

「……？」

　そこにいたのはリゼッタではなかった。

「……誰だれだ？」

　背はスヴァルトの肩より低いぐらいだろうか。顔は見えなかった。なぜなら、そいつは十年も旅をしたようなボロボロの外がい套とうを頭からすっぽりとかぶっていたからだ。

「――こんばんハ」

「っ！」

　刃物の軋きしるような声が耳に絡む。

　そいつはうつむいていた顔をゆっくりと上げた。

　闇やみの中に、奇妙に丸い金色の瞳ひとみが爛らん々らんと輝いていた。



　　　＊＊＊



　やけに早く戻ってきたリゼッタはひどく消沈していた。

　しょんぼりと置いた盆の上、手もつけられていない夕食を見て、ネイブはあらかたの事情を呑のみ込んだ。たぶんスヴァルトににべもなく断られたのだろう。傍はた目めにもわかるほど大きく肩を落として、なんとも声をかけづらい背中をしている。

　ネイブは半分ほど減っていたスープにパンを突っ込み、一気に残りをかき込んだ。せっかくの肉だ。じっくり味わって食べたいところだったが、この重苦しい雰囲気では正直、喉のどがつまって仕方がない。

　飲み干すように椀わんの中身を平らげて、ネイブは口を拭ぬぐいながら立ち上がった。

「ごちそうさま」

　リゼッタは後ろ姿のまま、こくりと頷うなずいただけだった。

　手早く食器を重ねて置き、ネイブは早々に一階を後にする。

　――ああ、肩がこる。

　肩をぐるぐると回しながら二階に上がった。

　二階は一本の廊下の左右に部屋が二つずつ。右の奥がスヴァルト、手前が昏こん睡すい中の老人。左に来て手前がエルザ、奥がネイブの部屋である。

　手前の部屋を通り過ぎたとき、ふとネイブは思い出した。

　――そうだ。あいつにも謝っておかなくちゃな。

　さっきはエルザの努力も知らず、好き放題言ってしまったのだ。結果的にやりこめられたとはいえ、こちらが悪かったのに変わりはない。

　ノックを忘れていたということは、知らないうちに緊張していたのかもしれない。ドアを開けて部屋を覗のぞき込むなり、ネイブはぎくりとした。

「ぐすっ」

　ネイブと同じ、簡素な部屋だった。窓辺に放ほうり出された肩掛け袋以外に荷物らしきものはない。

　エルザはベッドに腰掛けていた。両手で包み込むように何かを持って、肩を震わせている。

「おい……大丈夫か？」

　エルザはびくりとして、おののいたように顔を上げた。

　その顔を見て、ネイブは思わず硬直した。

　――泣いてる……？

「やだ……っ」

　エルザは弾はじかれたようにネイブから顔を背そむけ、毛布を頭からひっかぶった。

「なんで、なんで、いるの」

　声が震えていた。

「見ないで。出てって。どっか行って。お願い」

　動揺したネイブは頷うなずくのも早々に部屋を飛び出し、背中で押し込むようにドアを閉めた。

　そのままドアを背にして、きょろきょろと左右を確認する。

　――なにやってんだおれは？

　大きな呼吸を繰り返す。いつの間にか変な汗をかいている。

「なんだ、あいつ」

　泣いてやらないってさっき言ってたばかりじゃないか。それを、なんだ、いきなり。いったいどういうわけだ。冗談じゃない。びっくりしたのはこっちだ。ああ、くそ、どうすりゃいいんだ。怒ればいいのか？　違うよな。謝るのか？　でもなにも悪いことしてないよな。

　そうだ、考えてみりゃあいつが悪いんだ。あいつが勝手に泣いてるのがいけないんだ。それで、おれは、こんな、ややこしいこと、ぐあ、あああ、やめ！　やめた！　寝る！

　ぶるぶると首を振ったが、あの泣き顔が瞼まぶたの裏に焼き付いて離れない。

　動どう悸きの鎮おさまらぬまま、ネイブは自分の部屋に逃げ込んでベッドに倒れ伏した。



    

  
    
      


第二章　嘲あざけるな





　同じ断り方もさすがに十三回も続くと怒るより先にうんざりしてしまう。

　通りがかる人に声をかける。振り向いた。とたんにいぶかしげな目になり、じろじろと眺め回される。今度こそはと願いをこめて訊きいてみる。

「南門はどっちだ？」

「ふん、知らないねえ」

　――……十四回目。

　ネイブは溜ため息いきをついた。

　言い捨てた相手の顔は『ふふん、傭兵野郎ジヨツグの鼻をあかしてやったわ』という表情。みんな同じ顔をする。

　あれから一夜明けた朝。

　さっそく傭よう兵へいギルドの館やかた『座せる鳳おおとり』に赴おもむいたネイブに、女将おかみはふてぶてしい顔つきで南門に行きなと告げた。聞けばすでに戦士団は到着しているという。

　それで言われるがままに向かったはいいものの、絡み合う蛇へびのようにくねって入り組んだ路地のせいで、とたんに方向がわからなくなった。道を尋ねても例のとおりだ。路地が複雑なのは仕方がないが、住民が冷たいのにはわけがある。

　ライオドーンは山やま間あいに横たわる一本の谷の底に位置する街である。水の少ないこの谷を塞ふさぐように築かれ、ゴート帝国の領地になる以前から交易の街として栄えていた。

　ところが、である。

　いざ付近でプリフェスタとの戦争が始まるや、旅の商人たちは「巻き込まれてはかなわん」と早々にこの街から引き揚げていった。

　さあ一大事である。

　もともと旅人の落とす金で潤っていた街だから、人が寄りつかなくなればみるみる廃れていく。交易の品々が手に入らないのはもちろんのこと、何より人々を困らせたのは塩不足だった。山で塩はとれない。旨うまいものの食えない人々は日に日に鬱うつ憤ぷんを募らせていった。

　ライオドーンはどちらの国にとっても魅力的な街である。ゴートとプリフェスタとの国くに境ざかいにあり、加えて、この二国を繋つなぐまともな陸路がここを通る一本しかないときている。なので遅かれ早かれ奪い合いになるのは目に見えていた。

　だが、一般人はそんな雲の上の事情など知ったことではないのである。塩がない。メシがまずい。それだけが問題なのだ。そしてメシがまずいと人の心はすさんでいく。

　誰だれのせいだ。戦いのせいだ。そうだ傭よう兵へいたちのせいだ。あいつらがいるせいで、俺おれたちは不便な生活を強いられてるんだ。そう思う連中が次第に増えていき、今では街全体が傭兵を毛嫌いする雰囲気になってしまっていた。

　しかし当の傭兵側からすると、とてもそんな主張は受け入れられないのだ。戦いがなくなればおまんまの食い上げ。メシの種が転がっているところに集まるのは当然。文句があるなら戦争を始めた皇帝に言ってもらおうか、

　こんな具合で――。

　互いに一歩も引かない両者の関係は、ここライオドーンでは険悪になっていくばかりなのであった。『座せる鳳おおとり』が人目を忍ぶようにして細々とやっているのにも頷うなずける。

「そう考えると……リゼッタはできたコだなあ」

　彼女はネイブにも街の住人と変わらぬ態度で接してくれる。もっと感謝しなければ、などと思っているうちに、ようやく自力で南門に辿たどりついた。傭兵らしき男どもが次々と門から出て行くので、ついていく。

　市壁の外は戦士団の入団希望者でごったがえしていた。その数、百や二百ではきかない。もしかすると千人ぐらいはいそうだった。こいつらだけでもう一つ戦士団が作れるんじゃ……などとネイブは考える。

　背伸びして前を見ると、一段高い位置に数人が立っているのがわかる。いずれも戦士団の面々のようだ。

　中央はおそらく団長だろう。熊くまと見まがう巨大な体だ。短い黒髪はあご髭ひげにつながっていて、彫りの深い顔立ちとともに野性味溢あふれる雰囲気を醸し出している。それなりに年を食っていそうだが、同時に相応の落ち着きと貫かん禄ろくを備えており、まさに歴戦の古ふる強つわ者ものといった風ふ情ぜいである。

　そして、その隣に、ネイブのよく見知った顔があった。

「師匠……」

　戦士団の一隊長に成り上がったと話では何度も聞いたものの、実際に他ほかの団員に交じって立っている姿を見ると、なにやら胸にこみ上げるものがある。

　フレア＝イーザ。

　ネイブの同郷の徒であり、今は亡きロット“〝オリオルド”〟の師匠であり、貧困から脱するという下層階級の夢を実現させた、憧あこがれの存在でもあった彼女。

　南方系の褐色の肌。剣つるぎの輝きにも似た白銀の髪をなびかせ、眼光鋭く周囲を睥へい睨げいする。自らの背丈よりも長い槍やりを握って凛りんと立つ姿は、さながら一種の彫像のような美しさを誇っていた。

　見とれていると、突然横から「ああっ！」と声がした。

　何気なく振り向いて、ネイブはぎくりとする。なんでまたこんなところに。

「え、エルザ、だっけ」

「ええと、ええと！」

　エルザは懸命にこっちの名前を思い出そうとしているようだった。わかったから指を差して騒ぐのはやめてくれ。

「なんちゃら！」

「……ネイブだ」

「そう、ネイブ！」

「エルザも戦士団目当てで来たのか？」

「うん」

　ネイブはふと、エルザの額がうっすらと汗ばんでいるのに気づいた。

「おい、大丈夫か？」

「え？」

「汗かいてる」

「ああ、うん」エルザは指で額を拭ぬぐった。「だって暑いじゃん」

　そりゃそうだけど……と思っていると、頭上に低い声が降り注いだ。

「ああー」

　団長だった。

「まずは……すまなかった。妙なことで足止めを食っちまって、到着が遅れちまった。皆、よく持ちこたえてくれた」

　傭よう兵へいたちの顔をざっと眺め回し、

「さあて、それでだ。昨日の戦いが俺おれらの勝利に終わったのは喜ばしいことだが、残念なことにこっちの被害も少なくはねえ。そこで欠員が出た分を補充してえんだが――」

　にわかに色めき立つ傭よう兵へいたちを、団長は目で制した。

「さすがに全員を雇うっつうわけにはいかねえ。多すぎる」

　首をごきりと鳴らす。

「そこでだ、まずは『座せる鳳おおとり』の帳簿に名を連ねた者の中から、推薦状のあった奴を拾う。名前を呼ばれたら前に出てこい。いいか」

　団長は続けて、幾人かの名を読み上げた。ネイブの名が呼ばれるまでに、さほど時間はかからなかった。

「ネイブ＝ウェルフェア」

　名が呼ばれると同時に、えっと声が上がった。エルザともう一人――フレアだった。

「ん？」団長がフレアの方に振り向く。「知り合いか？」

　フレアは答えなかった。やにわに険しい顔つきになって、集団のあちこちを見回している。

　目をまん丸にするエルザを置いて、ネイブは人波を割って進み出た。偶然にもフレアの真ん前で、当然のようにフレアと目が合い、その瞳ひとみが丸く見開かれるのが見えた。

「お前……」

　そう呟つぶやいたきり、フレアは絶句した。

　しばしののち、そっとネイブの顔を窺うかがい見るように、

「……あいつらは？」

「…………」

　わかっている。他ほかでもない、ロット“〝オリオルド”〟のことを訊きいているのだ。

　ネイブは口を開いた。話したいことがいくつもあった。けれどいざそのときになると、喉のどに蓋ふたをしたようになって、言葉が一つも出てこない。

　その間に「合格です」という声が幾度か左の方から聞こえてくる。

　しばらくして、フレアは小さく頷うなずいた。

「……そうか」

　その顔には悲しげな表情が浮いていた。自分はいったいどんな顔をしていたのだろう。見たくなかった。

「言ったろう」

「……？」

　フレアは長い髪をかきあげて、忌いま々いましそうに言った。

「エレメントなんて、卵のままが一番いいんだ」

「……はい」

　この台詞せりふを聞くのは二度目だった。雌鳥のときは反発を覚えた言葉。けれど今は、素直に頷くことができた。こんなことになると知っていれば、孵ふ化かなど望みはしなかったのに。

「――お話しの最中、申し訳ありませんが」

　ふと二人の間を人が遮った。

「おお、すまんなエイディ」

　フレアは一歩下がり、その男に呼びかけた。

　エイディと呼ばれた彼はやたら小柄な男だった。フレアの胸ぐらいの位置に顔がある。なんというか、まるで覇気の感じられない顔だった。これでも戦士団員なのだろうか。団長とは違った歳としの食い方をしていて、落ち着いているというより、枯れているといった方が的を射ている。

　エイディは手元のリストに目を落としながら、

「お知り合いとは、珍しいこともあるものですな。とはいえ斟酌は一切いたしませんのであしからず」

「わかっている」

　フレアはむっとして答えた。

「むしろ落としてほしいぐらいだ」

「ほう」

　エイディはひとしきり手元に目を通したあと、ふむ、と言った。

「かのオリオルドが推薦人ですか。期待が持てそうですな。ではさっそくエレメントを見せていただきましょう」

　入団にあたって判断を下すのは、どうも団長ではなくこの小男であるようだった。

　背中がむずむずするのは、おそらく初日の『座せる鳳おおとり』のときのように大勢の視線が突き刺さっているせいだろう。



    

  
    
      



    

  
    
      　やりづらい……と思いながら、ネイブは金剛石アダマスの結晶を自らの周りに張り巡らせてみせた。

　すると、背後から失笑がいくつか聞こえた。無理もない。知名度ばかり先行する〈地の白〉を、実際に見たことのある人間などそうそういない。ただキラキラと光るだけのエレメントは、彼らの目にさぞかし頼りなく映ったことだろう。

　戦士団員の反応も似たようなものだった。フレアを始め、数人が首をかしげている。ただ、団長とエイディだけは知っていたようで、二人揃そろって「おお……」と唸うなった。

　エイディは一つ頷うなずいて、リストに何かを書き込んだ。

「〈地の白〉ですな。素晴らしい。入団を許可します」

　たいして驚いてもいなさそうな声だったが、それが周囲の耳に染み入ったとたん、場は大きなどよめきに包まれた。

　ああ、またかとネイブは小さく舌打ちした。別段、脚光を浴びたいわけではないので、注目されるのは居心地が悪い。なにより、積極的に攻撃に打って出られるエレメントではないことが、彼を遠慮がちにさせていた。

「これにて終了です、団長」

「ん、そうか」

　団長は一歩前に進み出ると、残った傭よう兵へいたちに向かって大きく声を張り上げた。

「さあ、あとはてめえらだ！　今日から俺おれらは、この街の防衛を任されることになっている。いつまでかは言えねえが、終わるまでにいくつか戦いがあることだろう。戦士団に入りたきゃ、その間、せいぜい自分を売り込んでみやがれ。生き残るには運も実力も必要だ。いっちょ試してみるといい。それで、戦士団の誰だれかの目にとまった暁には……」

　ぐい、と胸を指して、団長は不敵に笑った。

「この胸当てをくれてやろうじゃねえか」

　真っ赤な胸当て。右胸に彫り込まれた鳥の羽根。同色の軍旗と並ぶ薔薇輝石ロードナイト戦士団の象徴シンボルである。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　エサを突きつけられた傭兵たちの怒号が一帯を激しく震わせた。

　拳こぶしを突き上げ、沸き返る男たち。

　その後団長は傭兵たちの統率役として団員の誰やらを紹介していたが、みな興奮しきっていて、聞いている様子はなかった。

　よく騒ぐもんだ、と思いながら彼らを眺めているうちに、ネイブはふとある男の姿を認めた。

　どくん。

　――あいつ――

　なぜ来ているのだ。

「……スヴァルト……！」

　死ぬつもりか。あの体で戦えるはずがない。

　ネイブは思わずスヴァルトの前に駆け寄って声をかけた。

「あんた、来たのか」

　言外に帰れと諭したつもりだったが、スヴァルトは口の端を奇妙にねじ曲げただけだった。

「……ああ」

　その顔をまともに見て、ネイブはぞっとした。

　――おかしい。

　目が血走っている。ゆっくりと大きく息をするたびに肩が上下して、まるでずっと深呼吸をしているようだ。そして、唇を歪ゆがませただけの不自然な笑み。この熱狂のなかにあって、一人静かに佇たたずんでいる。それでいて、得体の知れないものが密ひそかに体内でのたうっているような不気味さ。いったい彼の身になにが起こったというのだろう。

　ネイブは首を横に振った。引き留めるつもりだった。

「その体じゃ無理だ。帰れ。帰って休んでろ」

「ふ……無理だと思うか」

　薄ら笑い。

　――なぜだ……？

　昨日のこいつを思い出せ。おれに対して執しつ拗ように食い下がってきたじゃないか。そしてがむしゃらになにかに――おそらく一番は自分自身に――いらだち、不機嫌を隠しもせず周りにまき散らしていた。

　だが――。

　今、目の前にいるスヴァルトは、悠然とネイブに笑いかけるのだ。

　そして、はっきりとこう言うのだ。

「見ていろ。俺おれの、力を」
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　戦士団はしばらくこの街に留とどまるのだという。

　街を防衛すると団長は言っていたが、ただ守っているだけでは埒らちがあかないのでは……とネイブは思っていた。まあ自分にもわかるぐらいだから、上の人たちはとっくにわかっているにちがいない。ということは、きっと戦士団にはなにか思惑があるのだ。そしてその思惑とやらは、入団したばかりの下したっ端ぱには伝わってこない。いったいなんだ、とやきもきしている間に、二度目の防衛戦はやってきた。

　同じ手は通じないと踏んだか、プリフェスタ軍兵士は今度は真正面から攻め上がってきていた。

　こちらは南門を出たところに布陣し、負けじと突撃の命が下ったのは今しがた。

　フレア率いる二番隊“〝緋ひの槍やり”〟に配属されたネイブは、慣れない胸当てに脇わきの下を擦こすられながらも、先頭集団の一人として敵陣への突入を試みようとしていた。

　その矢先だった。



「――――」

　ネイブは愕がく然ぜんとしてその光景を見ていた。

　いや、ネイブだけではない。周りの戦士団の連中や、煽あおり立てられた傭よう兵へいたち。彼らも一様に突撃の足を止めて、ある一点を驚きよう愕がくのまなざしで凝視していた。

　絶え間なく吹いていた風が、ひとときの間、やむ。

「なんだ……あれは……」

　シュッ、シュッ、シュッ、シュッ……。

　突如、傭兵たちの最後尾に出現したエレメント。

　シュラアアアアアアァァァァ…………！

　一抱えほどもある太い胴回り。つやめく鱗うろこ。天を突く鎌かま首くびを持ち上げて、そのエレメントは二ふた股またに分かれた舌をしゅるしゅると覗のぞかせた。

「……蛇へび」

　いまだかつてこれほど美しいエレメントがあっただろうか。

　鱗の色。

　流れゆく川のように次々と色調を変える縞しま模も様よう。

　赤――

　橙だいだい――

　黄――

　緑――

　青――

　藍あい――

　紫――

　そしてまた赤。

　そう。まるで虹にじのように。

　七色の蛇。

　人垣が自然に割れていく。

　巨大な蛇を従えて、その持ち主はゆっくりとネイブの前を通り過ぎる。

　ネイブは瞠どう目もくした。

　じゃらりと鎖を垂らした杖つえによりかかり、一歩ずつ、一歩ずつ、亀かめのような歩みで進む彼は。

『見ていろ。俺おれの、力を』

　奴はそう言った。

　たしかにそう言った。

「スヴァルト……！」

　彼は足を止める。

　ゆらりとこちらを振り返る。

　なぜ、笑っている。

　ネイブはごくりと唾つばを飲み込み、震える声で呼びかけた。

「そのエレメントは……なんだ……」

　間違いない。奴のエレメントはたしかに〈地の青〉だったはずだ。なのに。そのはずなのに。

　誰だれかが呻うめいた。

「神蛇…………ヴィヴギオール……！」

　――神蛇？

　ネイブはその名に憶おぼえがあった。

　世界のなりたちの話だ。最初に創造神ファレスがこの世界の土台を作った。次に始原の四人が世界を組み上げた。だが、その時点で世界は色を持たぬ白黒の景色だった。そこでファレスは四人の元に虹にじ色の蛇へびを遣わせ、世界は色を持つに至った。

　その蛇の名こそが――“〝神蛇ヴィヴギオール”〟。

「ふふ……」

　スヴァルトはうっとりと目を細め、いとおしそうに蛇を見る。

「ヴィヴギオールというのか、お前」

「スヴァルト……」

「さあ――」

　そのまま天に舞い上がっていきそうな恍こう惚こつの笑みを浮かべ、

「力を、見せてやる」

　刹せつ那な、スヴァルトは豹ひよう変へんした。瞳ひとみをくわっと見開き、

「ふはははははははははははははははははっ！」

　笑い声を爆発させた。

「はははっ、ははははっ！」

　ドウッ、と蛇の尾が大きくのたうった。後ろにいた傭よう兵へいたちが数十人まとめてなぎ倒され、枯葉のように宙を舞った。

「なにをするッ！」

　ネイブが金剛石アダマスの盾を張り巡らせたのと同時、強い衝撃がネイブを襲った。周囲で人が高々と吹っ飛ばされるのが見えた。

　――見境がない……！

　ネイブはあたりを窺うかがって、倒れた人の中に見憶えのあるものを発見した。まぶしい山やま吹ぶき色いろの髪。あれは。

　冷たい汗が頬ほおを伝った。

「エルザ……！」

　一度攻撃を食らったのだろう。うつぶせに倒れたエルザは懸命に立ち上がろうとしていた。だが力が入らないのか、肘ひじを立てたところで動かなくなった。見ていて焦じれるネイブの前で、エルザのすぐそばに太い尾が振り下ろされた。砕けた岩の破片にやられて、エルザはずるずるとその場に崩れた。

「くっ！」

　気がつくとネイブは走り出していた。くそ、馬ば鹿か野郎。なんだっておれの前でそんな光景を見せやがる。死ぬな。頼むから死んでいてくれるな。

　暴れる蛇へびの尾をどうにかかいくぐり、ネイブはエルザの元に辿たどりついた。肩口がぱっくり裂けて血がどくどく流れているのを見て、ネイブはいよいよ青ざめた。

　必死に抱き起こして揺する。頬を叩たたく。

「おい、おい！」

　エルザはうっすらと目を開けた。

「あ……あ……？」

「おい、聞こえるか！」

　すると、ふらふらとしていた目の焦点が定まった。

「あ……助けて……くれたの？」

「大丈夫か？　骨は？」

「わかんない……でも、ありがと……」

　そう言ったきり、エルザは気を失った。

「なにがありがとうだ……！」

　放ほうっておくわけにはいかない。ネイブはエルザを抱き上げた。

「ああ、くそ、重い」

　文句を吐いて、でも、とネイブは思い直した。これは命の重さなのだ。温かい体。まだ生きている。死ぬな、と呟つぶやいた。なあエルザ、おれはわがままか。お前のためでなく、おれの自己満足のために死ぬなと言う、おれはわがままか。

　応こたえない相手に呼びかけるネイブのそばには、スヴァルトの姿があった。大挙して押し寄せる敵軍にゆらりと向き直る。なぎ倒した味方のことなど気にもとめていない。

「行くぞ、ヴィヴギオール」

　シュラァァ……。

　虹にじ色の蛇はその体にスヴァルトを乗せると、まだ前にいる味方を蹴け散ちらしながら這はい進んでいった。

　まさに大蛇と呼ぶにふさわしい体だ。おそらくこの戦場のどこからでも目にすることができただろう。もしも自分がプリフェスタ軍兵士だったらと考えて、ネイブは改めて背筋が凍る思いがした。

　敵陣から悲鳴が折り重なって聞こえだしたのは、それからしばらくしてからのことだった。
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　昼こそそれなりに活気のあるライオドーンであるが、ひとたび夜のとばりが下りると、同じ街とは思えないほどめっきり人通りが減ってしまう。昼は人の声、夜は虫の声、と言われるほどに、この街の夜はしんとしていた。

　そんな静かな街角に、今夜は特別に騒がしい場所があった。

　酒場である。

　街で一番大きなこの酒場は、むさ苦しい男たちの活気であふれかえっていた。

　笑い合う男たち。片っ端から酒をついで回る女たち。

　おお～い！　こっちがまだだぞ～！

　はいはーい、待っとくれよ。

　やがて全員に酒が行き渡ると、中央で一人の男が立ち上がった。酒杯を胸のあたりに持ち、浮かれきった顔で皆に呼びかける。

「さあ、それでは、素晴らしい仲間が増えたことを祝して！」

　彼が杯さかずきを掲げると、全員が同じように倣ならう。

「かんぱ――――い！」

　かんぱ――――い！

　野太い唱和が店内を満たした。

　足並みを合わせたのは一瞬だけで、あとはそれぞれだ。好きに呑のみ、食い、話す。野営続きでおおっぴらに騒ぐ機会などそうそうないものだから、いい年をした男たちのはしゃぎっぷりは尋常ではない。肩を並べて歌って踊っているのは陽気なエルグ人、さっそく飲み比べを始めるのはうわばみのテッサリア人、店の女の格付けを巡って真剣に議論する者がいれば、その隣で早くも脱ぎ出す者までいる。

　今夜の客は、全員が薔薇輝石ロードナイト戦士団二番隊の人間だった。

　ふつうは団員が増えたぐらいではこんなに騒ぐことはないのだが、今回はことがことだけに特別だった。

　スヴァルト＝ミュスタイル。

　その華々しすぎる活躍は、周囲を十分に沸かせ、また浮かれさせた。街の夜警を一番隊に押しつけ、二番隊の面々は勢いでスヴァルトの歓迎会を開いたのだった。

　なにせ大挙してやってきたプリフェスタ兵のほとんどを一人でねじ伏せた男だ。推薦状がなくとも、諸手を挙げて戦士団に迎え入れられたのは言うまでもない。

　彼は誘われるがまま、店の最奥に座らされていた。

　盛り上がる周囲とは対照的に、酒杯にも手をつけず、薄ぼんやりと空間を見つめている。すっかり覇気が抜けて、戦いのときとはまるで別人のようだった。

　人が入れ代わり立ち代わりやってきて、大殊勲を上げた彼を祝福する。肩を叩たたいて、口口に讃さん辞じを述べる。ろくに反応しないスヴァルトだったが、なにせ相手は酔っぱらいだ。一方的に自分が話したいことをまくしたてて去っていくだけなので、特に場の雰囲気が悪くなるということもなかった。

　くだらないおべんちゃらを聞き流しながら、スヴァルトはふと酒杯に目を落とした。琥こ珀はく色の液体。あいつの瞳ひとみもこんな色をしていた。



　昨日の晩、夕食を運んできたリゼッタを追い返した直後、訪ねてきた人物。何者だと訊きいたスヴァルトに、奴は笑って返した。

『ワタクシが何者だっていいじゃありませんカ。どうしても名を呼びたければ、六十二番とお呼びくださイ』

　それがお前の名か。

『マ、一応ソウいうことになりますかネエ』

　なんの用だ。

『まあ、それはさておいテ。ワタクシ実は、昼のアナタの戦い、拝見させていただきましタ』

　！

『最初ハ自信満々でしたネエ。束になっテかかってこいとイウ顔をしてましたヨ。よほどエレメントに自信ガおありダッタと見えマス。ところがエレメントで堂々ト矢を受けたトコロ、ナント一発デ貫通。ソノトキの顔といったラ、マア見み物ものでしタ。フフッ』

　……。

『ソノあとはモウ、見られタものじゃありまセンでしたネエ。オロオロと狼ろう狽ばいして、新たな手を打つこともナク、最後ニハ女に助けられテ』

　……。

『アレは、なんというんでしょうネエ。ちょうどイイ言葉が……エエト……アア、ソウソウ』

　…………。

『無様』

　ッ！

『オヤオヤ、ワタクシを睨にらみつけられても困りますネエ。コレは、なによりアナタが思っていることでしょウ？』

　なに、を、

『無ぶ様ざまだっタ。みじめだっタ。こんな自分を見る日がこようとハ。できることならば、この体を引き裂いてしまいたイ……』

　……。

『オヤ？　すっかり黙り込んでしまわれましたネエ』

　なにが目的だ！

『フフッ、また怒られてしまいました。ワタクシたちと話すと、決まってみなさん怒りだすんですよネエ。なぜでしょうネエ。フフフッ』

　なにが目的だと訊きいている！　まさか俺おれを殺しに来たわけでもねえだろう。こんな役立たずを。

『エエ。少し遠回りしてしまいましたネ。今度こそ直ちよく截せつに訊きまショウ。ネエ、アナタ――虹を見たくはありませんカ？』

　……どういう……ことだ。

『〈地の青〉、ですか。また外れクジを引いたものですネエ。アナタが活躍できないのはアナタのせいではありませン。引いたエレメントが偶然にも役に立たなかったダケ……おわかりでしょウ？』

　……。

『ご覧下さイ』

　なんだ、これは。

『アナタ方が“〝卵”〟と呼ぶものデス』

　……嘘うそだろう。

『オヤ？』

“〝卵”〟にしては大きすぎる。

『……よくご存じデ』

　俺を謀たばかってどうするつもりだ。

『謀ってはいませんヨ？　これは卵です。まぎれもなく』

　では、なぜ。

『気になりますカ？　でも、アナタに話す必要も義務もワタクシにはないんですよネエ。これといって利益になるわけでナシ』

　ふん、断る。

『フフ、そうですカ。エエ、エエ、結構ですよ？　アナタで駄目なら、他ほかをあたるだけのコト。どのみち、アナタの魂の生はもう終わったのですカラ』

　なんだと？

『オヤ？　癇かんに障ったのですカ？　フフフ大いに結構。ワタクシは一度吐いた唾つばを飲み込むつもりは毛頭ありませんヨ？　アナタ、強くありたかったのでしょウ？　ケレド、転げ落ちたのでしょウ？　そして手足をもがれ、進むことすらできないままに、これからずっと生きていくのでしょウ？　人ごとながら、怖おぞ気けのする生き方ですネエ』

　貴様……！

『不ふ憫びんデス。アナタの魂はもう輝かナイ。輝こうとする意志を放ほうり出した魂の色は灰色ですらありまセン。“〝無色”〟デス。誰だれにも見えぬまま、誰の記憶にも残らぬまま、なにも成し遂げぬまま――ただ生きて、ただ死んでいくとイイ』

　……………………。

『では……これにて失礼いたしマス。どうか充実した余生をお過ごしくださいネ』

　……待て！

『ハイ？』

　待ってくれ。それが……それがあれば、俺おれはまた戦場あそこに戻ることができるのか？

『フフ……エエ』

　…………。

『どうしました？』

　やってくれ。

『なにを？』

　なにを？　ふざけてやがるのか。

『フフッ、冗談ですヨ。ようやくその気になっていただけテ、喜びのあまり、つい悪ふざけを、ネ』

　ふん。趣味の悪い。

『よく言われマス。サテ、それデハさっそく。……よろしいですカ？』

　ああ。



    

  
    
      



    

  
    
      『よくぞおっしゃいましタ。サア、どうか“〝虹にじ”〟の輝きをご堪能くださイ……』



　――――。

　嘘うそではなかった。

　俺おれは生まれ変わったのだ。

　力だ。

　まぎれもない力だった。

　極ごく彩さい色しきの大蛇。

　敵エレメントの攻撃のことごとくを無力化する特性。止めようのない突進。そして巨体から繰り出される暴力。

　酔いしれた。

　求めていたものが、まさにここにあった。

　今となってはあの金きん目めに感謝せねばなるまい。

　だが、まだ足りない。

「もっとだ」

　もっともっと、虐しいたげてやりたい。

　誰だれを？

　俺の前に立ちふさがる、すべての人間をだ！

　蹂じゆう躙りんしてやる。強さを誇る奴らの鼻っ柱を、片っ端からへしおってやる。

　頂に立つのは、俺だけでいい……！

　呑のめよ歌えよのどんちゃん騒ぎの中で、スヴァルトはただ一人、瞳ひとみに暗い炎をともしていた。
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　傭よう兵へいギルドの館やかた『座せる鳳おおとり』の一角。すでに日は落ち、蝋ろう燭そくが照らし出す館内の薄暗さは酒場と変わりない。

　隅の丸テーブルでは、名もない傭兵がフレアに品のない笑みを向けていた。

「やあ、さすがに腰を抜かしちまいましたね。なんせ俺らが乗り込んだときにゃあすでに生きてる奴はほとんどいねえときたもんだ」

「ふむ」

「壊かい走そうっつうのはああいう様子のことをいうんでしょうねえ。あっちこっちに死体が転がってて、やあ、おかげでたいそうもうけさせてもらいましたぜ。プリフェスタの奴ら、意外にいいモン着てやがりましてね」

「そんなことは聞いていない。話を戻せ」

「ありゃ、すんません。ひひ。それで、えーと、ようやくあいつに追いついたときにゃ、あの野郎が敵兵の一人と戦ってやがったんです。いや、戦ってたっつうのは違ェな。なんだろうな、いたぶり殺してたってとこか」

「というと？」

「敵さんもエレメント使いで、ありゃ〈地の赤〉だったな。殿しんがりを引き受けたっつう感じじゃなくて、単に逃げ遅れたんでしょうねえ。そいつがけなげに一生懸命あの蛇へびに食いつこうとするんですわ。ところが、横っ腹に噛かみついたはいいんだが、あのきんきらりんの蛇の野郎、なんともねえときたもんだ。溶岩ですぜ？　フツーは真っ黒い炭になっちまうか、よくても焼けただれたりするもんだ。なのにあの蛇ときたら、悠々と首を回して敵のエレメントを呑のみ込みやがった。おまけに胴にゃ傷一つねえ。はっ、まったくどうなってやがんだか」

「彼の様子は？」

「と……ああ思い出した。杖つえをついてましたね。鎖のついた」

「それは知っている」

「他ほかには……そうそう、ああ、笑ってやがった」

「笑ってた？」

「へえ。なにがおかしいんだか、うっすら笑ってやがるんです。だからもう気味が悪くて悪くて。うう、今思い出しても身震いしてくら。とにかく敵に回すのだきゃあごめんですね」

「ふうむ……うむ。わかった。ご苦労。帰っていいぞ」

「へへ……」

「なんだ？」

「コッチの方はいただけるんで？」

「抜け目がないな。死体剥はぎでさんざんもうけたんだろう？」

「だってねえ。あんなのに出てこられた日にゃあ、俺おいら商売あがったりってやつですぜ。もらえるときにもらっとかないと」

「なるほどな。わかった。ほら、これでいいか」

「……へへ、どうもおありがとうごぜえます」

「うむ。またなにかあったら教えてくれ」

「やあ、もう勘弁しておくんなさい。小銭だけいただいて、あとはさっさと店じまいしまさ。命あっての物種です」

「そうか。故く郷にに帰っておっかさんの面倒でも見てやれ」

「それもいいかもしれませんねえ。ほいじゃ、お元気で」

「ああ」

　――――。

　傭よう兵へいの背中を見送って、フレアは一つ伸びをした。

「ああ……いまごろあいつらは楽しくやってるんだろうな」

　隊長をほっぽり出して呑のみに行ったろくでなしどもの顔を、一つ一つ思い浮かべる。

　なぜフレアだけが、いまごろ『座せる鳳こんなところ』に残っているのか。それはひとえに、あのスヴァルトという男のせいなのだ。

　昼に見たあの七色の蛇へび。一目でやばい代しろ物ものと知れた。味方だとわかるまで、フレアは気が気でなかったものだ。今の傭よう兵へいの話を聞くに、戦いぶりも尋常ではなかったようだ。だから翌日以降の作戦を立てるにあたって、あのエレメントは無視できない要素なのである。

　そこでまずは本人に様子を聞こうと宿を尋ねたのだが、あのスヴァルトという男はニヤニヤと気味の悪い薄笑いを浮かべるだけで、こちらの質問にはなに一つ答えようとはしなかった。むしろ声が聞こえているのかも怪しいぐらいだったので、直接本丸を攻めるのはいったんあきらめ、まずは外堀を埋めているのだった。

「ん……と、どうだエイディ」

　水を向けると、隣に座る小柄な副隊長は面白くもなさそうに言った。

「隊長の度量の広さには感服するばかりです。よくあのような野卑な人間と話ができますな」

　フレアはがくっと肩を落とした。

「そういうことを訊きいてるんじゃないんだが……」

　この副隊長ときたら、さっきから来る奴来る奴、傭兵と見るやそっぽを向いて知らん顔なのである。少しは話を聞いてはどうかとつっついてみるものの、聞こえていますご心配なくの一点張りでとんと会話に加わろうとしない。

　フレアは溜ため息いきを一つついた。

　だいたいこういう仕事はエイディの方が向いているのだ。なのに頑として動かないせいで、自分が苦労するハメになる。まったく、どちらが隊長かわかったものではない。

「というかあなたはほんとに戦士団員か？　この戦士団が傭兵団ロツトだったときからいるんだろう？　よく今まで慣れずにいるな。わたしはそっちの方がすごいと思うが」

「私の役目は戦うことではありません。あんな汗と筋肉だけでできているような連中と比べないでいただきたい」

　ふむ、とフレアは頷うなずいた。もっともだ。エイディの外見は一言で言うとちんちくりんである。この戦士団の中でおそらく最も甲かつ冑ちゆうが似合わない男だ。

「……そもそもエイディ、なぜ傭兵なんぞやってるんだ？」

「なぜですと？」

　エイディの眉まゆが片方だけきゅっとつり上がった。マズイ。やってしまった。フレアはさっと青ざめた。これは、来るぞ。

　予想どおり、エイディの口は静かに泥を垂れ流し始めた。

「ほほうなかなか愉快なことをおっしゃいますな。隊長さえよろしければ私は今すぐにでもお暇いとまをいただく覚悟ですぞ？　問題はそのあとです。この私の抜けたあと、いったい誰だれが千人からの禄ろくの分配やら命令系統の整備やら作戦立案やらその他ほか一いつ切さい合がつ切さいを取り仕切るので？　いやはや見み物ものですな。発足当初からこっち、私の荷を預けた連中が片っ端から逃げ出していった記憶が蘇よみがえりますなあ！　いや懐かしい！」

　これだ。

　ただでさえ口達者なエイディの本領は、へそを曲げたときにこそ発揮される。さながら濁流のごとく延々と垂れ流される皮肉、当てこすり、難癖。それをせき止められる者は皆無である。謝っても効果はなし。下へ手たにいさめると、収まるどころかさらに膨れあがって返ってくるので余計に始末が悪い。

「あ、あの、エイディ、その辺で、な？」

「そもそもまともに読み書きのできる者がおりましたかな？　皇帝の書状をいったい誰だれが読むので？　文弱の輩やからを入団させたとて三日と保もちませんぞ？　それとも修道院にでも駆け込みますかな。他言無用の書状を声に出して読んでくれと。ほほ、これはこれは滑こつ稽けい千万」

「すまなかった。私が悪かった。頼むから勘弁してくれないか」

　怒れるエイディの前では、謝罪と書いて無駄と読むのだ。

「隊長もつくづく素晴らしいご趣味をお持ちでいらっしゃる。私エイディ＝クレアド、深く感銘を受けましたぞ。さてそうとなればもはや遠慮は無用。さあ、この老いぼれめにどうか暇をお出しくだされい！」

　刺せ、と言わんばかりに両腕を広げて目をつむる。いい加減なんとかならんかこの性格、と思いながらも、フレアにできることといえば伏して嵐あらしの通過を待つことぐらいである。

「すまん！　許してくれえ！」

　副隊長に平謝りする隊長の図。

　フレアは長卓テーブルの木目を視線でなぞりながら、今度はいったいいつになれば矛を収めてくれるのだろうと考えていた。
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　一方、宿『山ヤマ鶉ウズラの塒ねぐら』にて。

　運ばれてきてからというもの眠りっぱなしのエルザの様子を見に、リゼッタは二階に上がった。ちょうどエルザの部屋からネイブが出てきたので、

「あ、どうでした？　エルザさん……」

　そこまで言って、あれ？とリゼッタは思った。ネイブがなにやら苦虫を噛かみつぶしたような顔をしていたからだ。

「……どうしたんですか？」

「……なんでもない」

　ネイブは顔をしかめたまま自分の部屋に戻りかけ、はたと立ち止まって再び戻ってきた。

「ちょっと『座せる鳳おおとり』に行ってくる」

　リゼッタの脇わきを通って階段を下りていく。

　お気をつけて……と見送って、リゼッタは首をかしげた。どうしたのかしら、と思いながらエルザの部屋を覗のぞいて、わあ、と声を上げる。

「エルザさん、目が覚めたんですねっ」

「うん。さっき」

　リゼッタはベッド脇の椅い子すに腰掛けた。

「憶おぼえてますか？　戦いの最中に気を失ったって聞きましたけど」

「……ああ、うん。ネイブが教えてくれた」

「ああ、さっきまで……」

　うん、とエルザは頷うなずいた。

「起きたらネイブがいてね、話聞いたんだ」

「ああ、そうだったんですか……。わたしも、おんぶして帰ってきたときはびっくりしました」

「え？　そうだったの？」

　目を丸くするエルザ。

「あれ？　聞いてないんですか？　ネイブさんがおぶってきてくれたんですよ」

「聞いてないよ。なんであいつ言ってくれないの？」

「んー、恩に着せるのが嫌だったんじゃないでしょうか」

「……その気遣いがキライ」

　エルザはぷうっと膨れた。リゼッタは苦笑いをしてから「そうだ、肩」とリゼッタの袖そでをめくった。すると切り傷に沿って血が固まっていた。

「ああ……血は止まってるみたいですね。よかった……」

「なんか、すごく血が出てたって聞いたけど」

「そうですよ、すごかったんですから。でも出血の割にはたいした怪け我がじゃないから大丈夫ってブルーノさんに言われました」

「あっちゃあ……とんだゴメーワクを……」

「とんでもありません！　生きて戻ってきてくださっただけでわたし、ほっとしてるんです。帰ってこなかったひと、今まで結構いましたから……」

　ともあれ、とリゼッタは一息ついた。ふつうに話ができているので、頭を強く打ったりといった大怪我はしていないようだ。まずは一安心である。

「ところで……ネイブさんがさっき出ていきましたよね」

「ああ……そうだ」

　エルザは恥ずかしいことでも思い出したかのように頭をかいて、ぺろっと舌を出した。

「あたし、怒られたんだ」

「？」

「さっき、ネイブに」

　先ほど廊下ですれ違ったネイブを、リゼッタは思い浮かべた。ううん、たしかに怒っていたようだった。

「どうしたんですか？」

「えと、今日の戦いのことなんだけど。あたし今日、ちょっと体の調子悪くて、ふわふわしてたんだよね。そのこと言ったら、急に怒り出しちゃってさ。それで」

「ああ……命を粗末にするな、とか」

「ううん」

　エルザは首を振った。

「『ふざけんな！』って怒ど鳴なられた」

「…………」

「そのあとも色々言われてさ、極めつけがコレ。『そんなに死にたいんなら、今度はおれの見てないところで死ね！』」

「……わ」

　ふふっと笑って、エルザは物もの憂うげな視線を手元に落とした。

「それも怒ってるっていうより、なんかつらそうな顔でさ。ああ、あたし悪いことしちゃったのかな、なんてね。変な話だけどさ。そのあとすぐに謝られたけど、なんかネイブ、いづらそうにしてて、結局出てっちゃった」

「…………」

「色々ね、考えてること、あるんだよね。きっと。余計なこと言っちゃったかなあ。あのとき」

「ああ……」

　昨日の晩のことを言っているのだろう。エルザとネイブが口論になったときだ。人がたくさん死んだのに笑ってるなんてどういうことだとネイブは言った。笑わないのは逃げてるだけだ、この卑ひ怯きよう者もの、とエルザは言った。それきりネイブは黙りこくってしまった。

「まあ、言っちゃったものはしょうがないんだけど……」

　苦笑して、エルザは廊下に目を移した。

「……そういえば、ネイブは？」

「え？　ええと……」さっきすれ違ったときは……「そう――『座せる鳳おおとり』に行くって言ってました」
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　ネイブは傭よう兵へいギルドの館やかた『座せる鳳』に続く階段を上っていた。

　これからもスヴァルトと一緒に戦うのなら、彼の変化はぜひともフレアの耳に入れておかなければならない。同時に、なぜああなったのかもネイブは知りたかった。

　ふと、エルザが起きたときのことが頭に浮かんできた。

　まったく余計なことを口走ったものだ。思い出すだけで口の中が苦くなる。

　死にたいならおれの見てないところで死ね、だと。

　意識が戻ったばかりの怪け我が人に向かってよくも。まるで子供のような自分の態度が無性に腹立たしくなり、ネイブは地じ団だん駄だを踏む代わりに階段を一段一段踏みつけていった。

　館やかたに踏み入ると、なぜか目の前でフレアが長卓テーブルに頭をこすりつけていた。向かいに座っているのは、副隊長のエイディという人だ。

「…………なにやってんだ師匠……」

　はっとしてフレアは頭を上げた。醜態を見られて恥ずかしがるかと思いきや全くそんなことはなく、むしろすがりつくような目をネイブに向けてきた。

「よく来てくれた！」

　なにがあったのだろう。

「どうした？」

「……あの、スヴァルトのことで」

「ああ、ちょうどいい。わたしたちも彼についての情報を集めていたんだ。ま、座れ。頼むから座ってくれ」

　勧められるがままにフレアの隣に腰掛け、ネイブはさっそくスヴァルトのことについて話し始めた。

　まずはエレメントの変化。昨日まで〈地の青〉だったエレメントが、今日になってまったく異なるものに変わっていたこと。

　次に性格の変化。いらだちを纏まとった雰囲気がなくなり、不気味に笑うばかりになったこと。

　一通り話し終えると、エイディがおもむろに口を開いた。

「あのエレメントはおそらく……神蛇ヴィヴギオールです」

　ネイブは頷うなずいた。

「名前はおれも聞きました。あいつは何ものなんですか？　属性は？」

　エイディは考え込むような仕し種ぐさをしたあと、難しそうな顔を上げた。

　次に発された言葉は、驚くべきものだった。

「推測の域を出ませんが――彩属性は〈虹にじ〉なのではないかと」

「〈虹〉だって？」

　ネイブに続き、フレアも身を乗り出した。

「虹の中のどの色でもなく、虹そのもの？　聞いたことがないぞ」

「ええ。ですから断言はできません。単なる推測です。ですが……世界を構成する三原色はご存じですな？」

　ネイブはいつぞやのフレアの講義を思い浮かべた。

「〈白〉、〈黒〉、〈虹〉」

「ええ」

「これがどうか……？」

「妙なことが一つ出てきますな」

「？」

「エレメントの属性に〈白〉、〈黒〉は存在するというのに、それらと同列に並べられる〈虹にじ〉は今まで確認されていない」

「……！」

　言われてみればたしかにそのとおりだった。けれど……。

「けれど、それは昔、七つに分かれたからで……」

「逆に考えれば、分かれる前は一つであったということ。それが虹色というものであり、神蛇ヴィヴギオールであった、と」

「そんな……」

　それが本当なら、とんでもないことになる。

　エレメントには序列のようなものが存在する。多くのものは名もない木こっ端ぱエレメントである――ゆえに名前も適当につけているのだ――が、ごくまれに神話に名を連ねるエレメントが誕生することがある。

　たとえば、この傭よう兵へいギルドの館やかたの名にもなっている『座せる鳳おおとり』。

　もとは“〝始原の四人”〟が一人、火父グレーデンの愛鳥であったという。ところがグレーデンがその背に乗って大空を飛び回っているうちに、グレーデンの纏まとう炎が翼に乗り移り、やがて翼は焼け落ちてしまった。だがその代わりに、いつまでも消えぬ炎が形を成して、第二の翼となった。炎の翼。飛べない翼。ゆえについた『座せる鳳』の名。

　そのエレメントが宿った男がいた。彼は膨大な戦闘力を誇り、亡国テッサリアの戦士として、若かりし頃ころのオリオルドと死闘を繰り広げたことはあまりにも有名である。

　結果はからくもオリオルドの勝利に終わったが、座せる鳳の戦いぶりは皆に一つの認識を植えつけることとなった。

『神かみ代よのエレメントは桁けた外はずれに強い』

　今や周知の事実となった事柄であるが、ともかくそこへ来て、今回の件である。

　あのエレメントが本当に神蛇ヴィヴギオールだとしたら、スヴァルトはすさまじい力を手に入れたことになるのだ。

　さらに、とエイディは言った。

「先ほど得られた情報では、あのエレメントは敵のエレメント攻撃を受けても傷一つつかなかったそうです」

　フレアが首をひねった。

「そうだ。いったいどういうことだ？」

「〈虹〉という属性があるとするならば、説明がつきましょう。先ほど申し上げたように、虹の七色の根幹は一つです。つまり彩属性〈虹〉は七色すべての要素を兼ね備えているのではないかと……」

「そんな……」

　フレアが長卓テーブルを叩たたいた。

「そんな馬ば鹿かな話があるか！　七色すべてだと？」

「ええ。ご存じのとおり、エレメント同士の戦いにおいては、同属性の攻撃はほとんど効果がありません。すなわち虹にじ色は、同じ原属性を持つ相手との戦いでは――」

「ほぼ無敵」

　エイディはにべもなく頷うなずいた。

「そういうことですな。そして敵は〈地の赤〉だったといいます。原属性が違えばまた結果は違ってくるでしょう。よって、これらから導き出される彼の属性は」

　一拍おいて、エイディは静かに結論した。



「〈地の虹〉」



    

  
    
      


第三章　見つめるな





　めくるめく戦いの日々だった。

　薔薇輝石ロードナイト戦士団はプリフェスタ軍の猛攻を幾度となくしのいだ。

　注目の的となったのはやはりスヴァルトだった。

　数々の防衛戦においてスヴァルトはすさまじい戦績を続けざまに打ち立て、いまや誰だれもが知る薔薇輝石ロードナイト戦士団の柱の一つとなっていた。一人で大勢の敵を引き受けるために、戦士団の死者数は激減し、帰還するたびに誰かの泣き声が聞こえるということも少なくなった。

　すでに薔薇輝石ロードナイト戦士団の戦力のいくばくかは、彼によって占められているといって過言ではなかった。

　しかし、そんな立派な戦果とは裏腹に――いやむしろ活躍すればするほどに、彼の周りからは少しずつ人が遠のいていった。

　その理由は明らかに彼の様子にあった。

　常から血走って、爛らん々らんと怪しい光を放つ瞳ひとみ。日に日にこけていく頬ほお。ふだんは魂を抜かれたようにおとなしい様子なのに、いざ戦闘となるととたんに豹ひよう変へんし、狂ったような笑みと叫さけびで突っ込んでいく。異常なのは誰だれの目から見ても明らかで、敵のみならず味方をも怖れさせるその変わりようは、屈強な戦士団員でさえ話しかけるのをためらわせるほどだった。

　日に日に孤立していくスヴァルトだったが、当の本人はそんなことを意に介する様子もなかった。そもそも自分から人に話しかけるということをしない上に、話しかけられてもろくに返事もしない。仲間との交流を深めるという考えが皆無なのだ。戦いのときだけふらりと腰を上げ、杖つえを突いて戦場に赴おもむいていく。そして誰の指図も聞かず、ただひたすらにエレメントの力を振るう。

　そんなことが続くとやがて、必要なときを除いてスヴァルトに声をかける者はいなくなった。

　ただ一人を除いて。

「今日はチーズをいただいたので、フォンデュにしてみたんです」

　追い返しても追い返しても翌日にはすべて忘れたように部屋に入ってくるリゼッタを、スヴァルトはじろりと見返した。

　この娘だけが、いつまでも変わらない。同じ結果になるのはわかっているのに、よくもまあ飽きずに毎日繰り返すものだ。

「いらねえ」

「でも、」

「いらねえと言ったろうが」

　腹に力をこめて脅しつける。今までのリゼッタなら、これで引いていたのだ。

　だが今日は違った。生意気にも眉まゆ根ねに力を入れて、さらに反抗してきたのだ。

「た、食べなきゃいけませんっ。スヴァルトさん、昨日もろくに食べてないのに」

「…………」

　――うっとうしい。

　スヴァルトは黙って杖を振り上げると、加減もなしに盆の上に叩たたきつけた。

「ああっ！」

　盆が真ん中からかち割れて、ひっくり返った皿の中身が床にぶちまけられる。

　喉のどを詰まらせるリゼッタ。

　床から溶けたチーズの匂においがただよってきたが、スヴァルトは旨うまそうともなんとも思わなかった。あの金きん目めからエレメントを譲り受けてから、だんだんと食べ物の味がわからなくなってきている。腹も減らない。病で死んだ親父が死ぬ前に似たようなことを言っていたから、自分もきっともう長くないのだろうと思う。後悔はなかった。

　かがんで床を拭ふくリゼッタの後ろ姿に、ぶっきらぼうな声を投げつける。

「メシはもう持ってくるな」

「…………」

「ここに入ってくるな」

「…………」

「耳はあるか」

　沈黙を保っていたリゼッタが、ばっと立ち上がった。

「……っ」

　口くち許もとをわななかせて、くやしげな顔。すみれ色の瞳ひとみに浮いた涙。

　平手を振り上げる。

　ぱん、と自分の頬ほおで音がした。

　リゼッタはそのまま背を向けて出て行こうとする。

　華きや奢しやな腰つきだ。こんなに細くて丈夫な子を産めるのだろうか。

　スヴァルトは呼びかける。

「リゼッタ」

　ぴく、と立ち止まる。

　しまったと思ったがもう遅い。

　思えば名前を呼んだのはこれが初めてだった。余計なことをした。リゼッタの肩が緊張している。ああ、なにを期待しているのかが手に取るようにわかる。悪かった、言い過ぎた――そんな言葉を待っている。そして、さらにあとに続くなにかを待っている。

　けれど。

　悪いが、次に言う言葉は決まっている。

「――もう俺おれに構うな」

　そう言った瞬間、リゼッタの背中が強こわ張ばったのがありありとわかった。しかし力は一瞬で抜け、次には肩がくたりと下がり、顔がうつむいた。

　やがて背中がふるふると震え始める。

　そして最後には、こらえきれなくなったように部屋を飛び出していった。

「…………」

　スヴァルトはぼんやりと開け放たれたままのドアを見つめた。

　張られた頬は、音が大きいだけで痛くなかった。はずだ。

　ふん、と鼻を鳴らす。

　床に目を落とす。

　すんでのところで出そうになった溜ため息いきを飲み込んで、独りごちる。

　嫌なもんだな。女を泣かすのは。
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　二階に上ると、いきなり走ってきたリゼッタとぶつかりそうになった。

「あ、ご、ごめんなさい」

　リゼッタはうつむいたまま頭を下げ、逃げるように階段を下りていった。

　その後ろ姿を黙ったまま見送って、ふいと廊下の奥に目をやると、スヴァルトの部屋の扉が開いていた。

「…………ああ」

　なんとなく事態は飲み込めた。

　ずっと眠っていたじいさんがようやく目を覚ましたと聞いて、急いで戻ってみれば、さっそくこれだ。

　ネイブは老人の部屋を通り過ぎ、スヴァルトの部屋の前に立った。

　――やっぱり……。

　案あんの定じようというべきか、ドアの少し先におかしな色の染みた床があり、皿だのスプーンだのといった食器が散乱していた。二つに割れた盆を見て、ネイブは溜ため息いきをついた。皿ならまだしも、ふつうに手が滑って盆が割れるわけがない。

　おぼつかない手つきでトゲのついた鉄球をもてあそんでいたスヴァルトは、うつむいていた顔をゆらりと上げた。

　初めてその顔つきを見る人間は言葉を失うだろう。

　人にあらざる形相だ。目の周りは何日も寝ていないかのように黒ずみ、瞳ひとみばかりが日に日に不穏な輝きを増していく。頬ほおは皮一枚になるまで肉はそげ落ち、唇は色を失って乾ききっている。筋ばかり目立つようになった腕や指はまるで生きた干物のようで、見るも痛々しかった。

　――すべてはあのエレメントを得てからだ。

　神の蛇へび。七つの属性を兼ね備える強大なエレメント。その力の代償。

　ネイブは呟つぶやくように言った。

「なあ、あんた」

　スヴァルトは眼光鋭くこちらを睨ねめつける。慣れっこだ。ネイブは続ける。

「少し……休んでみないか」

「休む？　なぜだ」

「なぜだって？　わかんないのか？　みんな思ってるよ。あんた、変だ」

　それを聞いて、スヴァルトは再び顔を伏せ、

「ふふ……」

　くつくつと笑った。

「どいつもこいつも……そんなに俺おれの活躍が妬ねたましいか」

　ネイブたちの心配は、スヴァルトの目には別のものとして映ったようだった。

「ハッ、束になっても俺一人に満たねェ雑ざ魚こどもが、どの口で俺にすっこんでろだと？　まったく笑わせてくれやがる。遠巻きにぴいちくぱあちく囀さえずることしかできねえなら、いっそてめえらから血祭りに上げてやろうか……」

「違う、そんなんじゃない。みんなはただ……」

「てめえもだ！」

　ネイブを見もせずに、スヴァルトは怒ど鳴なった。

「〈地の白〉だと？　最強の盾だと？　てめえはそれでなにをした。敵を一人でも殺したか？　俺おれのように」

　ネイブはうっと口をつぐんだ。

　そう。〈地の白〉という、いわば鳴り物入りで入団したはずのネイブは、実はたいした戦果も上げられずに今に至っている。

「やってねえだろう！　てめえはただ後ろで俺らの、いや俺の戦いを眺めてただけじゃねえか！　さあ、今こそ訊きいてやろう。攻撃の要かなめである俺と、自分を守るだけのてめえ……どちらが強い？」

　問うておきながら、間髪入れずにスヴァルトは断言した。

「俺だ！」

　歓喜に満ちあふれた声。勝利の雄叫おたけび。

「どんなにその盾が硬かろうが、それで敵陣を切り開けるわけじゃねえだろう。てめえはせいぜいその丈夫なカラに守られて、俺の後ろで震えていやがれ！　はっはっはっはァ！」

「――――」

　呵か々か大たい笑しようするスヴァルトを見て、ネイブはぞっとした。

　彼は生まれ変わったエレメントに惚ほれ込んでいるのだ。求める力に出会い、それを思うがままに振り回す快楽に酔いしれている。

　気持ちはわからないでもない。

　だが、それが同時に己の体をむしばむ毒虫であることに、彼は果たして気づいているのだろうか。このままの状況が続けば、スヴァルトはいずれ……。

「……っ」

　なんとかしなければ、という気持ちがネイブの中に芽生えていた。

　顔を合わせたのもなにかの縁だ。執しつ拗ように絡まれたせいで、内面には近しいものがあると気づかされた。仲間と呼ぶ間柄ではないが、心の中に小さからぬ位置を占める存在になっているのは疑いのない事実だった。

　ふと、さっき廊下ですれ違ったリゼッタのことが頭をよぎった。

「…………あの、さ」

　ふと、口にしてみた。

「……リゼッタが、泣いてた」

　返答までには少し間まがあった。

「…………それが、どうした」

　二の句を、ネイブはためらった。

　――なんて野や暮ぼなことを言おうとしてるんだ、おれは……。

「……あの子の気持ちを、知らないわけじゃないだろう」

　はたから見ている自分でさえわかったのだ。当の本人が気づかないはずがない。

　スヴァルトはつまらなさそうに鼻を鳴らした。

「…………」

「…………」

「…………」

「……なあ」

　余計だろうか。他人のこういうことに首を突っ込むのは。

　やたらと長く感じられた沈黙ののち、スヴァルトはようやく苦々しそうな顔をして言った。

「……あいつの欲しいものと、俺おれの欲しいものは違うんだ」

「…………」

「両方を手に入れることはできねえ」

「…………」

「俺は譲らねえ」

「…………」

「だから、俺とあいつは相あい容いれねえ」

「――――」

　ネイブは大きく息を吸って、静かに吐いた。それがあんたの答えなのか。

「そうか……」

　硬質な空気がスヴァルトを包んでいる。初めて見る顔だった。悲しさではない。さみしさでもない。静かな決意。好意の視線から、顔をそらし続けて生きること。

　共に同じ道を歩めないとわかっているなら、わかりあえない結果が待っているなら、はじめから拒絶する。

　優しさを持たないスヴァルトにとっては、それがリゼッタへの、せめてもの気遣いだったのかもしれない。

　――ずいぶんと回りくどいことをするじゃないか。

「…………あんた、結構めんどくさい奴なんだな」

「そうか」

　うつむいたまま、スヴァルトは肩を揺すった。

　ひょっとしたら、笑っていたのかもしれない。
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　――なんであんな人のことを好きなんだろう。

　悔しかった。

　こぼれる涙を、リゼッタは懸命に拭ぬぐった。

　やめた方がいいとエルザに言われた。自分でも薄々わかっている。わかるのとできるのとは違うんだなあと思い知る。誰だれかと心を交換してしまいたい気持ちに駆られる。

　――未練たらしいっていうのかな、こういうの……。

　南門の前で行き倒れていたスヴァルトを見つけたのは、もう一月も前のことだった。誰も助けないのを見て、見ぬふりをできるほどリゼッタは図太くなかった。わざわざ近くの家で荷車まで借りて、彼を運んだ。

　目を覚ましてからも、スヴァルトにはまるで愛想というものがなかった。手足が思うように動かせないことにいらだち、リゼッタが手を貸すと余計に怒りだす。一人でできないことに限って一人でやろうとするのだ。なんて手のかかる人なんだろうと思った。

　スヴァルトはあるとき、自分が倒れていた場所に行きたいと言いだした。連れだって行くと、門のすぐ外に杖つえと鉄球が転がっていた。スヴァルトはその前にひざまずき、ああ……と声を上げて、リゼッタにはゴミにしか見えないそれらを、大切そうに抱え込んだ。

『…………』

　心が波立つのを、リゼッタは感じていた。わたしにはそんな顔をしてくれないくせに。なんでそんながらくたに。

　今までになかった感情だった。それが嫉しつ妬とだと知ったのは少しあとのことだ。

　モノに嫉妬するなんて馬ば鹿かげている。けれど、馬鹿げているで気持ちが消えるならこんなに楽なことはない。気にしているのだと自覚すると余計に気になってしまう。要いらぬ手出しをすることが増え、そのたびに怒ど鳴なられた。

　でも、いつかきっと……。

　小さな期待は胸の中でくすぶり続けた。

　一度でいいから褒めて欲しくて、笑いかけてくれるのを待ちわびて。

　世話して、好きになって、怒られて。

　なんだか不公平だ。ずるいと思った。

　けれど、やめようとはこれっぽっちも思わなかった。

　そして今日――。

　求めていた瞬間が、ついに訪れた――

　そう思ったのは勘違いだったらしい。一瞬期待しただけに、落差は大きかった。

　突き放す言葉。

『もう俺おれに構うな』

　思い出しただけでぶわっと涙があふれてきて、リゼッタはとっさに顔を袖そでに押しつけた。

　――駄目なの？　そばにいたらいけないの？

　しんと静まった台所の隅。

　流しの脇わきにしゃがみこんで、リゼッタは押し殺しきれない嗚お咽えつを漏らした。



　　　＊＊＊



　老人はすでに目を覚ましていた。

　ネイブが部屋を訪ねたときには、ちょうどベッドから起き上がり、ブルーノと話をしていたところだった。

　白髪白しら髭ひげ、ひょろりと縦長の顔。痩やせた体とも相まって、まるで冬枯れの古木のような姿である。その小さな黒目がふっとネイブを見つけた。

　気づいたブルーノがこちらを向く。まだ飽きもせずあの王冠もどきをかぶっている。

「ああ。待っていたんですよ」

　ブルーノは老人にネイブを紹介した。ここに至る経緯。崩れゆく宿屋にネイブが飛び込んできたこと。ネイブがいなければ老人を連れての脱出はかなわなかったこと。事実は事実なのだろうが、面と向かって命の恩人だなどと言われると正直、面おも映はゆいものがある。

　老人はジョゼッペと名乗った。

「すまんかったの。この老いぼれた体で柱を支えるのは、さすがに無理が過ぎたようじゃ」

　気がついたばかりだというのに、存外しっかりした表情をしている。声もちゃんと通っているし、見かけのわりには丈夫な造りをしているようだ。

　よく生還したものだとネイブは感心した。あれからいったい何日間眠っていたのだろう。十日？　もっと？　くたばるのは半なかば覚悟していたが――遠回しにそう言うと、ブルーノは口を開いた。

「実は数日前からたまに目を覚ますことがあったんですよ。すぐ眠ってしまうのであまり期待させてはいけないと思って伏せてましたけど」

　聞けばメシもその間に少しずつ食べさせていたらしい。どうりで思ったより元気なはずだ。

　ジョゼッペは言った。

「儂わしはバハラクの出でな。プリフェスタに向かう途中じゃ。夢半ばで力尽きんでほっとしておるわい。感謝しておるよ」

「へえ、バハラク」

　学問都市バハラク。ゴート帝国皇帝領の真東、テッサリア州の一都市である。文盲のネイブにとって、学問の世界は王公のそれと同じぐらい遠い。

「バハラクの人って、本でできた家に住んでるって聞いたけど、ほんとなのか」

「む？　図書館ビブリーオのことかの？　ほっほ、たしかに本は読んでも読み切れんぐらいあるが、本でできとるわけではないのう。だいいち、本でできとったら一大事じゃぞ。雨が降っただけで台無しじゃ」

「なんで雨が降ると台無しになるんだ？」

「おぬし、本を開いてみたことはないかの？」

「帳簿なら」

「本とは少し違うが、あれも同じじゃ。水に濡ぬれると書かれたインクが溶けてぐしゃぐしゃになってしまう。紙どうしもひっついて、本を開くこともできんようになる。これじゃ読めんわのう」

「うん？　インクはよくわからないけど、紙はたしか木でできてるんだろう？」

「うむ」

「木は水を吸って育つんだ。その木でできたものが、なんで水に濡れるとだめになるんだ？　変じゃないか？」

「ふむ…………なるほど、もっともじゃのう……」

　ジョゼッペは考えこむそぶりをした。

「ううむ。わからんわい」

　その姿を見て、ネイブは意外な気がしていた。

「へえ。本をたくさん読んでるじいさんにもわからないことはあるんだな」

「うむ。むしろわかることの方が少ないわ」

「ふうん……」

「じゃから調べるんじゃ。わからんことを調べて解き明かす。するとまたわからんことが出てくる。またそれを調べる。その繰り返しじゃ。終わりなぞ見えん」

「それ、楽しいのか？」

「無論じゃ！　……よし、この問題はのちの課題にしておくとしよう。また一つ楽しみができたわい」

　そう言って笑顔を見せるジョゼッペを見て、なんだか変な人だな、とネイブは思った。

「ところで――」

　ブルーノが口を挟んだ。

「プリフェスタに行くおつもりですか」

「うむ」

　ジョゼッペはしごく当たり前のように頷うなずいた。

「戦争のさなかです」

「そのようじゃのう」

「なぜ？」

「研究のためじゃ」

「命を落とすかもしれません」

「構わぬ……とはさすがに言えんのう。命は惜しいわい。せいぜい気をつけるとしようか」

　はっはとジョゼッペは笑った。どこが面白かったのかネイブにはわからなかった。

「戦争が終わってからではいけないのですか」

「儂わしもこの歳としじゃ。いつまで生きていられるとも限らん。ゴートの侵略がやむのを待っとったら、そのうち骨になってしまうて」

　侵略、という言葉にネイブは反応した。

「侵略って……どういうことだ？」

　ゴート帝国は大陸全土を統一するために正義の戦いを行っているはずなのだ。統一がなされて、一国による統制が大陸の隅々にまで行き渡れば、世界から貧困は消える。飢えて死ぬこともなくなる。すべての人間が幸せになれる時代がやってくる。そのための戦いなのだ。疑うことなかれ。これは正義の戦いなのだ。少なくともネイブはそう教わってきた。そんなことをとつとつと話すと、ジョゼッペは一つ頷うなずいた。

「――うむ。間違ってはおらん。ゴート側の言い分はおぬしの言うたとおりじゃ。が……他ほかの国からすればどうじゃろうの？」

「……？」

「平穏に暮らしとったところに、ゴートの兵どもが土足で踏み入ってくるわけじゃ。国が違えば文化も違う。お上が代わればとばっちりを受けるのは下の者じゃ。慣れ親しんだ生活を捨てよと強制され、よく知りもしない習慣を押しつけられる気持ちを、おぬしは考えたことがあるか？」

「でも、最初のうちだけかもしれないじゃないか。いつか慣れれば……」

「バハラクの本は今も焼かれておる」

「！　なんで――」

「『本などなんの役に立つんだ。食えるわけでなし、なくなって困るものでもないだろう』とな。奴らはそう言いおったよ。先人が苦労して積み上げてきた知識の山は、奴らには薪たきぎの山に見えるらしい」

「ひどい話だな……」

　ジョゼッペは軽く首を横に振る。

「それでもいいんじゃ。薪の山に見えるなら結構。じゃが奴らは、それが宝の山に見える我々のような人間がおる、ということを知ろうとせん。奴らの幸せは儂わしらの幸せ――ふん。そんなはずがあるまいて」

「…………」

　ジョゼッペの怒りがひしひしとネイブに伝わってきた。それはネイブが今までに見たどの怒りとも違っていた。彼が腹を立てているのは、むやみに蹂じゆう躙りんされたことに対してではない。自分と相手は違う人間であることを、相手だけが知らない。知ろうとしない。そのことがこの老人には我慢ならないようだった。

　頷きながら老人の話を反はん芻すうしていると、ジョゼッペがふっと目め許もとをゆるめてこちらを見た。

「珍しいの」

「？」

「おぬしじゃ」

「おれ？」

「たいていの輩やからはこの話をするとすぐに怒りだして、聞く耳持たんようになってしまうんじゃがの。おぬしはどうも違うようじゃわい」

「ええと……どういうことだ？　愛国心が足りないってことか？」

「ふはは。かもしれんのう」

　ネイブはがくっと肩を落とした。

「……ダメかな？」

「良し悪あしじゃ。そういう輩やからはおってもよい」

「うーん」

　ネイブは考えこんだ。ゴート帝国の新たな一面を見せられてはっとしたのはあっても、怒りは湧わいてこなかった。なぜだろう。

「……たぶん、国のために戦ってるわけじゃないからかもしれない」

「ほう」

「実は、どっちが勝つとか、負けるとか、ちょっとどうでもいいんだ。いや、できればゴートが勝つ方がいいなと思ってるけど。でも、おれの目的は別のところにあるから」

　ネイブはこれまでの成り行きを語った。仲間たちと傭兵団ロツトを組んで、戦いで成り上がろうとしていたこと。にもかかわらず、いつまでも自分だけエレメントが孵ふ化かせずに戦場に行けなかったこと。銀色の目をした千里眼という奴が現れ、孵化に至ったこと。しかしその代償で親友と妹が死に、仲間二人が〈天の黒〉の技で生きても死んでもいない状態にされてしまったこと。そして、その二人を治す手段を探していること。

　あらかた話し終えると、ジョゼッペはひょろりとしたあご髭ひげに手を当てて、ふぅむと言った。

　次にその口から飛び出した言葉は、思いもよらないものだった。

「なにかで読んだことが……そう、エレメントの効果を消し去ることのできる人間がおると」

「なんだって！」

　にわかにネイブの胸に期待の風が吹き込んだ。二歩三歩と老人に歩み寄る。もどかしい。せき立てるように問う。

「どこだ？　なあ、どこにいるんだ？」

　ジョゼッペは落ち着いてその街の名を告げた。

「ロスブリュック」

　答えを聞いて、ネイブは微妙な表情をした。

「ううん……テッサかあ……」

　テッサリア一の都ロスブリュックは、戦場からはるか後方、ゴートの奥深くに位置している。戦士団に属しているかぎり、常に前線に追いやられることになるので、そちら側に出向くことはまずないといっていい。

「弱ったな……」

　戦士団に入ったとたんこれである。かくなる上はさっそく退団する覚悟も決めておかねばなるまい。フレアに言うのは心苦しいが、そもそもの目的はこちらだ。背に腹は代えられない。

　ロスブリュック。その街の名を、ネイブは心に刻みつけた。

「わかった。ありがとう」

「頭を下げんでくれ。まだ命を救ってもらった礼にもなっとらん」

　ジョゼッペが肩をすくめたとき、ネイブの背後からあっという声が聞こえた。

「起きてる！　よかったあ」

　うれしそうに顔をほころばせて、エルザが立っていた。

　うっとネイブはのけぞった。いつぞやに泣く姿を見てしまった手前、少し気まずい。

　しかしエルザはそんなネイブの気持ちなど露知らず、ころころと笑いながらジョゼッペの顔を覗のぞきこんだ。

　――こいつ……なに考えてんだ？

「あたしはエルザ。エルザ＝アンフランク。向かいの部屋に泊まってるの。おじいちゃんは？」

「ジョゼッペ＝ディレオ＝ステファーノと申す」

「長いのね。貴族？」

「いや。テッサリアは似通った姓が多くてな。親同士の姓の組み合わせで種類を増やしとる」



    

  
    
      



    

  
    
      「ふうん。じゃ、ジョゼッペ＝ステファーノ＝ステファーノなんて人もいるんだ？」

「重なるときは一つ省く。そして姓に『ディ』を添える。ジョゼッペ＝ディステファーノ」

「あれ？　ディレオっていうのはじゃあ？」

「いいところに気がついたの。じゃがこれは綴つづりが――」

　楽しそうに話すエルザを、ネイブは感心しながら見ていた。初対面でありながら、名前などというたわいもない話題で話が弾む。自分にはない特技だ。

　それにしても、この（言っては悪いが）さして広くもない部屋に四人はちと狭い。前のめりに話を続けるエルザの肩がふれて、ネイブは少し緊張しながら横にずれた。すると今度はブルーノにぶつかった。

「あ、ごめん」

　その拍子に、ブルーノの頭に載っかった木彫りの王冠が、ぽとりとベッドに落ちた。

「……わあ、なにそれ。すごい！」

　今ごろ気づいたらしく、エルザが興きよう味み津しん々しんの目で王冠を見つめている。と思うや、ひゅっと泥棒のような手つきでひったくって、近くでしげしげと眺めだした。なんだか猫のような奴である。

「すごおい。すごーい。これ、あなたが彫ったの？」

「ええ」

　ブルーノはにこやかに答えた。

「なにやってる人なの？　彫ほり細ざい工く師し？」

「いえ。ですが手先は少しばかり器用ですよ」

「うん。わかる。それで、なんで冠かぶってるの？」

　ネイブが口を挟んだ。

「王様気取りか」

　それを聞いて、ブルーノは微笑ほほえんだ。

「いえいえ。でも、どうですか？　見ていると楽しいでしょう？」

「うん！」「あんただけだ」

　二人、正反対な答えだった。

　しばらく眺めたあと、エルザは少し迷うようなそぶりをして、ねえ、と切りだした。

　懐に手をやって、ごそごそと何やらを取り出す。

「これ、直せる？」

　差し出されたものを見て、ネイブはぎょっとなった。

　初めてこの街についた日にやらかしたこと。

　初対面のエルザに「なぐらせて」と追い回された記憶が蘇よみがえる。

　割れたブローチが、そこにあった。

　どっと背中に汗をかくネイブの前で、ブローチが右から左に移動。

　もしや当てつけか？　と横目でエルザを窺うかがうが、いたってふつうの表情だ。なにを考えているのかまったくわからない。

「ふむ……」

　ブルーノはブローチをひっくり返したり元に戻したりしてしばらく観察したあと、

「直せますよ」

　こともなげに言った。

　エルザの顔がぱあっと輝く。

「ほんとっ？」

「蝶ちよう番つがいだけですからね。この……」裏を見る。「裏打ち部分が傷ついていなかったのは不幸中の幸いです。落としたんですか？」

「落としたんだけど、それをさらに……」

　ネイブははっとなった。身構えたときにはもう遅かった。

「こいつがぁっ！」

　ズドム。

「ぶっふぁ」

　首から上がすっ飛びそうになった。相変わらず力が有り余っているようだ。

　頬ほおを押さえて呻うめくネイブの耳をがしっとつまむ指。次はなにをやらかす気だとおびえたのもつかのま、ぼそりと耳打ちされた。

「絶対言わないでね」

「な、なに、を？」

「言わせないでよ。ああもう。一生の不覚」

　それだけ言って、エルザは耳を離した。

　泣いていたときのことだと気づいたのは、しばらくしてからだった。

　その原因がブローチだと気づいたのは、さらに後のことだった。
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「どういうことだッ！」

　だん、と机を叩たたいて、フレアは立ち上がった。

　狭い部屋だ。一人ならなんということはなくても、四人も入れば肩を寄せ合って座る羽目になる。ましてそのうち二人までもが屈強な男なのだ。窓でも開けなければ暑くて仕方がない。

　薔薇輝石ロードナイト戦士団における会議は通常、以下の四人で行われる。

　一番隊隊長兼団長、ガングスタフ＝ガングリオン。

　二番隊隊長、フレア＝イーザ。

　三番隊隊長、オークニー＝ゲグラン。

　そして二番隊副隊長兼、参謀兼、議長のエイディ＝クレアドである。

　ふだんは団長とエイディの間で話の大部分がまとまってしまい、フレアやオークニーが異を唱えることはないのだが、今回ばかりは事情が違っていた。

「ですからそのことについては詳しく記されていないのです」

　エイディは平へい坦たんな口く調ちようで言った。

「ただ、海王石ベリル戦士団はこの作戦から手を引く、とだけ」

「答えになっていない！」

　フレアは憤った。

「我々だけでザカード砦とりでを落とせというならやってみせよう。しかし、これは皇帝の勅命だ！　海王石ベリル戦士団には従う義務がある！」

「おっしゃるとおりです。ですからなにか起こったと考えるのが自然でしょうな。団長の前で言うことではありませんが……」エイディはちらと団長のガングスタフを見た。「……あそこはもともときな臭いところでした」

「む……」

　ガングスタフは難しい顔をしていた。彼は海王石ベリル戦士団がまだ海賊団だった頃ころに、その一員だった過去があるとフレアは聞いていた。古巣がよからぬ動きをしているらしいとなれば、誰だれだってあんな顔になるだろう。

「とにかく」

　エイディはそれた議題を元に引き戻した。

「当面の問題は、ザカード砦の攻略です」

　最初の計画では、フレアたち薔薇輝石ロードナイト戦士団がこの街を守っている間に、海王石ベリル戦士団が山一つ越えたところの内海を渡り、背後からザカード砦を突く手はずだった。長らくライオドーンで行っていた防衛戦は、あちらさんが海を渡るまでの単なる時間稼ぎだったのだ。

　ところが、肝心要かなめの海王石ベリル戦士団が軍を退ひいてしまったことで状況は一変した。かくなる上はフレアたち自らが攻め上がり、ザカード砦を自力で落とさねばならない。

「となると……正面衝突ですか。やはり」

「不満そうだなエイディ」

「ええ団長。単なる殴り合いでは私の出る幕がありませんので」

「出る幕ときたか。はっは。なんでえ、乾いた乾いたと自分で言いながら、まだ乾ききってねえじゃねえか。ええ？　“〝案山子かかしのエイディ”〟よ」

「……失言を。お忘れください」

「そいつを失言と言うのがおめえらしいな」

　呵か々か大たい笑しようして、すっかり精気を取り戻したガングスタフは、フレアたちの方へと向き直った。

「決定だ。俺おれら薔薇輝石ロードナイト戦士団はザカード砦に正面から攻め入る」

　それまでゆるんでいた空気が一瞬にして緊張する。団長としての顔でガングスタフは告げる。

「刻限は三日後の早朝。各自、備えを怠るな」
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　昼ひる日ひ中なかの街の片隅。

　かん、かん、と木の打ち合わさる音が響いている。

　木剣を握りしめて、一心不乱に打ち込むのはネイブ。

　まだ頼りないその太た刀ち筋すじを、片手で難なくしのいでいるのはフレアである。

「三日後だそうだ」

　かん、かん、かかん。

「これまでにない戦いになるだろう」

　かっ、かっ、かん。

「緊張するか？」

　受けに回っているフレアだが、時折思いだしたように攻撃を混じらせる。ひゅっと振り下ろされた木剣を受け流し、ネイブは剣を捨てる。腰に差した短剣を引き抜きざまフレアの背後に回り、組みついた――かと思いきやすでにフレアの姿はなく、急に手首に走った痛みとともに世界がぐるりと一回転する。

　投げられていた。

「くう……」

　背中から落ちたというのにさほど痛みはない。息もちゃんとできる。加減されていることを思い知る。

　はっと気づいた。ぼうっと空を眺めている場合ではない。ネイブは弾はじかれたように跳ね上がり、再びフレアに相対した。

「はあ……はあ……」

「うむ」

　フレアは満足げに頷うなずいた。

「ちゃんと守っているようだな。寝っ転がるのは死んだときだけだ」

　稽けい古こを願い出たのはネイブの方だった。

　防御一辺倒の〈地の白〉だけでは、いざ敵を倒さなければならなくなったときにどうすることもできない。が、いつまでも安全な場所で指をくわえているわけにはいかない。だから、せめて倒す手段の一つや二つ身につけておかなければと思ったのだ。

「――それにしても馬ば鹿かの一つ覚えだな」

　フレアは言った。何日も稽古をつけているというのに、ネイブはたった一つしか攻め方を憶おぼえようとしない。けれども、言葉とは裏腹に、表情はさして呆あきれたふうでもなかった。

「おれは頭がよくないから」

　フレアはふむ、と頷うなずいた。

「まあ、あれもこれもと手を出してなにも身につかんよりはいい」

「馬ば鹿かの一つ覚えはどうですか？」

　フレアはにっと笑って、悪くない、と答えた。

「わたし以外なら成功するかもしれんな」

「…………」

「どうした？　褒め言葉だ。図に乗らない程度に受け取っておけ」

「はっ、はい！」

　ネイブは大げさに頭かしらを縦に振った。まさか褒められるとは思わなかったのだ。急にうれしさがこみ上げてきて、ネイブは思わず短剣の柄つかを指の腹でさすった。

「とはいえその短剣のおかげもあるだろうな。いいだろう、それ？」

「はい」

　最初に相談を持ちかけたとき、フレアから譲り受けた短剣、その名も“〝慈悲ミゼリコルデ”〟。細い刀身の長さは親指と人差し指を広げたほどしかなく、柄と合わせても上腕に満たない小振りの剣である。やたらと軽く、手に持っていても腰に差していてもまったく苦にならない。頼るべきはやはり師匠の選択眼だった。

「くれぐれもそれで攻撃を受けるなよ。簡単に折れる」

「はい」

「さあ、続きを始めるぞ」

　その後も二人は、飽きもせず同じ型を繰り返した。



    

  
    
      


第四章　憐あわれむな





　あまりにも突然に、それはやってきた。

　敵襲を告げる鐘かねの音。

　市壁の上から敵の姿を見た者はみな一様に息を呑のんだ。

　峡きよう谷こくの奥側から大地がじわじわと苔こけの広がるように塗ぬりつぶされていく。

　プリフェスタ軍。

　市壁に打ち寄せる鯨波。びりびりと震える大気。

　これまでの比ではなかった。大パレードと見まがう大観衆――否、大軍勢が、さながら氾はん濫らんした川のごとく、峡谷の幅いっぱいに押し寄せてきていた。
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　その少し前――

　どん、と岩壁に押しつけられた男は、苦しげにケフッと息を吐いた。

　市壁の外、戦士団が野営する平地。雨風をしのぐ天幕テントの下には藁わらを敷いただけの寝床が五つ六つ。色気もへったくれもないこの場所に、赤い胸当てが一つ転がっていた。

　その持ち主の襟をねじり上げているのは、隊長のフレアであった。

「なかなか愉快な真ま似ねをしてくれるじゃないか。ええ？」

　声は怒りを孕はらんでいる。

「こともあろうに戦士団員の証あかしたる胸当てを蹴けっ飛とばすとはな。どこに逃げるつもりだったかは知らんが、次からはもう少し周りに目を配った方がいいぞ？」

　男の手から背し負よい袋が落ちた。その口が開いて、干し肉や硬パンなどの食糧が転がり出た。

「さあ吐けドナテロ！　貴様、こそこそとなにをやっていた！」

　フレアの隊の一員、ドナテロがなにやら怪しい動きをしている――そうエイディが報告してきたのが先ほどのこと。さっそくドナテロのいる天幕を訪ねたフレアの目に飛び込んできたものは、旅支度をととのえ今にもずらかろうとする彼の姿だった。

　フレアの激しい剣幕に、ドナテロが口を開きかけたそのとき、がらんがらんと高らかに鐘の音が鳴り、次いで敵襲の声が谺こだました。

　それを聞いて、フレアの眉まゆが一段とつり上がった。

「！　そういうことか！」

　同時にフレアの背後で、ふむ、という呑のん気きな声がした。

「……思えばこれまでらくらく守り切れていたのが妙なことでした」

　そこにいたのは、薔薇輝石ロードナイト戦士団の頭脳にして二番隊副隊長、エイディ＝クレアドである。

「初めから彼らはこちらの作戦を知っていたのですな。海王石ベリル戦士団の急襲に備え、戦力を温存していたと考えれば、今までのあの腰の引けた戦いぶりにも納得がいきます。そしていざ背後の脅威が消えたと知るや、溜めに溜めた戦力を一挙に放出してライオドーンを落としにかかる、と」

　うむ、と一人で首しゆ肯こう。

「そして、これらの計画に必要なものとは……」

　エイディは小さな目を脇わきに向けた。

「内通者ネズミの存在――ですな、隊長？」

　得意げに推論を披露するエイディに、フレアは付き合いきれんと首を振った。

「悠長に構えてる場合か。わたしは行かねばならん。エイディ、こいつを頼む……」ドナテロの首根っこを引っ掴つかみ、エイディに突きつけてしばし。「……のは、無理だな」

　エイディはさも当然のように頷うなずいた。

「私に力仕事などちゃんちゃらおかしい話です」

「威張るな」

　フレアはどこからか縄を取り出すと、ドナテロの手足をぐるぐるに縛り上げた。

「処罰は追って伝える。せいぜいこちらが勝つことを祈っていろ」

　そう言い捨てて、フレアは天幕テントを飛び出した。
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　部屋のドアを開けて最初にリゼッタが見たものは、ぐったりと床に倒れ伏したスヴァルトの姿だった。

「スヴァルトさんっ！」

　かけよって顔を覗のぞき込むと、スヴァルトは脂あぶら汗あせを流して苦しんでいた。

「ぐ……ぐううううっ……！」

　顔色が一目でわかるほど赤黒く染まっている。白目を剥むき、歯を食いしばった口の端からは白い泡。額には太い血管が飛び出しそうに浮いている。二度三度と背中を弓なりに反らせて、そのたびに壊れた笛のような呻うめきが口から漏れる。まるで今すぐにでも腹が裂けて何かが飛び出てくるのではないかと思える苦しみようだった。

「スヴァルトさん！　スヴァルトさん！」

　半なかば泣きそうになりながら、リゼッタはスヴァルトの体を揺すった。ねえどうしたの。死なないで。死なないで。本当にこのまま死んでしまってもおかしくなさそうな様子に、リゼッタは取り乱すばかりだった。

　本来ならば、戦士団に入ったからには皆にあわせて野営しなければならない。ところが、体が不自由なのを理由にして、リゼッタは半なかば強引にスヴァルトを宿に留とどめ置いた（ついでにネイブもなんだかんだと理由をつけて引き留めた）。スヴァルトはどちらで寝ようが興味がなさそうだったし、戦士団の許可も――どうぞ持っていってくれという感じで――あっさり下りた。皆、スヴァルトを気味悪がっている様子だった。

　ほっとした――のはつかの間だった。

　途中からどんどんおかしくなっていったのはもちろん気づいていた。妙におとなしくなり、瞳ひとみに宿った剣けん呑のんな輝きだけが日に日に度合いを増していく。聞けば、戦場では狂ったような笑い声を上げて真っ先に敵陣に飛び込んでいくらしいのだ。いったいなにがどうしたというのだろう。こんなことになるのなら、まだ当たり散らされていたときの方が気が楽だった。

　がらんがらん――

　鐘かねの音に続いて、敵襲、の声が聞こえた。

　――またなの。

　リゼッタは心が重く沈むのを感じた。

　これまで何度あったことだろう。そしていつまで続くのだろう。わたしはただ、平穏な日々を送りたいだけなのに。

　争いごとを嫌うリゼッタにとって、平和で平凡な日々は、心から望んでやまないものだった。一見簡単そうに見えるのに、どうして手に入れるのはこんなに難しいのだろう――。

「あ、ああ」

　びく、とリゼッタは肩を強こわ張ばらせた。スヴァルトの声だった。

　下を見ると、スヴァルトが意識を取り戻した。苦しさはどうやら収まったようで、顔色が少し元に戻ってきている。血走った瞳はぼんやりと天井を見たままで、やがて白泡の消えやらぬ唇がゆっくりと動いた。

「てき……しゅう」

　かすれた一言に、リゼッタははっと血相を変えた。

「だっ、ダメですっ！」

　あの状態で外の音を聞き取っていたのだ。リゼッタはめまいがした。

「敵……だ……」

　声がだんだんとはっきりしてくる。瞳に剣呑な光が戻ってくる。ああ。もうなにを言っても止まりはしない。それでも言わずにはいられない。

「行っちゃダメです！　ぜったい！　ぜったいダメですっ！」

　起き上がろうとしている。ふらふらと視線の定まらないまま、震える手を床について、もう一方の手は床をはいずり杖つえを探している。

　杖にかかるスヴァルトの手をすんでのところで払いのけて、リゼッタはそれを拾い上げた。

「…………」

　息も絶え絶えのスヴァルトだったが、彼はそれでも闘志を失わぬ瞳ひとみでぎろりとリゼッタを睨ねめ上げる。

「よこせ」

　リゼッタはひるまなかった。

「……いやです」

　こんなものがあるから、スヴァルトさんは戦いに行こうとするんだ。そう思うと急にこの杖つえが憎く思えてきて、リゼッタはやにわに開け放った窓から杖を放ほうり投げた。

「！　てめえ……！」

「杖がないと、戦いには行けないでしょう。だから、お願い、寝ててください」

　スヴァルトはしばらく歯を剥むき出してリゼッタを見ていたが、やがてふっと視線を外すと、ベッドに手をついた。

　やっとお願いを聞いてくれた。横になってくれるのね。そう思ったのは一瞬だった。

　スヴァルトは中腰で立ち上がるや、ベッドには入らずに、その木枠づたいに窓の方に近づいていったのだ。

「……スヴァルトさん？」

　ぜえぜえと息をつきながら、窓枠に腕をつく。

　身を乗り出す。

　――うそ。

「ふっ」

　スヴァルトはぐらりと前にのめった。かと思うや、引きずり込まれるようにして体が窓の外に消えた。

「――ひっ」

　……どさ。

　リゼッタの体から血の気がみるみる引いていった。ここは二階なのに。転がるように窓にかけよると、スヴァルトは下で四肢を投げ出して仰向けに倒れていた。

「ぐ…………はあ……はあ」

　息をしている。ああ、二階から落ちるなんて、骨が折れてるかもしれない。ねえ、なぜそんな馬ば鹿かなことをするの？　そんなにその杖が大事なの？

　スヴァルトはごろりとうつぶせになった。

　手をつく。

　まただ。また、起き上がろうとしている。

　リゼッタは懸命に祈った。涙が出そうだった。

　ねえ。起き上がらないで。行かないで。もうわたしを見て欲しいなんて思わないから、行かないで。それだけでいい。お願い、お願いよ。ねえ、わたしの言ってること、贅ぜい沢たくなんかじゃないでしょう？

　スヴァルトの声が聞こえた。

「敵だ……」

　願いは砕かれるためにあるのだろうか。リゼッタは腰から崩れ落ちそうになるのを懸命にこらえた。

　ずりずりと地面を這はっていき、スヴァルトはついに杖つえを掴つかむ。

　立ち上がる。

　行ってしまう。

「ねえ、スヴァルトさん……」

　必死に呼びかけたはずの声は、泣き声だった。

「行かないでよう……」

　みっともない声。弱虫の声。どなられる。ねえ、どなって。怒ればいいじゃない。こっちを向いてよ。ねえ。

　第三の足を得、門の方に向かって歩いていくスヴァルトの背中。振り返りはしない。わかっている。それでもあきらめきれない自分は愚かだと思う。

　リゼッタは無我夢中で部屋を飛び出し、階段をかけ下りていった。
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　鐘しよう楼ろうから響いてくる声に耳をすまして、なんてこった、とネイブは舌打ちをした。

　大軍だと。

　とるものもとりあえず胸当てを引っ掴み、部屋を出る。

　泡を食って宿を飛び出したところで、おろおろと立ちつくすリゼッタの姿が目に入った。

　どうしたと声をかけると、リゼッタははっと振り向いた。

「スヴァルトさんが……」

　消え入りそうな声。顔が下がっていく。

「スヴァルトが、どうしたんだ」

「あのひと、死んじゃう……」

「なんだって？」

「さっきあのひと、部屋で倒れてて、すごい顔色してて、それで――」

　様子を聞くうちに、ネイブは脇わきにじんわりと汗がにじんでいくのを感じた。リゼッタのおぼつかない説明だけでも、スヴァルトの様子がいつにも増して異常だったことがわかる。遅かれ早かれこうなるような気はしていたが……。

「あのひとを、止めてください！」

　リゼッタはさっと顔を上げた。目め尻じりにたまった涙がぱっと散るのが見えた。ああくそ、泣いてやがる……。

「お願いです……でないとあのひと、きっと……」

「わ、わかった」

　へどもどしながら頷うなずく。我ながらしまらない返事だ。

　リゼッタがスヴァルトのことを憎からず思っているのは周知の事実である。思えばスヴァルトも贅ぜい沢たくな奴だ。あいつのために泣いてくれる女ひとなんて、そうはいない。

「よかった……」

　リゼッタは肩の荷が下りたような顔をした。

「ネイブさんに頼めばなんとかなるんじゃないかって、思ってました」

「……ええと……」そういう言葉は目的を達成してから言ってほしいものだが、まずは……「なんで？」

　するとリゼッタはネイブの目をじっとりと見つめてきた。すみれ色の瞳ひとみの奥に、かすかに揺らめく感情がある。少し間まをおいて、リゼッタはおずおずと口を開いた。

「……スヴァルトさんは、ネイブさんのことをすごく気にしてるみたいでした。……だから、ネイブさんの言うことなら聞くんじゃないかって……」

　その唇の動きはひどくゆっくりとしていて、まるで言いたくないことを無理矢理言わされているかのようだった。

「わたしの……わたしの言うことは、聞かなくても……」

　言い終えて、リゼッタはきゅっと唇を閉じた。言葉の裏を読み取るのはさほど難しくなかった。

　なぜなら、その顔にはさみしさがあったからだ。うらやましさがあったからだ。そして、くやしさがあったからだ。

「お願いします」

　だから、頭を下げたリゼッタに、ネイブは感服した。

　いくらかいがいしく世話を焼いても、スヴァルトはリゼッタを振り向いてはくれない。そこへきて、なにもしないでスヴァルトの目を惹ひきつけるネイブは、リゼッタの目にどれほど羨うらやましく、ねたましく映ったことだろう。敵意とまではいかずとも、それに近い感情を抱いているであろう相手に対して頭を下げられるリゼッタを、ネイブは素直に尊敬した。

「わかった。必ず、止める。連れ戻す」

　勢いで頷かされたさっきとは違い、ネイブは今、はっきりと自分の意志で頷いていた。





　南門から外に出ると、そこはすでに赤い胸当てをした男たちによって埋め尽くされていた。

　無数の足音にまぎれて飛び交う怒号。槍やりを振り回すフレアの姿が見えて、ネイブはそちらに向かった。

　スヴァルトの姿は見えなかった。いつものことだ。あいつはいつも命令を聞かずに一人で戦いに赴おもむいていく。今ごろはとっくに敵軍とぶつかっているかもしれない。

　ようやく二番隊と合流する。

　目が合うなりフレアは怒ど鳴なった。

「馬ば鹿か者！　遅い！」

　脳天にがつんと石突きの一発。

「すいません師匠！」

「師匠じゃない。隊長だ」

「……隊長！」

「よし！」

　昂こう然ぜんと身をひるがえすフレアは、ネイブの目にひときわ輝いて見えた。ゆたかな銀髪。しなやかな肉体。きらりと陽光をはね返す槍やりを掲げた、勇ましい立ち姿。故郷にいるときから幾度となく思い描いた“〝戦士団の隊長”〟の姿がそこにあった。

「鏃やじりの陣！」

　フレアの命令に、おお！と野太い声で応じた男たちが散開、整列。二番隊全体が鋭角の山型に編成し直される。

　押し出されるようにして先陣に出たネイブは、目の前に広がる光景に思わずめまいを覚えた。こんな大軍はかつてお目にかかったことがない。プリフェスタ軍が、谷幅いっぱいに雪崩なだれをうって押し寄せてきていた。

　林立する軍旗が風をいっぱいに受けてひるがえっている。野牛ダクシヤーと太陽が描かれた、まぶしい金こん色じき。

　天をも貫く雄叫おたけびと気迫が大気を埋めつくしていく。

「……っ」

　一瞬にして干上がった喉のどに、ネイブはむりやり唾つばを押し込んだ。

　舐なめていた。

　今までの戦いは、とても戦争と呼べるものではなかったのだ。

　これが、これが戦争だ。

　勝てるのか。兵力は明らかにあちらの方が上だ。

　胸が高鳴る。不安、怖れ、そして興奮。

　鳴りやまぬ地鳴り。かき乱される空気。そして――

「ゆくぞッ！　プリフェスタの兵どもに“〝緋ひの槍”〟の切れ味を知らしめろッ！」

　我らが隊長、フレアの張り上げる声が、全員の戦意をいやが上にも高揚させていく。ぱんぱんに張った緊張が、破裂するときをいまや遅しと待ちかまえている。フレアはその絶妙の瞬間を狙って刃やいばを突き入れた。

「切り開けッ！　突撃――――ッ！」

　おおおおおおおおおおおおおおおおおおッッッ！

　気迫の爆発は雄叫びとなり、この空と大地をびりびりと揺るがした。



　負けじと声を張り上げながら、ネイブはあるものを見た。

　遠くプリフェスタ陣内において、虹にじ色の蛇へびが高く頭をもたげるのを。
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　三人のプリフェスタ軍兵士が立て続けにエレメントを放つ。

　右から〈地の緑〉、〈地の黄〉、〈地の橙だいだい〉だ。

　トゲを生やした蔓つるがスヴァルトの足あし下もとから生まれる。砂が視界を奪う。大地が裂ける音がする。

　スヴァルトは慌あわてない。

　にっと笑い、エレメントの名を呼ぶ。

「――ヴィヴギオール」

　目の前にともった光点が、スヴァルトを取り巻いて一周、二周。

　砂で閉ざされていた視界が見る間に晴れ渡っていく。

　光点が形作る輪郭に、スヴァルトを囲んだ敵兵はのきなみ立ち止まる。

　勇ましい男どもの顔が、みるみる青くなっていくのがわかる。

　快感だ。

　天高く鎌かま首くびをもたげ、スヴァルトを守るようにとぐろを巻いて、その鱗うろこが徐々に七色の色彩を帯びてゆく。

　大蛇の顕現。

　鱗が波立っているように見えるのは、色がひとところにとどまらず、ゆらゆらと流れているからだ。

「さあ」

　足下の蔓はすでに消えている。地面には亀き裂れつ一つない。

　使っていて気づいたことだが、このエレメントは〈地〉の攻撃のほとんどを無力化する。都合のいいことに、敵兵のエレメントは多くが〈地〉属性であるようだった。

　手初めに、目の前の敵を片付ける。飼い主の意図をくみ取ったヴィヴギオールが、巨大な図体にあるまじき俊敏さで敵兵に巻きつく。一人ではない。十人ほどを一束にくくるのだ。捕らえられた敵兵の顔は見る間に青黒く鬱うつ血けつしていった。たいして力も入れていないのに、なんともろい生き物だろう。

　力を加えて締め上げると、最初の一瞬だけ悲鳴がして、それから骨の折れる音や肉のつぶれる音が続けざまに聞こえてきた。ブドウを絞るようなものだ。それでも十人分の血は少し多かった。ワイン樽だるをひっくり返したような量の血が、ぐるぐる巻きになった大蛇の体の隙すき間まからジャアア……と流れ出た。

　周りの敵兵が目に見えておびえている。逃げないのはたいしたものだが、次のこれを見たらどうなるだろうか。

　ヴィヴギオールがとぐろをほどくと、大きな塊が血の海にどちゃりと落下した。血を搾った残りカスだ。兵士だったものだ。もとは十人ほどだったようだが、今となっては区別のつけようもなかった。

　それまで見たことのなかった殺し方に、さすがの兵士たちも露骨におびえだした。スヴァルトの周りに大きな輪ができ、踏み込んでくる奴は一人もいなくなった。

「どうした」

　しばらく待ったが、周りは身じろぎ一つしない。そこだけ時が止まったかのようだ。

　突如、足あし下もとの大地に、だ、だ、だ、と矢が突き刺さった。

　飛んできた方に目をこらすと、長弓を構えた兵が三人並んでいるのが見えた。

「ひょう、危ねえ」

　もう少し上を狙っていれば、この胸は見事に貫かれていたことだろう。

「ははっ」

　ぞわりと快感が背筋を伝ってきた。うれしいなあ。うれしいなあ。

　これだ。

　一歩間違えれば、死。これこそが戦いくさの醍だい醐ご味みだ。人を殺そうと思う奴は、同時に自分も殺される覚悟を持たねばならない。そして。

「俺おれは生き残った。ならば、次は俺の番だな？」

　神蛇の背に乗り、スヴァルトは弓兵たちとの距離をまたたくまに詰める。間にいた奴らは全員ひきつぶした。肝心の弓兵が得え物ものを放って逃げだしたのを見て、スヴァルトはまずいものでも食ったような顔で唾つばを吐いた。



    

  
    
      



    

  
    
      「そりゃあねえだろう」

　逃げられると思っているのか。

　巻きつくまでもなかった。三人ともひき殺してやった。

「ふん」

　強ええ奴はいねえのか。そう思った直後、ぐ、と臓ぞう腑ふが横に引っ張られるような感覚に襲われた。

　――なんだ？

　前にはなにもない。振り返ると、どこぞの命知らずがヴィヴギオールの胴に体当たりをかましたところだった。よく見れば、そいつの右半身が黒光りする金属に覆われていた。

〈地の黒〉、鉄のエレメントだ。

　スヴァルトはへっと笑った。ヴィヴギオールは〈地〉属性のほとんどを無効化するが、虹にじ色に含まれない〈地の白〉と〈地の黒〉だけは例外と聞いた。つまり、その二つだけがヴィヴギオールと対等に渡り合えるのだ。

　スヴァルトの心は少年のように弾んだ。

「さあ、やろう。俺おれはお前に勝てるのか？」

　危険を感じ取ったらしく、〈地の黒〉の敵兵はとっさに丸屋根ドーム型に展開した鉄を自分自身にかぶせた。

「はっはァ！　やってやろうじゃねえか！」

　地面を掘って下から攻撃を加える手もあったが、スヴァルトはあえてそれをしなかった。ぐるりと取り囲んで、力任せに締め上げる。強固な〈地の黒〉を力でねじ伏せることができれば、もう怖いものはない。

　果たして、しばらくもちこたえていたように見えた鉄の半球だったが、耐えきれなくなったのだろう、あるときを境に突然ぐしゃりとつぶれた。

「ふ――」

　勝った。

　中身がどうなっているかなど見るまでもない。

「ふふ」

　腹の底からふつふつとなにかがこみ上げてくる。楽しくてたまらない。

　待ちこがれていたものだ。強さを、それ以上の強さで虐しいたげる快感。

　生きている実感があった。充満する死の中で、死をすり抜けながら走っている実感。死が頬ほおをかすめる瞬間、己の生はいっそうきわだち、いっそう光り輝くのだ。どこまで行けるのか。長くないことは知っている。しかし今の気持ちはたとえ残りの寿命をすべて捧ささげてでも味わう価値がある。

「ははっ……ははっはっはっはっはっは――」

　喜びの絶頂だった。はるかザカード砦とりでまで届くような大声でスヴァルトは笑った。だが、それも長くは続かなかった。

「う」

　不意にスヴァルトはのけぞった。

「ぐがあッ！」

　頭を押さえ、もんどり打って倒れる。それは突然にやってきた。頭痛などというかわいいものではない。頭の中身を金かな槌づちでブッ叩たたかれたような激痛だった。

「ああっ、あがあッ！」

　のたうち回り、頭をかきむしる。痛みは引かない。胸の鼓動にあわせて頭に釘くぎを打ち込まれているようだ。誰だれかこの頭をかち割ってくれとスヴァルトは真剣に願った。

「あ？」

　ふっつりと意識がとだえたのは、その直後だった。
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　スヴァルトが切り開いた道に沿って、薔薇輝石ロードナイト戦士団二番隊“〝緋ひの槍やり”〟はじりじりと敵陣中央に食い込んでいた。道はすでに塞ふさがりつつあるが、目印にしているあの蛇へびの方向に向かえばいい。偶然にも“〝緋の槍”〟の進む方向は、ネイブのそれと一致していた。

『あのひとを、止めてください！』

　リゼッタの懇願が蘇よみがえる。いざとなれば戦士団からはぐれてでもスヴァルトの元に駆けつけようとしていただけに、この状況は幸運だった。

　だが――

　ネイブは自らの目を疑った。

　目印にしていた七色の蛇が、突如ふっとかき消えたのである。

　敵陣のど真ん中でエレメントを消すなど正気の沙さ汰たではない。なにかが起こったのだ。ネイブは思わず駆けだしていた。そう遠くない距離。ここまで来たんだ、手遅れにならないでくれ……！

　走っていると、不意にぽっかりと開いた空間に出た。慌あわてて立ち止まり、周囲を見渡す。するとプリフェスタの兵士が遠巻きにぐるりとネイブを取り囲んで――いや、違った。円の中心には、倒れ伏した一人の男の姿があった。

　それが、スヴァルトだった。

　うつぶせに倒れて、びく、びく、と体を痙けい攣れんさせている。一目でふつうでないことがわかった。リゼッタに聞いた今朝の様子が頭をよぎった。

　そのうち、敵兵の数人がじりじりと前に出てきた。好機と見たのだろう。正しい判断だった。通常では手のつけられないスヴァルトを倒す機会は今をおいてほかにない。やがてそれまで様子を見守っていた敵兵も、堰せきを切ったように四方八方からスヴァルトに襲いかかっていった。

「やめろ！」

　ネイブは負けじと地を蹴けった。連れて帰ると約束したのだ。ここまで来てみすみす死なせてなるものか。足だけは人一倍速いのだ。

　数人をまとめてごぼう抜きにする。逃げるときぐらいにしか役に立たないと思っていたが、どうか今だけは――まにあうか、まにあうか……まにあえ！

　かっと白い光がほとばしった。

　ぎ、ぎ、ぎぃん――

　剣けん戟げきのような響きが続けざまにして……。

「ふう……」

　スヴァルトの首は――繋つながっていた。

「ああ、くそ！」

　ネイブは額の汗をぐいと拭ぬぐって、半なかばやけくそで叫さけんだ。

「まにあってやったぞ、畜生！」

　敵兵たちの振り下ろした武器はすんでのところで、まばゆい金剛石アダマスの檻おりに遮られていた。

「生きてるか！」

　あおむけにひっくり返されたスヴァルトは、目をつむり、びっしょりと汗をかいて、浅い呼吸を繰り返していた。鼻から血がつうっと垂れているのを見て、ネイブは思わず顔をしかめた。

　――おい……こいつはまずいんじゃないのか。

　おい、おい、と呼びかけながら頬ほおを叩たたく。ぴくりともしないのに焦って終しまいに殴りつけたところで、スヴァルトはようやく目を覚ました。

「あ……？」

　よかった、なんて一瞬安あん堵どしてしまった自分がなんだか腹立たしい。なんであんたのことでおれが一喜一憂しなきゃいけないんだ。全部あんたのせいだ。

「俺おれ……は？」

「うるさい！　さっさと連れて帰ってやる！」

　まだ何か言っているスヴァルトを背中にかつぐ。重い。つくづく割に合わないことをしている。金剛石アダマスの檻で自分たちを隙すき間まなく覆って、歩き出す。透明な宝石なだけに、視界は良好だ。

　周りは敵兵の山だ。〈地の白〉を見たことがないのだろう。簡単に破れると思ってどいつもこいつも力任せに斧おのやら岩やら鉄塊やらを叩きつけてくる。ガン、と派手な音が鳴るが、それだけだ。檻の表面には傷一つつかない。

　ライオドーンの市壁は遠くにそびえている。こいつを背負ってあんなところまで歩かなきゃいけないのか、とうんざりしたとき、耳のそばで声がした。

「……下ろせ……」

「はあ？」

「まだ……戦える……」

「あんた……」

　ふざけるなと怒ど鳴なりつけてやりたかった。両手がふさがっていなければもう一度殴っているところだ。いったいどの体で、どの口でほざいてやがる。

「下ろせ」

「いやだ」

　スヴァルトのわがままなど知ったことではないが、リゼッタと交わした約束は破れない。なおも下ろせと連呼するスヴァルトに対し、ネイブはついに無視を決め込んだ。

「下ろせ」

「…………」

「下ろ……せ……」

「…………」

　声がだんだん弱々しくなっていく。そうださっさと黙ってしまえ。

「おろ…………」

「…………」

「…………」

　ついに黙ったか。そう思った矢先だった。

　次に聞こえたものに、ネイブは思わず立ち止まった。

「うっ……ぐっ……！」

　――嗚お咽えつ？

「下ろせ……よ……！」

　間違いなかった。うわずった声は、嗚咽に変わっていた。

「あんた……なんで……」

「てめえには……わからねえ」

　喉のどの奥から絞り出すような声。

「〈地の白〉だ……。最強の、盾だ……」

「……おれのことか」

「俺おれを見ただろう……〈地の青〉だ……弱かった……ただひたすらに弱かった……てめえが羨うらやましかった」

　そう。憶おぼえている。そしてある日を境に、急にエレメントが変化した。

「なのにてめえは……『こんなもの』と……言いやがった……己がどれほど恵まれた存在かも知らずに、役立たずの俺の前でのうのうと！　〈地の白〉を！　『こんなもの』と！」

「……悪かったよ」

「わかるか……？　俺の気持ちが……。わからねえだろう……持ってる奴に……持たねえ奴の気持ちは……わからねえ」

「――っ」

　不意にネイブの胸にこみ上げるものがあった。

『持たねえ奴の気持ち』。

　――わかる。

　胸が急に締めつけられて、あやうく涙がこぼれそうになる。

　わかるんだ。

　わかる、よ。

　だって。

　おれは、ずっとそうだったから。

　故郷での日々。思い出すのはロット“〝オリオルド”〟のこと。孵ふ化かした三人に交じり、一人足を引っ張っていた日々。つらかった。心躍ったことなんて一度もなかった。おれのせいなんだろう。おれがいるせいで、“〝オリオルド”〟は戦いに行けないんだ。おれがみんなを縛ってるんだ。おれなんていなければいいんだ。露のように消えてなくなってしまえばいい。そうすればみんな、戦場に行って活躍できるんだろう。そんなことをずっと考えていた。なのにみんなの優しさに甘えて、いつまでもロットの隅っこで看板を汚していた。

　役立たず。

　何度思ったことだろう。

　スヴァルト。

　やっぱり、あんたはおれと似てるんだ。

　あんたは知らないだろうけど、あんたのその気持ちはきっと誰だれよりもおれがわかってるんだ。

　思えば、リゼッタの頼みを引き受けたのも、きっとこのせいだったのかもしれない。おれはあんたに、少し前の自分を重ねていたのかもしれない。似た者同士だからこそ、ほっとけなかったのかもしれない。

　だから、言いたかないけど……あんたには、死んで欲しくないんだ。

　口にできない言葉を胸の中でぐるぐる回していると、不意にスヴァルトが言った。

「――あの晩、得体の知れねえ奴が来やがったよ」

「……？」

「ぼろぼろの外がい套とうを頭からかぶっていて……顔がまったく見えなかった……ただ……暗くら闇やみの奥に……二つの目だけが光って……いた……」

　脳裏にその姿を思い浮かべて、ネイブは慄りつ然ぜんとした。

　憶おぼえがありすぎたからだ。

　千里眼。

　ネイブを絶望の海に突き落とし、卵を孵化せしめた張本人。薄気味の悪い風ふう体てい、刃物の軋きしるような声。そして冴さえ冴ざえと光る銀色の瞳ひとみ。忘れようにも忘れられない。あいつさえいなければ。死んだ妹と親友の顔がまざまざと蘇よみがえって、ネイブは喉のどを詰まらせて苦しい息をした。「千里眼……！」

「知っているのか……？」

「ああ……気味の悪い銀色の目をした奴だろう」

「いや」

「――え？」

「金色だった」

「……なに」

　ネイブの驚きよう愕がくをよそに、スヴァルトは続けた。

「奴は卵を俺おれによこした。俺はそれを受け取った。卵はいきなり孵ふ化かした。そして俺は」

　深くゆっくりと息を吸って。

「力を手に入れた……！」

　まるで耳に溶岩を流し込まれたかのようだった。こんなにも静かな声。なのに。

「ようやくだ。待ちこがれた。もう、離しはしない」

「死ぬことになってもか」

　スヴァルトはそんなことは些さ細さいなことだとでも言いたげに首を振った。そして――

「おれは、」

　力強く言ったのだ。

「これしかいらねえ。これだけでいい」

「……っ」

　ネイブは息を呑のんだ。

　その声には揺るぎない意志があった。巌いわおのような決意があった。ここと決めた終ついの場を、スヴァルトはたしかに見つけていた。

「――下ろせ」

　何度も繰り返した言葉。だが今までとは違う。その一言の裏に隠された意味を知ってしまった。万言を尽くしても足りぬ重みが、ネイブの背にずっしりとのしかかった。

　――ああ……。

　力を渇望し、そして手に入れた男の生。おそらくは死の淵ふちにありながら、スヴァルトの精神はなんと輝いて見えることだろう。命を犠牲にしてでも手放したくないものがある。その、執念。

　ネイブは身を焼かれる思いだった。同時に、ようやく理解した。スヴァルトが求めてやまなかった強さ、そしてその象徴である“〝強いエレメント”〟を、ネイブは『こんなもの』の一言であしらったのだ。狂おしいほどに追い求めた理想の否定。スヴァルトの身になってみれば、そのくやしさたるや想像するにあまりある。

　しかし、スヴァルトは乗り越えた。きっと彼の前には、一本の道が燦さん然ぜんと開けているのだろう。分かれ道はない。迷うこともない。ただ踏み出せばいい。

　――おれはそれを、邪魔しようとしているんだ。

　邪魔にはなりたくなかった。行かせてやりたかった。

　一度ならず自分を重ねた相手が、後悔しながら生きていく様を見たくはなかった。どのみちもう長くはないのだ。それならせめて満足する道を歩ませてやりたい。

　ならば、どうすればいい？

　簡単だ。

　下ろしてしまえばいい。

　ネイブの心は完全にそちら側に傾いていた。だが……。

「…………」

　それでもスヴァルトを背から下ろさなかったのは、最後の砦とりでの存在があったからだ。

　ネイブはむりやり口を開いた。どうしても言っておかねばならないことがあった。

「……リゼッタに、さ」

　そう。

「リゼッタに、頼まれたんだ。あんたを、止めて……って」

　たとえスヴァルトがもうすぐくたばるとしても、リゼッタはそばにいることを望むだろう。恩もある。義理もある。彼女の悲しむ顔は見たくない。

「リゼッタが、あんたの帰りを待ってる」

　だが。

「………………ふん」

　スヴァルトは動じなかった。

「わかってんだろう？」

　ネイブは動揺した。

「なに、が」

「なにがじゃねえ。俺おれの肚はらァ決まってる。てめえもそいつを知ってる。今さら止めるつもりもねえくせに、そいつァただ言ってみただけだ」

「くっ……」

　ネイブはとっさに顔をしかめた。

　あんたは卑ひ怯きようだ――いつぞやエルザはそう言った。そのとおりだ。

　リゼッタと交わした約束はきっともう守れない。だからおれは、言い訳を作ろうとしていたんだ。『一応言うことは言った』だなんていう弁解を掲げて、約束を破った後ろめたさを少しでも軽くしようとしていたんだ。

「……そうだな」

　約束を破るからには、その責めを甘んじて受ける覚悟がなければならない。

「ふん、わかりゃあいい」

「なら」

　ネイブは説得を放棄した。そして、今度は違うことを尋ねた。

「なにか伝えることは、ないか」

　あるわけねえだろう、と一いつ蹴しゆうされるのを覚悟しての問いだった。だが、意に反してスヴァルトは一瞬、遠い目をした。口を開いて、少し言葉を選んでいたようだったが、それからはっとなり、口の中に溜まった言葉を噛かみつぶすようにぎりと歯をかみしめた。

「ねえよ」

　吐き捨てるような声。

「なにもねえ」

「……わかったよ」

　呑のみ込んだ言葉が気になった。けれど、問うてもきっと答えてはくれないだろうとも思った。

　スヴァルトをそっと下ろす。

　ここだ。いま自分は、リゼッタとの約束を破り捨てたのだ。

　ネイブは一つ溜ため息いきをついた。自分にではない。スヴァルトに対してだった。好いてくれる女の手を振り払って、武器を掴つかむ。まったくもって救いがたい。本当に、つくづく――

「……あんた、頭悪いぜ」

　するとスヴァルトはこちらを見て、へっと笑った。

「そう言ってる割にゃ、ずいぶんと……」

「なんだ」

「羨うらやましそうな顔してやがる」

「……………………そうかい」

　思いきり顔が強こわ張ばってしまった。ほんとうに最後までいちいち気にくわない。

「さあ」

　スヴァルトはよろよろとネイブに背を向ける。

「待たせたな」

　ゆらりと腕を広げ、力の名を呼ぶ。

「――ヴィヴギオール」
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　最期の魂はよく燃えた。



　殺した。殺した。殺した。

　壊した。つぶした。絞め殺した。

　蜘く蛛もの子を散らすように逃げる敵を、片っ端から死体に変えていった。

　怖いものなどなにもなかった。

　喉のど元もとになにかがせり上がってきた。

　ぶちまけた。

　赤かった。

　どうとも思わなかった。

　輝ける虹にじ。神の蛇へび。その強さと美しさに比べれば、なにもかもが小さなことのように思えた。

　もっと殺そう。さあ、もっと。

　せめてもの抵抗を見せる敵エレメントを、一瞬で飲み込む。

　もっと。

　並んだ敵兵を、太い尾でまとめて薙なぎ払う。

　もっとだ！

　捕らえた敵兵を高く持ち上げて、血の雨を降らせる。

　生きている！　俺おれは生きているのだ！

　スヴァルトは喜びにうち震えた。輝かしき生と、そのすぐそばに横たわる暗い死を、思うさまむさぼった。

　高ぶりに任せて、猛獣のように吼ほえた。

　ああああああああああああああああああああああああああッッッ！

　そして、スヴァルトは糸が切れたように倒れた。

　再び起きあがることは、なかった。
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　変化が生じていた。

　たとえプリフェスタ軍が峡きよう谷こくを埋めつくす大軍であろうと、スヴァルトが戦っているうちは、フレアたちゴート側の有利に違いはなかった。数で勝る敵を、スヴァルトは凝縮された質でもって圧倒していた。そして薔薇輝石ロードナイト戦士団の面々も、連日の戦いですっかりスヴァルトに頼り切っていた感は否めない。今回もあいつがどうにかしてくれる。そんな思いが、彼らの心に油断をもたらしていた。

　ところが、頼みの綱――スヴァルトの体はついに限界を迎えた。神蛇ヴィヴギオールという巨大戦力が消失した瞬間、戦局は大きな揺り戻しを見せた。

　好機と見たプリフェスタ軍は、引き気味だった前線を一気に押し戻したのだ。

　虚を突かれたのは薔薇輝石ロードナイト戦士団を中心とするゴート軍だった。突如始まったプリフェスタ軍の大反撃。スヴァルトという留め金が砕け散ったのを知るよしもないゴート兵は、津波のように押し寄せる敵軍の猛攻に、たちまちのうちに押され始めた。
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　わかっていたこととはいえ――

　ついに蛇へびが消えたとき、ネイブは天を仰がずにはいられなかった。

　止めた方がよかったのだろうか。そんなことはないと思っていても、リゼッタの顔が目の前にちらついてどうしようもない。そのせいで、戦局が変わったことには気づきもしなかった。

　プリフェスタ軍の人波に揉もまれるようにして、ネイブは薔薇輝石ロードナイト戦士団の先頭まで押し戻された。赤い胸当ての集団がひとまわり小さくなっているのを見て、ネイブはようやく現状に気づいた。

　そこかしこで打ち鳴らされる剣けん戟げき。炎があちこちで吹き上がり、敵味方の放つ矢がひゅんひゅんと風を裂いて乱れ飛ぶ。大地の一部が天に向かって突き上げられ、味方の傭よう兵へいたちが藁わらくずのように吹き飛ばされるのが見えた。

「いつのまに……！」

　フレア率いる二番隊の“〝鏃やじりの陣”〟は、突撃時にこそ威力を発揮する陣形である。足を止めてしまったが最後、あっさりと包囲されて左右からすりつぶされる末路が待っている。陣形は今にもばらばらに崩壊しようとしていた。

　加勢しようと飛び込んだネイブだったが、しょせん一人二人しか守れない小さな盾では限界がある。あっちを抜けられ、こっちを抜けられ、金剛石アダマスの盾はろくろく味方を守ることすらできない。戦力とはとても呼べるものではなく、ネイブはあたかもその場に転がった岩石ていどの役割しか果たせなかった。

　次々と大地に横たわる赤い胸当てを視界の端に映しながら、ネイブは焦ることしかできない。

「くそっ！」

　スヴァルトのところにはあんなにすいすい行けたというのに、なぜ味方を守るのはこれほど難しいのだろう。

「なぜだ？」

　違いは歴然としていた。一人で進んでいるときは、自分だけを守ればよかったからだ。味方の様子を気にせずに済んだからだ。

　――…………。

　ふと。

　なにかが脳裡に浮かんだ。

〈地の白〉のことを、ネイブはずっと守るためのエレメントだと思っていた。ところが実戦は違っていた。守りにはてんで役に立たず、反対に進むことにかけては無類の強さを発揮した。……ならば？

　糸口が見つかった気がした。考えろ。考えろ！

〈地の白〉とは、防御に回されるのではなく、攻撃に参加してこそのエレメントなのではないか？　ネイブは強くそう感じた。どこに飛び込んでも傷一つ負わない金剛石アダマスの盾。どうすればいい？　どうすれば最も効果的にこのエレメントを生かすことができる？

　――考えろ……！

「！」

　稲妻のように脳裏をよぎったものがあった。

　いつぞや見た、大空を二つに裂いて飛ぶ、ある娘の姿。

「……そうだ」

　次の瞬間には、もうエルザの姿を探していた。
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　ライオドーンの市壁から遠く離れた位置に、谷の地形上、やや高台になっているところがある。ひとめで戦場を見渡せるそこは、幟のぼりのひときわ密集してはためく、プリフェスタ軍本陣である。

　立て続けに朗報を伝えてくる伝令に、プリフェスタの将ダムロックは四角い体を揺すって指示を飛ばしていた。

「デン隊より閣下へ！　ゴート軍右陣、崩れました！」

「でかしたぞ！　そのまま押し込めい！」

「トスカノ隊より閣下へ！　ゴート軍左陣、残るは戦士団のみとなりました！」

「デン隊が押している！　深追いはするな！」

「バラン隊より閣下へ！　例のエレメント使いを確保しました！」

「生きているのか？」

「かろうじて生きています！　ですが息をしているのがやっとの――」

「ならば捨ておいて構わん！　左翼のデン隊と合流、援護に回れ！」

　矢継ぎ早に指示を出し終え、ダムロックは見事な口くち髭ひげをしごきながら戦場を眺め回した。

　――いいぞ……！

　内心でほくそ笑む。

　出陣を進言したかいがあったというものだ。ザカード砦とりでからほぼ全軍を率いてきたのは正解だった。あのでたらめな蛇へびのエレメントのせいで、一時はどうなることかと肝を冷やしていたが、なにが起きたか急にかき消えた。もう恐れるものはない。勝利は半なかばまで手中にある。

「今夜の酒は旨うまいぞ……」

　ゆらゆらと杯さかずきをくゆらす動作をしながら、ダムロックは口の端に浮かんだ笑みをこらえきれなかった。

　そのとき、ふと一瞬、なにかが太陽を遮った。

　不審に思い頭上を見上げると、高い空に一羽の鳥が――

「……！」

　――違う！

　ダムロックは目を見張った。

　鳥だと思っていたものが、突如二つに分かたれたのだ。

　一方はそのまま飛んでいく。

　そして一方はみるみる姿を大きくしていき――

「……落ちて……くる……？」

　――まずい！

　ダムロックはとっさに頭をかばって叫さけんだ。

「伏せろおおおおおおっ！」

　時すでに遅し。

　一抱えもあるそれを吸い込んだ大地が、爆裂して岩の破片をまき散らした。

　はじけ飛んだ岩は周囲にいた兵士たちに襲いかかり、兵士たちは悲鳴を上げて逃げまどった。ダムロックは頬ほおを切っただけで済んだが、中には当たり所が悪く、気絶卒倒する者の姿もあった。

　ダムロックは夢中で声を張り上げた。

「なんだ、どうした、状況は！」

　返事はすぐには上がらなかった。

　巻き上げられた煙が風に払われたとき、ダムロックはその落下物をしかと目撃した。

　それは白く輝く結晶だった。並の人間より二回りは大きい。下敷きになっていれば命はなかっただろう。

「投石機かっ？」

　戦場を見渡したが、どこにもそれらしきものはない。だいいち、空中で二つに分かれる弾たまなど聞いたこともない。とすれば……。

　ボコッ。

「ッ？」

　その光景に、ダムロックは目を奪われた。

「なんだと……！」

　こんなことがあってなるものか。あれはなんらかの弾ではなかったのか。

　どう見ても鉱物に見えた結晶が、なんと自力で動き出していた。
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　エルザを探すだけで、ずいぶんと時を食ってしまった。

　見つけたエルザに考えを説明すると、エルザは飛び上がって大賛同してくれた。

　もっと早く思いつけばよかったんだ。

　エルザのエレメント――〈天の藍あい〉。

　風。

　数少ない、空を飛べるエレメントだ。

　エルザはネイブを連れて天高く舞い上がった。見上げるばかりだった高みから見下ろすのは怖くもあり、愉快でもあり。

　体中を洗っていく風が気持ちいい。でも、つかまるものがないのが落ち着かない。気を抜くと落っこちてしまいそうだ。

　――別におれが操ってるわけじゃないんだけど……。

「力抜いて」

「ぬ、抜けるか、馬ば鹿か」

　初めて空に投げ出された身にもなってみろ。

「じゃあ、せめて丸まらないで。体伸ばして。そっちの方が飛ばしやすいの」

「む、無茶なこと言うな」

「怖がりだねえ」

　腹に大事なものを抱え込んだような姿勢で、ネイブは飛んでいった。

　戦場の様子が一望できる。赤い色が少しずつ食われてなくなっていくのが見えてネイブは焦った。早く。速く。峡きよう谷こくの底いっぱいに詰まったプリフェスタ軍の頭上を飛び越えて、敵陣の奥深くに向かう。

「……見つけた」

　高台の上に旗がやたら乱立している。まず間違いなくプリフェスタ軍の本陣だろう。



    

  
    
      



    

  
    
      「下ろしてくれ」

「いいの？」

「大丈夫だ」

「わかった」

　ふっ……と風がやんだ。

　がんばって、と聞こえたのは空耳かもしれない。

　金剛石アダマスの檻おりで全身を覆う。

　敵陣めがけて落下。

　実際、エルザはたいしたものだった。狙い過あやまたず、ネイブは敵本陣のど真ん中の大地に着地――もとい激突した。

　衝撃に岩が舞い飛び、あちこちで混乱の声が上がる。

　砂さ塵じんが晴れると、視界の奥に、たくさんの兵士に周りを囲まれた男の姿があった。がっしりとした体を分厚い甲かつ冑ちゆうに包んでいる。わかりやすい前時代的な戦士の格好だった。

　――お前が頭かしらか。

　ネイブは一歩を刻んだ。

　周りが一斉にひるんだのがわかった。

　二歩、三歩と進む間に、周囲の兵士たちが徐々に立ち直っていく。もう数歩歩いたところで、そのうち数人がしびれを切らしたように飛びかかってきた。武器を振りかぶる。あるいは構える。そして我先にと、渾こん身しんの力を込めたろう一撃を放つ。空気がうなって哭なく。

　だが――

　振り下ろされた鋭い剣が、きれいに折れ飛んだ。

　巨人の振るったような大おお斧おのが、無惨に砕けた。

　岩をも砕きそうな戦せん槌ついが、柄えからへし折れた。

　金剛石アダマスの檻は、なに一つ通しはしなかった。

「ふん」

　ネイブはぎりりと歯をかみしめた。

　――見たか。これが〈地の白〉の力だ……！

　なあスヴァルト、あんたはおれに大事なことを教えてくれたな。

　人にエレメントは選べない。いらないのに与えられた奴がいる。欲しいのに与えられなかった奴もいる。

　そして、もらったものの大きさに気づかない奴もいる。そうさ、おれのように。

　でも、ようやく気づいたよ。

〈地の白〉だ。

　金剛石の盾。絶対防御のエレメント。

　おれは恵まれた。

　胸を張ろう。誇ろう。この力を。

　おれのためでなく、あんたのために。

　力を追い求めたあんたの亡なき骸がらに報いるように。

　おれはもう、絶対にこの力を蔑さげすまない。

　うおおお、と雄叫おたけびを上げて、さらに後続の敵兵が襲いかかってきた。

　ぎん、きん、ききん、きん。

　砕け散る刃やいばの奏でる旋律。きらきら光る破片はまるで粉雪のよう。

　敵将の顔が面白いぐらいに強こわ張ばっていくのがわかる。得体の知れないものに怯おびえながら、それでも逃げ出さずにネイブを睨にらみつけているのはたいしたものだ。

「なんでッ！　なんでだようッ！」

　折れた戦棒メイスを振り回して錯乱する奴がいる。柄つかだけになった剣を投げつけて逃げる奴がいる。泡を食って助けを呼びに行く奴もいた。

「ダムロック様、お逃げくださいッ！」

　たまらずといった様子で、側近が叫さけんだ。今さら逃げられてたまるものか。ネイブは降り注ぐ刃や鉄塊をものともせず、だん、と地を蹴けった。

　敵将は逃げなかった。ぬうっと背後から馬ば鹿かでかい大剣を取り出して、気合い一いつ閃せん、寒気のするような斬撃をネイブに見舞った。

　――今だ！

　その瞬間、ネイブは檻おりを解き、素早く敵将の懐にもぐりこんだ。奴の一撃は見事に空振り、大地深く刺さりこんだ。

　ネイブは再び檻を展開して、敵将と自分を包む。二人きりだ。もう無我夢中だった。体が勝手に動いた。奴の背後に回り込み、背にとりつき、腰から引き抜いた短剣“〝慈悲ミゼリコルデ”〟を奴の太い首にあてがう。

「……動くな」

　胸が早はや鐘がねを打っていた。爆発しそうだった。

　――成功した……！

　フレアに教わった動きだ。何度も何度も練習した。いくつも憶おぼえられるほど頭が良くなかったから、こればかり馬鹿みたく繰り返した。

　なにもしないで後悔するのはもういやだった。なにかをやり遂げたかった。そして今、前に進んだという実感が、たしかにあった。

　ネイブはぶるりと震えた。

　真っ白になるのはまだ早い。自分に言い聞かせる。

「命令を出せ。兵を引かせろ」

　敵将は無言だった。

「こいつを引けば、あんたの命は終わりだ」

「……ふん」

　鼻を鳴らす音に、ネイブは耳を疑った。

「いま……」

「命を惜しんで、ここまで上れたか」

　揺らがぬ声。

「プリフェスタにおいて十指に満たぬ“〝陽将”〟の地位だ。死んだつもりで上り詰めた。今さら曲げてなるものか。さあ、この首持っていくがいい」

「くっ……！」

　ネイブは目め許もとを歪ゆがめた。

　――くそっ。なんでだ。こんなところにもいやがった。

　スヴァルトと同じ穴の狢むじなだ。貫くべき生き様を手にしている奴の声だ。畜生。

　ネイブは奥歯をぎりりと噛かみ鳴らし、短剣を持つ手に力を込めた。手はぶるぶると震えただけだった。

「何を迷うのだ？　選ぶ道は二つだ。儂わしを殺せばゴートが勝つ。儂を生かせばプリフェスタが勝つ」

「わかってる」

「任された選択を投げ捨てるというのかね？　いいとも。見下げた根性だ」

「黙れ。口を閉じろ」

「選べぬ奴はそのうちなにもかもを失うぞ」

「黙れッ！」

　命を握った相手に諭されている。

　なんて、惨めな。

　でもそれは真実だ。悟れ。おれの手は、なにもかもを守れるほど大きくはないんだ。一つ載せたら、別の一つがこぼれ落ちるんだ。

　なら――

　選べ。

　今こそ、肚はらをくくれ。



　渾こん身しんの力を込めた。

　太い首。

　刃やいばをねじ込んだ。
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　――どうした。

　にわかに動きの鈍くなったプリフェスタ軍に、フレアは当惑していた。

　それまでは押せば引かれ、引けば押されの苦戦続きであったというのに、今はもうそこまでの手て応ごたえはない。

　――罠わなか。

　そんなことが頭をよぎってしまえば自然、腰も引ける。たたみかけどきだというのに、今一歩踏み出せない。周りの味方も同じ思いを抱いているようだった。

　思い切って前に出てみようか。あと少しなのだ。いやしかし、それこそが敵の作戦だったら。でも、ああ、むしゃくしゃする！

　フレアは元来がおおざっぱな性分である。体ならいくらでも動くが、策を弄したり敵の狙いを見抜いたりという細かな芸当はからっきしなのである。

　ゆえに、フレアはただいらだつ。

　そのとき「隊長さんっ！」という声がしなかったら、闇やみ雲くもに突撃命令を下していたかもしれない。

「なんだ！」

　声は頭上から聞こえた。空を仰ぐ余裕はない。フレアは目の前の敵と切り結びながら怒ど鳴なり返した。

「ネイブがね！　敵の将軍やっつけたよ！」

「……！」

「だから、がんばって！」

　――ちょっと待て！　いきなりそんなこと言われて信じられるか！

　誰だれもがそう思ったことだろう。

　ところが、目の前にいるプリフェスタ兵は違った。

　将軍やっつけた、の声が谺こだましたあたりから、山といるプリフェスタ兵の間に、見る間に狼ろう狽ばいが広がっていったのだ。それはあたかも、おそれていた懸念が現実になったかのようだった。

　かろうじて統制を保ってはいるものの、今一歩腰が引けており、先ほどまでの手て強ごわさは見る影もない。この変わりようを目まの当たりにして、頭上の誰かの言葉はにわかに真実味を帯びだした。

「本当なのかっ？」

「本当だよ！　あたしがネイブを連れてったの！　空飛んで、親玉のいるとこにネイブ落としてきたの！」

「…………！」

　言わんとするところをやっと呑のみ込んで、フレアは思わず快かい哉さいを叫さけんだ。

「その手があったか！」

　ネイブのエレメントは〈地の白〉だ。たとえ敵陣のど真ん中に放ほうり込まれようとも、その金剛石アダマスの盾があるかぎり、生きて帰ることができる。絶対の防御力をみごと逆手に取った戦法だった。

「あのネイブが……！」

　うだつの上がらなさそうなガキだったくせに、いつのまにやら賢さかしい真ま似ねをするようになったじゃないか。

　わたしも負けてはいられない。ここで負けたら“〝緋ひの槍やり”〟隊長の名折れだ。そしてなにより、“〝師匠”〟と呼ばれた面目が立たないだろう。なあネイブ。

　そのときちょうどフレアたちは、敵陣のど真ん中に到着していた。

　前後左右すべてがプリフェスタ軍である。通常の部隊ならむしられるのを待つばかりの状況だ。だが、フレアにとってはこれこそが狙いだった。

　――待ちこがれたぞ！

“〝緋の槍”〟の本領。

「火ひ星ぼしの陣！」

　陣形がまたたく間に組み直されていく。表の兵士が引っ込み、内側で守られていた兵士が表にせり出し、すっかり人員が入れ替わった。上空から見れば、赤い集団が五角形をなしているのがわかったことだろう。

　フレアは満を持して叫さけんだ。

「灼熱の星ヒユー・ペンテイアゴ！」

　命令が響き渡るや、フレアの脇わきからごおっと炎が大地を疾はしった。

　太い炎の帯が谷底の戦場を切り裂いてゆく。否、帯というには生やさしく――プリフェスタ軍の前に立ちはだかるそれは、分厚い炎の壁に他ほかならなかった。

　そしてそれは一本に留とどまらない。“〝緋の槍”〟を中心として、烈火の雄叫おたけびはなんと五方向同時に噴き出していた。

　これが“〝緋の槍”〟の奥の手だった。

　今の今まで温存していた〈火〉のエレメントをすべて投入し、敵陣中央でいちどきに発動させるという荒技。

　空から見下ろせば、それはさながら戦場に開いた五ご芒ぼう星せい。

　灼熱の星ヒユー・ペンテイアゴ。

　おそるべき戦法だった。些さ末まつな技術などいらぬ。ただ圧倒的な火力でもって敵をねじ伏せるのだ。まともに呑のみ込まれた憐あわれなプリフェスタ兵は、断末魔の叫びも上げられぬまま消し炭と化した。

“〝緋の槍”〟は、たったの一撃で敵戦力にすさまじい損害を与えることに成功したのである。

　だが、この戦法の神髄はここからだった。

　炎によって戦場は五つに轢れき断だんされ、敵兵は五箇所に分かたれた。

　そして“〝緋の槍二番隊”〟のはるか背後には、一番隊と三番隊そして傭よう兵へい部隊が固まって、舌なめずりをしながら出番を待っている。

　戦いに勝つ方法は、多数をもって少数にあたることだ。敗れる理由の多くは、相手より多い駒こまを揃そろえられなかったことだ。

　だが、相手より駒が少ないといって嘆くのはまだ早い。そんなときは敵を分けてしまえばいいのだ。敵が十でこちらが八だとしたら、敵を半分に割る。八対五を二回繰り返すなら勝機はある。

　すなわち灼熱の星ヒユー・ペンテイアゴの真骨頂とは、固まった敵戦力を力ずくで分断することにあったのだ。

　そして今。

　パイは見事五つに切り分けられた。

　どうだ、旨うまそうだろう。

　さあ、一つ一つ――じっくりと食らってやる。
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　敵将を討てば、もうここにいる理由はネイブにはなかった。

　戻らねば。

“〝緋ひの槍やり”〟と合流して――役に立つかどうかはわからないが――ともかく戦いに加わらなければならない。

　頭を失った軍隊は憐あわれなものだ。二度と来ない命令を待ち続けて、立ちつくし、焦り、口論する。おかげで戻りゆくネイブに障害はなかった。

　どれほど戻っただろう。飛び交う大声の中でふと、ネイブは気になる声を聞いた。

「おい……こいつどうすんだ？」

「ほっとけよ。すぐくたばるって」

　――……！

　ネイブは足を止めた。

「わかった。それにしてもなんだか気持ち悪いな」

「ああ。なんで笑ってやがんだ」

　間違いない。ネイブは息せき切って声のする方に向かった。

　たどりついたネイブが見たものはやはり、ばったりと倒れているスヴァルトだった。腹に突き立った槍がスヴァルトと大地を縫い止めている。口から頬ほおを伝った血が、干草のような髪の一部を赤く染めている。それでも彼は、先ほど聞こえた言葉どおり、うっすらと笑っているようだった。

「スヴァルト……」

　生きているのかどうかも怪しかったが、果たして、スヴァルトの目はすうっと動いた。ずっと血走っていた瞳ひとみは、すっかり元に戻っていた。

「なぜ……いやがる」

　まだ喋しやべれるのか、と内心驚きつつも、ネイブは減らず口を返した。

「いちゃ悪いか」

「ふん……」

　二の句も継げずに立ちつくしていると、やがてスヴァルトが切れ切れの言葉を発した。

「おかしか……ねえな……。同類は……集まる……と……いう」

　ネイブはぎくりとした。

“〝同類”〟。

　にわかに落ち着きをなくしたネイブを見て、スヴァルトはにいっと口くち許もとを歪ゆがめた。

「『なぜだ』……ってか」

「！」

「顔に出てるぜ……さっきも、こふっ……そう……見るにたえねえ……顔を……してやがった」

「誰だれがだ？」

　スヴァルトの視線はネイブから離れない。

「……おれが？」

　自分を指さしてあっけにとられるネイブを見て、スヴァルトはにやりと笑った。

「あの顔は……同情じゃあ……なかった……なあ」

　――全然気づかなかった。

「それで……ああ……こいつは……同類だ」

　ネイブは信じられない目でスヴァルトを見た。自分がスヴァルトに対して抱いたのとまったく同じ思いを、スヴァルトもまたネイブに対して抱いていたのだ。

　スヴァルトは訊きいた。

「俺おれは……どう……見える」

「どう……って」

「今の俺は……お前に……どう見える」

　声にはいくぶん力がこもっていたような気がした。

「馬ば鹿かにしてもいい……蔑さげすんでもいい……だが……一つだけ……」

　スヴァルトはしかとネイブを見た。死にかけのくせに、そのアーモンド色の瞳ひとみにはたしかな意志が宿っていた。

「俺を……憐あわれんでくれるな……この虹にじを……この輝きを……この生き様を……否定してくれるな……他ほかの誰が否定しても……どうか……お前だけは……どうか」

　ネイブは瞠どう目もくした。

　スヴァルトの懇願。

　想像すらつかなかった。あの、傲ごう岸がん不ふ遜そんを絵に描いたようなスヴァルトが、人の下手に出るなどと。

　俺のためになにかをしろ、というのではなく。

　なにもするな。

　苦しげに、最後の熱情を燃やして、スヴァルトは願う。

　他でもないネイブに向かって、ただ願うのだ。

“〝俺の生き様を否定するな”〟

　その姿はネイブの胸を強く揺さぶった。

　そして、頭を下げるたった一人の相手に自分を選んでくれたことを、なにより誇らしく思った。

「馬ば鹿かになんてしないさ。蔑さげすまない。否定なんてしない」

　人は満たされるために生きるのだ。

　一瞬の輝きのためにすべてを捧ささげたスヴァルト。輝いて輝いて、虹にじのように輝いて、呆あきれるほどに輝いて、そしてあふれるほどに満たされて。

　どれほど幸福だっただろう。散りゆくスヴァルトの中には、未練や後悔など欠片かけらもないに違いない。

「あんたの真ま似ねができる奴なんていない。そこがてっぺんだ」

「そうか……くははっ」

　ヒューヒューと息をして、スヴァルトは満足げに笑んだ。

「さあ行け……行ってくれ」

　スヴァルトは首を動かして、それきりネイブを見ようとしなかった。

　今こん生じようの別れにしてはあまりに素っ気がなかったが、それでこそスヴァルトという気もする。ネイブは素直に従って身を翻し、もうスヴァルトの姿を見ようとしなかった。

「じゃあな」

　不思議な繋つながりだとネイブは思った。奴はきっとおれの名前すら知りはしない。にもかかわらず、どこか深いところでおれたちは理解し合っている。同じ傷口。同じ血の味。傷の舐なめ合い？　とんでもない。逆だ。おれたちは互いの傷をかきむしり合っていたんだ。

「…………」

　スヴァルト。だから。

　あんたにもらった痛みを、おれはきっとずっと忘れない。
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　高く晴れ渡る空。

　血ち錆さびを含んだ風。

　いつまでも吸っていたい、これが戦場の空気だ。

　ところが自分はといえば、腹から槍やりの柄えを生やし、四肢を大地に投げ出して、もう指一本動かせない。命はまさに風ふう前ぜんの灯火ともしびだ。

　ちりぢりに逃げるプリフェスタ軍を追って、薔薇輝石ロードナイト戦士団はザカード砦とりでに向かったようだ。

　ごそごそと音がして、足の脇わきで一人の男が立ち上がった。いつの間にいたのだろう。みすぼらしい格好をした彼は、スヴァルトがつけていたはずの具足を手に持っていた。

　――死体剥はぎか。

　ぼんやりと見ていると、男はスヴァルトの視線に気づいた。

「なんだあ、生きてやがんのか」

　男は悪びれもせずに具足を掲げた。

「おう、もらってくぜ。悪りいな。どうせ死ぬんだ。いらねえだろ、な？」

　別に怒る気にもならない。そのとおりだ。

　――ああ、好きなだけ持っていけ。

　男はスヴァルトの身ぐるみを手早く剥はがすと、すたこらと去っていった。

「…………」

　日没にはまだ早いというのに、空が少しずつ暗くなっていく。ああ、そろそろだなとスヴァルトは思った。割れるようだった頭の痛みももうない。体の感覚が少しずつ失うせていく。

　ざっ、ざっ、と誰だれかが歩いてくる音が聞こえた。なんだ、また物もの盗とりか。もうやるモンはねえぞ。うっすらとそんなことを考えていると、上から覗のぞき込む目があった。

　――ああ、なんだ、てめえか。

「イカガでしたカ」

　ぼんやりとした視界には、炯けい々けいと輝く金色の円が二つ浮かび上がっていた。

「虹にじのエレメント、お気に召しましたカ？」

　へっとスヴァルトは笑った。

「ああ……」

「ソウですカ。ソレはよかっタ」

「礼を……言う」

「ヤア！　イイんですよお礼なんテ。フフ、面と向かっテ言われるト、照れテしまいますネエ」

　金きん目めはくねくねと揺れ動いた。

「コチラコソお礼を言わねバなりませン。実験ニ協力していただいテ、ありがとうございマス。イヤア、ヤハリ世の中持ちつ持たれつデスよネエ」

　よく喋しやべる、と思う間にも、スヴァルトの意識は少しずつ遠のいていく。

　――いよいよだ……。

　胸には一片の悔いとてない。心の中はこの空以上にすがすがしく晴れ渡っていた。

　ふと誰かの顔が浮かんだ。誰だったか。名前を思い出せない。すみれ色の髪をしていて、すぐ泣く女だったことは憶おぼえているのだけど。

　そう、言いたいことがあったのだ。

　面と向かって言えるはずもない言葉。

　――長いこと付き合わせちまってすまねえ。世話をかけたな。

　それきり意識は途絶え、スヴァルトの魂は高い高い空に溶けていった。

　

　

「笑っていますネ……」

　スヴァルトの安らかな死に顔を覗のぞき込んで、金きん目めは首をかしげた。

「フム、ヤハリあとから虹にじを付与させるノハ難しいようデ……」

　そう言い残して、彼はいずこかへと歩き去っていった。



    

  
    
      


終章





　正念場は過ぎ去った。

　峡きよう谷こくの戦いはゴート側の一方的な勝利に終わり、そこで戦力の大部分を使い果たしたザカード砦とりでは、さながら四肢をもがれた獣であった。牙きばを剥むきだしにすごんでも、しょせん飛びかかることすらできない。食われるのを待つばかりの砦に、薔薇輝石ロードナイト戦士団は容赦なく襲いかかった。

　団長ガングスタフ、通称“〝人間破は城じよう槌つい”〟にあっさりと正門を吹き飛ばされ。

　残るわずかな人員はフレア率いる“〝緋ひの槍やり”〟にまたたく間に蹴け散ちらされ。

　司令官は逃げる隙すきも与えられずに捕縛された。

　峡谷での死闘と比べてこちらはあまりにあっけなかった。長かったプリフェスタの支配より、ザカード砦はいとも容易たやすく解放されたのである。

　ゴートの旗が所狭しと打ち立てられた砦内には、再び途中から加わったネイブの姿もあった。

　初めての光景にどこを向いていいやらわからないネイブの前に、槍を携えたフレアがやってきた。ネイブと目が合うや、フレアはにいっと笑って槍やりを持っていない手を高々と掲げた。

「師匠……や、隊長……」

　勢いよく降ってきた左手が、ネイブの頭をばっちーんと捕獲した。

「った……」

「やるようになったじゃないかネイブ！」

　力任せにわしわしと頭を揺さぶられる。褒められたのはひょっとしたら初めてかもしれない。

　フレアは上機嫌で叫さけんだ。

「今夜こそライオドーンで祝杯だ！　溺おぼれるくらい呑のむぞ！」

　わああああああ、と一斉に男たちが拳こぶしを突き上げた。

　――ああ、やっぱり。

　ネイブは少しうれしくなった。故郷にいたときと変わらず、フレアはここでも頼もしい姉御だった。

　あおるだけあおったフレアは、ふう、と肩の力を抜いてネイブを見た。

「さあ、帰るぞ」

　口の端で笑う。

「お前が守った街にな」



    

  
    
      



    

  
    
      　　　＊＊＊



　ライオドーンの門をくぐると、人っ子一人いない通りには乾いた風が吹いていた。戦いくさの結果を知らぬ人々は、いまだ家にこもって怯おびえている。

　ネイブは立ち並ぶ家々をふっと見上げた。

　息を吸い込むと、生活の匂においがした。

　生まれ故郷とは少し違っていたが、それはまぎれもなくここに住む人々の醸し出す匂いだった。

　と、右手にある家の三階の窓で、ひゅっとなにかが引っ込んだ。

「？」

　見上げていると、こわごわと出てきた小さな顔があった。まだ幼い女の子の顔だ。じいっとネイブの顔を見つめてきたので、軽く手を上げてみると、ぱあっと笑顔になって手を振ってくれた。

「…………っ」

　胸にこみ上げるものがあった。

『ライオドーンはお前が守ったんだ』

　同じ言葉がずっと頭の中をぐるぐる回っている。

　自分が守ったもの。あの娘の笑顔。それはひょっとしたら戦勝より価値のあるものかもしれなかった。

　けれども、ネイブはいい気分にひたることはできなかった。手柄に酔いしれようとする心を必死に押しとどめていた。戦勝より、あの娘の笑顔より、大事なことがある。

　伝えなければならないことがある。

　ネイブは皆が行こうとする酒場には目もくれず、宿『山ヤマ鶉ウズラの塒ねぐら』に向かった。





　覚悟はしていた。

　そのはずだった。

　なのに、いざ窓の中からリゼッタの姿が見えたとき、ネイブはなにもかも放ほうって逃げ出したい気持ちに駆られてしまった。

　がらんとした店内。リゼッタは手前の丸テーブルに上半身を投げ出し、握りしめた両手に額を押しつけていた。

　微動だにしない。指が真っ白になるほど力が入っているのがわかる。ずっと祈っていたのだろうか。

　わざとらしく扉を軋きしませて開けると、リゼッタはバッと跳ね起きた。

「ネイブさん……」

　がたり。

「スヴァルトさんは……？」

　倒れた椅い子すを気にも留めずに、立ち上がったリゼッタはこちらを見つめてきた。すみれ色の視線が今ばかりは焼けつくようだ。ネイブは顔を背そむけそうになるのをどうにかこらえ、その瞳ひとみを見返した。

「つ……連れて帰ってきてくれたんです……よね……？」

　すがりつくような声。とまどうように一歩、二歩、ネイブの目の前へ。青ざめた顔で、ネイブが首を縦に振ってくれるのを今か今かと待っている。

　釘くぎのような視線が深く目に刺さる。沈黙の重しが肩にのしかかる。張りつめた空気が臓ぞう腑ふを締め上げる。これまでと代わり映えのしない店内にいながら、ネイブはまるで拷問部屋にいるような気持ちを味わっていた。

　手のひらにじっとりと気持ちの悪い汗がにじむ。呼吸がやたら大きくなる。いつまでこうしているつもりだろう。

「ねえ……そこにいるんでしょう？」

　リゼッタの目はドアの向こうとネイブとの間をせわしなく往復した。

　痛いほど握りしめた手が小さく震えている。まなじりにはじっとりと涙がにじんできて、きっともう気づいているのだろう、それでもなけなしの希望にすがろうとする。それとも、すがらずにはいられないのだろうか。

　考えてみれば、リゼッタにはなんの罪もないのだ。無慈悲な真実を告げられて、悲しみに沈まなければいけない理由などどこにもない。

　その顔を見つめているうちに、ふと邪よこしまな考えが浮かんだ。

　――嘘うそ、を。

　嘘をつけばいいじゃないか。

「ねえ……」

　リゼッタの声を聞いて、ネイブはその思いを強くした。

　そうだ。そうすればいい。おれの得意な嘘だ。

「なにか……言ってください……」

　そのうちすぐばれるだろう。けれど、構うもんか。ばれたときにはとっくにおさらばだ。悲しむ顔なんて見ないで済む。そうやって、楽しいところだけ見てればいいんだ。

「お願い……」

　だいたい悪いのはおれじゃない。スヴァルトの奴が勝手に一人で突っ走ってって一人でくたばっただけだろ？　その後始末をおれに任されたって、知ったことじゃない。

「わたしを……からかってるんですよね……？」

　そうだよ。からかってごめんな。あいつ、帰ってくるなり酒場に行っちゃってさ。今ごろ浴びるように呑のんでるよ。まあ、勝ったのはあいつのおかげだから無理もないさ。今はいい気にさせといてやりな――ほら、すらすら出てくるじゃないか。

「ちゃんと……帰ってきてるんですよね……？」

　もちろんさ。あいつ、後悔してたよ。女泣かせちまったってね。だから顔出すの恥ずかしいんだろう。帰ってきたら、めいっぱい困らせてやったらいい。わがままも言い放題さ。だってそれだけのことをあいつはしたんだからな。

「お願い、そうだと言ってください……」

　そうだよ。そうさ。そうしよう。すべて誤ご魔ま化かそう。

「…………」

「ねえ――」

「……冗談じゃない」

　ネイブはぼそりと呟つぶやいた。

「えっ？」

　眉まゆをひそめたリゼッタを意にも介さず。

　ただ、腹の底を焦がす感情があった。むらむらと湧わき上がった怒りに、知らず握りしめた拳こぶしが震えた。

「誤魔化そう、だって？」

　おれは今、なにをしようとしていた？　誤魔化すだと？　スヴァルトの死を？　命よりも尊いものを守り抜いて死んでいった、奴の誇りを？

　そうだ。おれは今、冷たくなった奴の顔に泥を塗ぬろうとしていたんだ。

　違うよなあ。

　なあ、スヴァルト。

　やるべきことは、とうに決まってたんだ。

　ネイブは深く息を吸い込んだ。

　そして。

「死んだ」

「………………え？」

　リゼッタの顔が凍りついた。逃げるな。目を背そむけるな。ネイブはいっそう声に力を込めた。

「奴は、死んだと言ったんだ」

「――――」

　リゼッタの瞳ひとみが大きく見開かれた。

「……うそ」

「嘘なんか言ってたまるかよ」

　あいつは、スヴァルトの野郎は、選んだ道を最後まで歩き通したんだ。

　あいつが欲しがったのは、力だけだった。他ほかはなにも要いらなかった。そして、望むものを得た。その力は奴の身を滅ぼすものだったのに、それでも奴は力にしがみついて死んでいった。

　馬ば鹿かだと言う奴はいるだろう。仲間一人作らずに、孤独に力を追い求めてなにが楽しいのだと。

　けれど、おれは羨うらやましかった。

『これしかいらねえ。これだけでいい』

　そう言えるあいつを、羨ましいと思ってしまった。思ってしまったんだ。

　だから――

　おれの醜い嘘うそで、奴の死を穢けがせはしないだろう。

　リゼッタの顔がくしゃりと歪ゆがんだ。

「……いやあ……」

　声に涙が混じる。

「約束……して……くれたのに……」

「そうだな」

「約束……破ったんです……ね……」

「ああ」

　そうだ。おれはあんたを裏切ってあいつについた。だからあんたは、おれを好きに罵ば倒とうする権利がある。おれは逃げずにあんたに罵倒される義務がある。

「うそ……つき……」

「ああ」

　そうだ。罵ののしればいい。思うさま。

「うそつきっ……！」

　リゼッタは敢然と顔を上げ、勢いよく平手を振り上げた。

　――ああ。いくらでも打ぶてばいいさ。

　けれど、リゼッタは打たなかった。掲げた平手を血が出そうなほど握りしめて、ぶるぶると震わせながら下ろした。

　そんなリゼッタの様子を見て、ネイブは心の中で苦り切った顔をした。

　――あんた……。

　大きく溜ため息いきをつく。なんだろう、この気持ちは。

　――なんで、こんなときにまで我慢しちまうんだろうなあ。

　直後、リゼッタの腰がすとんと落ちた。

　まるで糸の切れた人形のようだった。頭は支えを失ったようにうなだれ、手はくたりと投げ出された。

　――――。

　それからどれほど経たっただろう。

　傾いた日が店内に差し込んでいる。

　不意に、かすかな溜息。

　ぽつりとリゼッタは呟つぶやいた。

「なんでだろう……。さっきまで胸がはりさけそうだったのに、今は、もう」

　静かな、落ち着いた声だった。

「ひょっとしたらわたし、どこかで……わかってたのかも、しれませんね」

　うつむいて表情は見えない。

「だって、あんなひとですもん。止めたって、無駄だって、わかってて、でもだからって『いってらっしゃい』じゃないでしょう？　それで一人で行って、一人で死んで、もう……しらない」

　しらない、ともう一度言って、また長い沈黙が満ちた。

　この間、リゼッタはなにを考えていたのだろう。

　しばらくして、長く細く吐いた息は、震えていた。

「決めたの」

　うつむいたまま、ゆっくりとかぶりを振る。

「もう、あんなひと、好きになったりしない」

　声には頑かたくなな響きがあった。

「次はちゃんと、まともなひとを好きになるの。優しいひと。わたしのことをちゃんと見てくれるひと。わたしを放ほうって戦いになんて行かないひと」

　それは独白に近かった。

「それでいつか、スヴァルトさんのお墓の前で、自慢してやるんだから。あなたじゃなくてよかったって。こんないいひと見つけたんだって。後悔したり、うらやましがったりしても、もう遅いんだから。わたし、決めたんだから」

「ああ――」

　ネイブは小さく頷うなずいた。

「そうするといい」

　きっと、それでいいんだ。嫌いになるくらいで、ちょうど。

　幸せになって欲しい気持ちは、きっとスヴァルトにもあったのだろう。だからこそ、リゼッタの好意を振り払い続けたのだ。

　次は、真面目まじめなひとがいいな……とリゼッタは震える声で呟つぶやいた。





　一人にさせてとリゼッタに言われ、ネイブは二階に上がった。

　自分の部屋に行こうとすると、ジョゼッペの部屋からなにやら声が聞こえてきた。

「もう少し養生なさっても――」

　ブルーノの声だった。

　ドアをノックして開けると、すっかりおなじみとなったジョゼッペとブルーノの姿があった。

「おお、小僧か」

　ネイブはジョゼッペの懐にある背し負よい袋に目を留める。

「じいさん……ひょっとしてもう出発するのか？」

「おお、ようわかったの」

「大丈夫なのか？　まだ早いんじゃ……」

「ほ。年寄りのしぶとさを知らんとみえるの」

　そう言ってジョゼッペはからからと笑った。ぱっと見た様子では問題はないようだが、なにせ枯木のような体つきである。風が吹いただけでも倒れてしまいそうなのに、これから続く長い道のりのことを考えると心配でならなかった。ブルーノも同じ気持ちのようで、

「本当にプリフェスタに行くのですか」

「うむ。楽しみじゃのお」

「止めても無駄でしょうか」

「ほほう一つ学んだではないか。結構結構。これからも勉学の精神を忘れてはならんぞ」

　ブルーノは呆あきれたように溜ため息いきをついて、

「……それでは、これを」

　懐をまさぐって取り出したものは、新しい木彫り細工だった。

「ほ？」

「差し上げます」

「ほお……」

　ジョゼッペはそれを手にとり、しばらく眺め回したあと、ううむと唸うなった。

「こんまい細工じゃのう……。おぬしが彫ったのかえ？」

「ええ」

「牛……かの？」

「そのとおり。プリフェスタの牛、ダクシャーです。あちらでは、旅をする人はこのダクシャーを模したお守りを持つ習慣があると聞いています。その霊験のほどは知りませんが、まあ、気休めにでもなればと思いまして」

「ほうか、ほうか、ありがとうよ。いただいておくとしよう」

　ジョゼッペは大事そうにそれを懐にしまいこみ、立ち上がった。

「さて、それでは行くとしようかの。では二人とも……」

　老人は手を挙げた。

「ラ・ヴェーダ！」

「？」

「バハラクの別れの言葉じゃ。“〝それでは、またラ・ヴエーダ”〟」

　二人は揃そろって頷うなずいた。

「ラ・ヴェーダ！　じいさん、元気でな」

「ラ・ヴェーダ。あなたの道行きに、幸あらんことを」

　ひらひらと手を振って、ジョゼッペはドアの向こうに消えていった。あっさりとしたものだった。

「……たくましいじいさんだよな……」

「そうですね。さて」

「ん？」

「実は私もそろそろ旅立たねばなりません」

「あ、そうなのか」

「そこでですね」

　ブルーノがまたもや懐をまさぐるのを見て、ネイブは期待に胸躍らせた。まさかおれにもなにかくれるのだろうか。ただでくれるならなんでももらってやる、と胸を弾ませていたネイブだったが、いざ出てきたものを見たとたん、たちまち顔が引きつった。

　ブルーノの手のひらに載っていたものは、見覚えのある貝殻のブローチだった。いつぞやネイブが踏んで壊した例のアレだ。そういえばエルザが修繕のためにブルーノに預けていたのだった。

　それにしても……。

　二つに割れていたのが嘘うそのように元通りになっている。手先は器用と自ら豪語するだけあって、ブルーノの腕はたしかだった。

「あの子に返しておいてくれませんか」

　――待て。

「おれが渡すのか？」

　ネイブはひるんだ。壊した張本人の手から返すのは果たしていかがなものだろうか。どちらかというとその役目はぜひともブルーノに担って欲しいものである。

「まあ、そう焦らなくてもいいじゃないか。エルザが帰ってきてから直接、な？　あいつだってお礼、言いたいだろうし」そしておれは逃げたいだろうし。

「いえ。お礼には及びませんよ。お渡しします」

「だあっ、ちょっと待ったっ！」

　ネイブはしぶしぶ事情を説明した。

「――というわけなんだ。だから、気まずい」

「……あはは。そういうことですか」

「わかってくれたか。じゃあ、」

「それではお願いします」

　ブルーノはネイブの手にぎゅっとブローチを押しつけた。有無を言わせぬ素早さだった。

「…………」

　じっと手を見る。

「……おれの……話を……」

　ブルーノはもう用は済んだとばかりに立ち上がった。んー、と背筋を伸ばしながら、

「ああそうだ。その貝の名前をご存じですか？」

「？　いや」

「マプ貝、といいます。見てください。形がマプの木の葉に似ているでしょう？」

「ふうん……？」

　言われるとたしかに似ている。赤ん坊の手のひらのような形。

「それが？」

「マプ貝をブローチにして人に贈るとき、そこには意味があるといわれています。ご覧のとおりこの貝は二枚貝。ですから二つの手のひらを合わせたような形になります。なのでそこから“〝変わらぬ絆きずな”〟、“〝和解”〟、“〝赦ゆるし”〟などの意味があるんです」

「へえ……」

「興味が湧わいてきませんか？　それをあの子に渡した人はどういう人なのか。どういう気持ちで渡したのか。はたまた知らなかったのか」

「……あんまり他人の事情に首突っ込みたくないな」

「おや、そうですか。まあ、そういう意味もあるということで」

　にっこり笑ったブルーノを見て、ネイブはふとあることに気がついた。

「そういやあんた……冠はどうしたんだ？」

　さっきからなにか変だと思っていたのだが、ようやく判明した。ずっとブルーノの頭の上に収まっていた王冠がなくなっているのだ。

「ああ、あれ」

　ブルーノはくるっと目を上に向けた。

「なにせ材料がなかったものですからね。使っちゃいました。ダクシャーのお守りと、そのブローチに」

　ネイブははっと瞼まぶたを押し上げた。

「ああ……そうだったのか。そいつは悪いことをしたな」

「いえいえ。材料さえあればいつでも作れますのでお気になさらず。……さ、渡すものも渡したことですし、そろそろ私もお暇いとましましょうか」

　ブルーノは頭に手をやって、はたと止まった。

「あ、そうだった。もうないんでした」

「ははっ」

「あはは」

　二人はしばらく笑い合った。





　エルザが帰ってきたのは、ブルーノが出て行ってからまもなくのことだった。

　開いている扉の中を勢いよく覗のぞき込んだエルザの顔はなんだか生き生きとしていた。

「ねえねえ聞いて聞いて！　……あれ？」

　きょとんとする。

「おじいちゃんは？」

「出てった」

「え？　出てったって……え！　出発したってことっ？」

「ああ」

「なにそれー。もう、せっかちなんだから。大丈夫なのかな、もう治ったのかな……」

　――まあ、そちらの方はひとまずいいとして。

　ネイブはそろそろと切り出した。

「あと、続けてブルーノも出てったんだけど、それで……」

　ごくりと唾つばを飲み込む。いよいよ覚悟を決めなければならない。

「これ……」

「？」

　内心びくびくしながら、直ったブローチを差し出す。

「返しとけって……」

「……あっ」

　瞳ひとみがたちまち見開かれる。

「ああっ！　あー！　ああああ！」

　阿あ呆ほうのように声を上げながら、獣じみた動きでブローチをネイブの手からむしり取る。

「わああ！　ホントに直ってる！」

　光にかざす。別に透けない。

「すごい！　ねえ、すごくない？」

　ネイブに向けたのは、太陽よりまぶしい笑顔だった。

「ありがとう！　ホントにありがとう！　……ってあんたに言うことじゃないんだよねコレ」

　今度は急に眉まゆをひそめたので、ついに来たかとネイブは体を小さくした。

「……悪かったよ」

　するとエルザはあっけらかんと言った。

「ま、いいよ。直ったんだし。許してあげる」

「そいつはどうも」

　エルザはしばしブローチに目を落とし、その手触りを味わっていた。

「……よかったぁ……」

　まるで我が子が無事戻ってきたような、しみじみとした安あん堵どの声だった。それだけ大事なものだったのだと今さらながらに察せられて、ネイブは自分のしたことをひたすら詫わびたい気分になった。

「ねえ」

「ん」

「見て」

　エルザはブローチをかぱっと開けてみせた。なるほど二枚貝だから開くようになってるのか、と感心しながらネイブは覗のぞき込む。

　おそらく本物から移し替えたのだろう。木彫りの貝の内側は光沢のある真珠質で覆われていた。窓からこぼれた光を受けて、その表面できらきらと虹にじ色がたゆたった。

「……へえ」

「どう？」

「……きれいだ」

「でしょう？」

　ちらと盗み見たエルザの顔に、ネイブは不覚にもどきりとしてしまった。微笑ほほえんだ顔がとてもきれいだったのだ。素直にそう思えばいいのに、結構整った顔してるんだな、などと考えて落ち着いているふりをした。

　しばらく見せると、エルザは満足したようにブローチを閉じた。その余韻も引かぬうちに、今度は、

「あ！　そうだ！　それでね！」

　と、とたんに満開の笑顔になった。くるくるくるくると、本当によく表情が変わる奴だ。

「あたし、戦士団に入れてもらうことになったんだ！」

　言うなりドアの陰にぴゅっと引っ込み、赤い胸当てを抱えてぴゅっと戻ってきた。

「ほら！　ほら！」



    

  
    
      



    

  
    
      　ネイブの眼前に突き出す。

「そうか。よかった……のか？」

　態度を見るかぎり喜んでいるようだが、そもそも戦士団に入りたかったとは知らなかった。考えてみればエレメントがあるのだから別に不思議ではないのだけど、さりとてさほど戦功にがっついているようには見えない。入ってからどうするつもりなのか。

　しかしエルザはそんな疑問などお構いなしである。もっとよく見ろとばかりに胸当てをぎゅうぎゅう頬ほおに押しつけてくる。硬い。痛い。第一よく見えない。新あら手ての嫌がらせか。

「わかっ、わかったよ。わかったから離せ」

「羨うらやましい？」

「アホか。おれも持ってるっつの」

「あ、そうか」

　エルザはぺろっと舌を出した。目に余る浮かれっぷりにネイブは思わず耳でも引っ張ってやりたくなったが、すんでのところで我慢した。

「ええと。おめでとうでいいのか？」

「うん！　これから、よろしくね！」

　エルザはさっと手を差し出した。その手を見て、ネイブはなんだか無性にこっ恥はずかしくなった。なぜこいつはこんなことを臆おく面めんもなくできるのだろう。そしてなぜ自分はこんなことで恥ずかしがっているのだろう。

　おずおずと手を握る。

「ええと……よろしく……？」

「……なんで首かしげてるの？」

「さあ……？」

「煮え切らない人なんだね」

「……なんとでも言え」

　ネイブに引き続き、こうしてエルザは薔薇輝石ロードナイト戦士団の一員となったのだった。

「――あ、そうだ。戦士団、そろそろこの街を出るらしいよ」

「なに？」

「えっと、どこに行くんだったっけ。ちょっと忘れちゃったけど、とにかく支度をしてこいって。そうだそうだ。それを言いに来たんだった」

「そういうことは早く言え」

　ネイブは自分の部屋に戻ろうとした。

　その前に、開いている窓を閉めようとして、窓のそばに行った。

　何気なく往来を見下ろすと、ふとあるものが目に入った。

　すみれ色の髪。

「リゼッタ」

　呟つぶやきはリゼッタには聞こえていないようだった。

　リゼッタは真っ赤に泣きはらした目をして、まだぐすぐすと鼻をすすっていた。その胸には、スヴァルトの部屋にあった鉄球が収まっていた。あんなものを大事そうに抱えて、いったいどこに行くのだろうか。

「どうしたの？」

　エルザが寄ってきたので、ネイブは窓の外に向けて小さくあごをしゃくった。

「ああ……」

　エルザはゆっくり頷うなずいた。

　深く嘆息。

　少しして、エルザはぽつりと言った。

「次は……いい人を好きになれるといいね」

　どこかへと歩き去っていくリゼッタの華きや奢しやな背中を、二人は見えなくなるまで見送っていた。



    

  
    
      


蛇尾章





　暮れなずむ夕日が、峡きよう谷こくの谷間を橙だいだい色に染め上げていく。

　柔らかい風にさらわれて、小石がからからと大地を転がっていく。刃やいばのこぼれた刀剣や、真ん中からへし折れた弓が、たしかな戦争の跡を大地に刻み込んでいる。

　ものさみしく、静かな夕べだった。

　大地を見渡せば、あるところにふと、こんもりと土が盛られた場所がある。浜辺で子供が作るような、小さな山だ。

　それは墓であった。

　土をかぶせただけの粗末な、およそ墓とも呼べぬ代しろ物ものであったが、それでもよかった。口がきければ、埋められた本人は喜びの言葉を伝えたであろう。

　墓には一本の杖つえが突き立っていた。小山の中腹から斜めに伸び、その先端からは鎖が垂れてまっすぐ下に伸びている。

　そしてもう一つ。

　鎖の導く先、墓のてっぺんに置かれたもの。それはあちこちから大小のトゲを生やした鉄球だった。

　その二つを少し引いて眺めてみると、一つのモノが見えてくる。

　杖つえは杖にあらず。

　鉄球は鉄球にあらず。

　もとは一つだったそれら。

“〝モーニングスター”〟と人は呼ぶ。

　男が、肌身離さず持ち続けたもの。あのときまでは武器として、あのときからは杖として。

　夕日を浴びたそれが、誇らしげに輝いている。

　力にしがみついて死んでいったスヴァルト。

　そんな彼にふさわしい墓を知っていたのは、ただ一人――いつ振り向いてくれるともしれない彼の背中をずっと見つめ続けた、一人の少女だった。



    

  
    
      


あとがき・テンペスト





「〆切破らば…………斬きる！」

　と担当様こと美貌のくノ一『谺こだま』がつぶやくのです。鋭いくないを逆手に持ち、今にも私の喉のど笛ぶえを切り裂かんとじりじり迫ってくるのであります。きょっ、脅迫ですか？　そんなもので私を脅そうと？　ふふん、ところがどっこい、そうは問屋がおろさないのであります。さあ目にも見よ。この両手に握ったWiiリモコン。ひとたび装備すれば剣にもハンマーにもあまつさえラケットにだってなる代しろ物もの。さあ、かかってくるがいいのです！

　……はい？　いえいえ誤解されては困るのです。これはけして〆切をほったらかして遊んでいたわけではなく、

　天てん誅ちゆう。



　こんにちは。七なな位い連れん一いちです。あ、脳天に刺さったくないは気にしないでくださいましね。

　さて、先日わたくし、映画の上映会の招待を受けました。草木も眠る丑うし三みつ時どき。喜び勇んで向かう先はマンションの一室。そう。今こ宵よいは紳士淑しゆく女じよのレイトショー。

　さっそうと我々を迎えるは十二インチのホームシアター（テレビデオともいいます）。

　招待主はさっそく取り出したヴィデオをデッキに挿入します。やがて放たれる光。壮麗な音楽が流れ、知性溢あふるる眼鏡めがねの輝きとともに、彼はおもむろにあの台詞せりふを発するのです。

「ドラえもん」

　テレレレレレテレレレレレテレレレレレテレレレ――

　平均年齢二十四。右手に缶ビール、左手にぬいぐるみ。そしてまなざしは真剣そのものです。

　……ええ。おっしゃりたいことはよくわかります。ですが考えてもみて下さい。我々、何を恥じることがあるのでしょう。犯罪を犯したわけでなし、好きなものを好きと言って悪かろうはずがありません。私は胸を張り、後ろ指を指す連中に向かってびしりと言ってやるのです。

「後ろ指を指すのは、どうか控えめに……」

　弱 腰 。



　絵師の光こう崎さき瑠る衣いさま。一巻に引き続き、目玉が飛び出るぐらい素敵なイラストをありがとうございました。そして担当の谺こだまさま。さんざっぱら迷惑をかけていますが、どうか暗殺だけはご容赦願います。まだまだ夢は見果てませんもので。



　　『消えないで、私の中のピーターパン』

七位連一
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